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序

櫛田川が中流から下流域へと、その景観を変えようとする多気町一帯には、古くは旧石器

時代から、営々とした人間の営みがありました。それらは、土地に埋もれた遺跡として今に

残り、住居の跡や彼らが使った土器などの多数の遺物が、遠い昔のひとびとの暮らしぶりを

思いおこさせてくれます。

いうまでもなく、これらの遺跡・遺物（埋蔵文化財）は、地域固有の歴史遺産として私た

ち祖先の生活の一端を知る唯一の手掛かりとなるもので、一度破壊してしまうと二度と復元

できなくなってしまうかけがえのないものです。

三重県教育委員会では、これら埋蔵文化財の保護と道路建設などの各種開発との調和をは

かるべく努力しておりますが、工事などによってどうしても保存ができないものについては、

当埋蔵文化財センターで発掘調査を行い、記録を保存することにしております。

ここに報告いたします上ノ垣外遺跡は、国道42号松阪・多気バイパスの建設に伴って、平

成 5・6年度に発掘調査を実施した遺跡で、松阪・多気バイパス埋蔵文化財発掘調査報告書

の第 2分冊にあたります。

詳しくは報告書本文にゆずりますが、古くは縄文時代J)土器や石器をはじめとして、弥生・

古墳• 奈良• 平安• 鎌倉• 室町と、ほとんど絶え間なく人々が生活を営んだ場であったこと

がわかりました。この発掘調査の成果が、歴史研究のみならず地域文化の理解と向上の一助

となれば幸いです。

最後になりましたが、事業の推進にあたっては建設省中部地方建設局紀勢国道工事事務所、

社団法人中部建設協会、松阪市教育委員会、多気町教育委員会をはじめとする関係機関各位

や地元の方々などから、ひとかたならぬご理解とご協力をいただきましたことに対しまして

厚くお礼申し上げます。

平成 8年3月

三重県埋蔵文化財センター

所長 川村政敬



例 言

1. 本書は、ご重県教育委員会が建設省中部地方建設局から委託を受けて実施した、一般国道42号松阪・多気バ

イパス建設予定地内に所在する埋蔵文化財発掘調査事業のうち、平成 6・7年度に整理・報告害作成業務を実

施した、上ノ垣外遺跡の発掘調査報告書である。

なお、発掘調査時点では巣護遺跡としていた一部分についても、遺構のつながりから上ノ垣外遺跡に含めて

扱った。

2. 現地発掘調査および整理・報告書作成にかかる費用は、建設省中部地方建設局の全額負担による。

3. 本書に掲載した各遺跡の概要については、すでに当センター発行の「一般国道42号松阪・多気バイパス埋蔵

文化財発掘調査概報」 N・Vおよび「国道42号バイパス 松阪・多気 発掘調杏だより」 No.9・11で紹介して

いるが、本書の記述をもって最終報告とする。

4. 巻頭図版および写真図版に使用した航空写真の一部は、建設省紀勢国道工事事務所より提供を受けたもので

ある。

5. 本害に使用した地図は、建設省紀勢国道工事事務所作成の松阪・多気バイパス平面図 (1 : 1,000) 

に作成したほか、建設省国土地理院発行の地形図 (1 : 25,000)、多気町作成の都市計画図 (1 :2,500) 

をもと

を使

用した。

6. 現地調介は第 1次調究と、巣護遺跡として調査した部分を西村修久が、第 2次調査を東良樹と下平康弘が担

当した。

7. 本書執筆の分担については、目次に示したほか文末にも記した。編集・校正を田村が行い、伊藤克幸が全体

を校閲した。本書に掲載した遺構写真は東、西村、下平が、遺物写真は田村、西村が撮影した。

8. 本書で報告した各遺跡の記録類および出土遺物は三重県埋蔵文化財センターが保管している。

9. 発掘調査および報告書作成にあたって、下記の諸氏・諸機関からご指導• ご援助をいただいた。記して謝意

を表する。なお、所属と敬称は省略させていただいた。

赤塚次郎

大下 明

鈴木徳男

藤澤良祐

石井

岡田

千葉

寛

登

豊

家根祥多

泉

奥

択良

義次

富井 真
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加納

克

実

外山秀一

一瀬和夫

河瀬信幸

成瀬正和

伊藤正人

久保勝正

西田泰民

岩瀬彰利

菅谷通保

野口哲也

岩野見司

秋田かな子

服部信博

矢野他一

10. スキャニングによるデーター取り込みのため若干のひずみが生じています。

各図の縮尺率は、 スケールバーを参照ください。



凡 例

1 • 調査区の位置は、国土座標第V1系を基準とし、図面上の方位は座標北を用いた。

なお、真北は座標北のNO O 18'44" W、磁北は座標北のN6°48'44" Wである。

2 . 発掘調査および整理作業は、「埋蔵文化財の調査・整理・保管に関する基本マニュアル」（三重県埋蔵文化財

センター 1993)に基づき実施した。本報告書で使用した遺構表示略記号は下記のとおりである。

SH 竪穴住居 SB 掘立柱建物 SA 柵 sx 墓

sz 性格不明遺構 SD 溝 SE 井戸 SK 土坑

Pit ピット

3 . 本報告書に掲載した実測図の縮尺は、原則として下記のとおりである。当該箇所のキャプションに記した。

1)地形図 1 :50,000、1:25,000 

遺跡地形図 1 :5,000 

調査区位置図 1 :2,000 

2)遺構実測図

遺構平面図

遺構実測図

3)遺物実測図

1:200 

1 :20、1:50、1:100 

土器 原則として1:4 ただし拓影は1:3

石器 原則として2:3

4 . 本報告書では、土層および遺物の色調を、小山• 竹原編「新版標準土色帖」 (9版1989)を使用した。

5 . 本報告書に掲載した遺物写真の縮尺は概ね 1: 3もしくは 1:2である。

6 . 本報告書では、用語の漢字表記を次のように統一した。

どこう…………その性格が墓と認められるものについては「土」「墓」とし、それ以外のものは「土坑」

とした。

わん……………「碗」「境」「椀」があるが、「椀」を用いた。

つき……………「杯」「杯」があるが、「杯」を用いた。

なべ……………「禍」「鍋」があるが、「鍋」を用いた。

7. 山茶椀の時期については、瀬戸市埋蔵文化財センターの藤澤良祐氏の直接の御教示や氏の論考（「穴田南窯

址群発掘調査報告」「瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要」瀬戸市歴史民俗資料館 1983、「山茶椀と中世集落」「尾

呂」瀬戸市教育委員会1990、「山茶椀研究の現状と課題」「研究紀要」第 3号 三重県埋蔵文化財センター1994

等）を参考にし、氏の編年観の何型式の時期にあてはまるかという意味で、「藤澤編年O型式」という表記を

用いた。
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I . 前 言

1 . 調査の経過

当事業の全体についての調査にいたる経過等につ

いては、第 1分冊に詳述しているので省略する。

上ノ垣外遺跡の現地発掘調査については、平成 2

年度に一部を除き試掘調査を実施し、本調査面積

(5,0QQrrjりを確定した。平成 4年度にも残った一部

分について試掘調査を行い、平成 5年度に1,950面を、

同6年度に3,050面の本調査を行った。

また平成 7年度には県道とのループ部分の試掘調

査を行った。

第 1次調査は、平成 5(1993)年 8月23日～平成

6年 (1994)年 1月27日まで行った。調査面積は1,950

面であったが、一部下層の縄文時代遺物包含層の確

認のために、試掘調査をおこなったが、包含層およ

び遺構・遺物は確認できなかった。この調査で検出

した遺構は中世後期を主体とするものであったが、

住居跡は確認されず、遺跡の縁辺部にあたることが

判明した。また、上ノ垣外遺跡と平行して調査が行

われていた巣護遺跡では、上ノ垣外遺跡に南接し、

字上ノ垣外に属するところから古墳時代初頭の前方

後方型周溝墓が検出された。

当初、この地は地形的にみて上ノ垣外遺跡とは明

確に区別されたため、巣護遺跡として調査を行って

きたが、検出される遺構は上ノ垣外遺跡の延長の色

彩が濃くなったため、字上ノ垣外に属する部分につ

いては、上ノ垣外遺跡に組み込んで報告をすること

にした。

空中写真測量を平成 5年12月3日に実施し、翌日

の12月4日に現地説明会を実施し、約140名の熱心な

一般市民の参加を得た。

平成 6年度は、第 2次調査として第 1次調査区に

続く南半分の3,050面を調査した。平成 6(1994)年

4月18日から調査に入った。

第 2次調査で検出した主な遺構は、奈良時代の竪

穴住居跡をはじめ、平安～鎌倉時代の掘立柱建物な

どである。このほか、縄文時代後期の土坑や埋設土

器、方形周溝墓などがある。また、遺物では縄文後

期の土器の量が多くみられた。

現地説明会は 7月31日に、北に隣説して調査して

いた新徳寺遺跡とともに実施し、摂氏40数度という

酷暑の中、約120名の参加者を得て盛会裏に終了した。

また、空中写真測量を 8月11日に実施し、その後下

層の縄文時代遺物包含層の有無などの確認調査を実

施し、酷暑にあえいだ夏がようやく去ろうとする 8

月31日に終了することができた。

第 2次調査と平行して第 1次調査の遺物整理を行

い、 7年度に第 2次調査の遺物整理とともに、報告

書作成を実施した。平成 6年度までの調査および整

理の体制等については、既刊の第 1分冊に示したの

で省略し、ここでは平成 7年度の体制を以下に記し

ておく。

【平成 7年度】

所長

次長

次長

主幹兼

調査第二課長

主査兼第二係長

主事

主事

主事

主事

主事

調査補助員

総務課長
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川村政敬
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番号 遺跡名 所 在 地 確認面積m2 現状

1 萌渓窯跡群 多気町相可字明気 2,000 山林

2 謝砥古墳群 多気町相可字明気 900 山林

3 符籍遺跡 多気町荒蒔字甘糟 2,650 畑

4 東護遺跡 多気町荒蒔字巣護 7,500 水田

5 上うえノの垣がい外と遺跡 多気町荒蒔字上ノ垣外 6,000 
畑

水田

6 薪籍専遺跡 多気町相可字新徳寺 2,400 
畑

水田

7 鴻こうノの木き遺跡 松阪市射和町字鴻ノ木・
11,200 

水田
水引場・久保田ほか 宅地

8 朱し＊な中か遺跡 松阪市射和町字朱中 5,200 水田

， 朱し＊な中か古墳 松阪市射和町字朱中 400 山林

10 な中か野のま前え遺跡 松阪市上川町字中野前
4,200 水田

八王子

は廿たチち遺跡 松阪市上川町字廿チほ
11 3,700 水田

か

12 ほ堀りま町ち遺跡 松阪市朝田町字堀町・
9,200 水田

平田・斎宮

13 み御ど3呈しや山ま遺跡 松阪市西野々町字御堂
8,100 水田

山

14 や山まノのは花な遺跡 松阪市古井町字山ノ花 4,100 水田

15 だ大いに日ちや山ま古墳群 多気町荒蒔字大日山 600 山林

第 1表遺跡概況

以上のほか室内整理員として、各種調査記録類の

整理や出土遺物の整理、実測などで以下の方々の補

助を得た。

谷久保美知代

中里輝子

山路艶子

脇葉輝美

白石みよ子

中村敬子

廣田洋子

北川ゆき

山分孝子

広瀬則代

服部美奈子

種類 時代 概 要 工区

散布地
古墳

平成 4-5年度調査。須恵器窯 5基、竪穴住居等
窯跡 を確認。

古墳 古墳
平成 3年度多気町教委試掘で 7号墳確認。協議の
結果、多気町教委が調査を実施。 ， 

散布地
中世

平成 3年度試掘調査。後世の開墾等で削平され本
水田 調査除外地となる。

散布地
古墳～中世

平成 5年度調査。旧称【多気郡条里遺構）。明確
条理 な条里遺構は確認できず。

散布地 縄文 平成 5-6年度調査。縄文～中世の遺構・遺物を
集落跡 古墳～中世 検出

工

散布地 縄文・中世
平成 6年度第 1次調査。縄文時代後期前葉の竪穴
住居や土坑を多数確認。同時代の遺物多量に出土。

集落跡
縄文 平成 2-6年度調査。縄文時代早期、弥生、古墳、
古墳～中世 奈良～平安時代の集落跡、墓跡等を確認。

区
縄文

集落跡 平成 3年度調査。奈良～平安時代の集落跡確認。
古墳～中世

古墳 古墳
平成 2年度試掘調査。後世の開墾等により墳形等
不明。須恵器樽形臆、壺片、円筒埴輪片が出土。

散布地 中世
平成 6年度試掘調査。遺構はなく、遺物は客土か
らのため、本調査に至らず。旧称石津遺跡。

11 

工

散布地 中世
平成 7年度調査。ピット・溝などを検出。ほ場整

備事業時にかなり削平か。旧称東牛込遺跡。 区

散布地 弥生～中世
平成 6・7年度調査。弥生～室町時代の遺構を多
数確認。銅鐸形土製品などの遺物が出土。 12 

散布地 奈良～中世
平成 4年度試掘調査。遺構・ 遺物ともに確認でき

ず、本調査除外地となる。
工

散布地 中世
平成 7年度調査。遺構密度が薄く、遺跡の縁辺部 区
か。

古墳 古墳
平成 5年度工事中発見。直径約20m、高さ約 2m 9 
の円墳。主体部なし。他に丘陵斜面に主体部2基。 工区
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現地説明会風景

I ぬ 遺跡名
調査対象面積 (m') 調 査 面 積 (mり

確認面積 5.4.1協定17.3.31現1 2 3 4 5 6 7 8 ， JO 備 考

I 萌秘窯跳群 2,000 2,900 2,900 範 1400 甜 I
1500 

2 明気古項群 900 

゜゜
平教委成調4査年度多気町

， 
3 祖i遺跳 2,650 

゜゜
範 報 I

試掘調査のみ

4 如お証 7,500 2,300 2,300 範 2300 痴 I 旧称多気郡条里遺
構

5 兄J紺外遺跨 6,000 5,000 5,000 範 範 1,950 3)/(.,050 /;A 範 報n
工

※112 

6 舶節；遺跡 2,400 (2,400) l,600 範 1,100 範 500報m
滋3-1-'l

7 こ鴻うノ，，木8遺跳 11,200 13,800 12,560 範1,500 460 3,500 5,800 1,300 涅IIV 遺構・遺物多数の
※ 850 ※2 321 ※2 200 ため整理1こ3カ年

区 8 朱し●.中.. 遺跡 5,200 5,200 5,200 範 4,800 400 報v
※ 900 ， 朱し●,,.. 中古項 400 

゜゜
範 報v

試掘講査のみ

15 大^心日ら.山..2号墳 600 ,_ 600 一報I 平新発成見5年度エ耳中

II 10 甜濯遺跡 4,200 4,200 

゜
範 報 Vl 試掘調査のみ

工 旧称石津遺跡

区 11 U廿たチら遺跳 3,700 3,700 1,600 範 1,600 報 VI
旧称東牛込遺跡

12 12 .. 堀.. 町ら遺跡 9,200 9,200 9,700 範 3,000 3,100 3600 報w

工 13 H御)._＆●山9遺跡 8,100 

゜゜
範 報VI

試掘調査のみ

区 14 や山,ノ,,u花な遺跡 4,100 4,100 1,300 範 1,300 報 V1

範囲確認調査 622 1,052 850 452 496 96 ...................... .......... .......... . . . . . .. .......... ........... •••••• ••M•• • ............ ............. ............ ............. ............ ........... .. .............................. 

調査面積 本調査
1,500 5,260 5,000 11,450 9,450 6,000 4,100 

合計 ※ 8.50 ※ 900 ※2,3.21 ※2,312 ※ 397 
..................... ............ ............. ............ ......... ........... ........... ........................... 

ムCl 計 68,150 52,800 42,760 2,122 6,312 5,850 11,902 9,946 6,096 4,100 
※は下屈m'数

※ 850 ※ 900 ※2,321 ※2,312 ※ 397 

調査担当
現地調査 2 2 2 4 3 2 2 

職員数
整理調査

゜゜゜
1 2 3 3 

合計 2 2 2 5 5 5 5 

第 2表 調査経過および予定（平成8年1月現在、範…範囲確認調査 報…報告書作成 ※は下層講査面積）
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番号 遺跡名 所在地 調査期間 調査面積 (m') 担当者

平成4(1992)）月年年171084日月月月-1281986日日8月～--25平109日成月月予29田5備8日調(1査993〈試)（掘磁年〉3 
530 

宇宇宇河河河雅雅雅之之之 • • • 西田田村村村修陽陽一一久1 鰍｛窯跡群 多気町相可字明気
~2月28日

塁平 5(1993 
＊成平成4年6 ( 気探査） 計 3,430

2 謝応古墳群
多気町相可字明気 多西気村修町教久育•委中里員会守

， 
3 祖i遺跡

多気町荒蒔字甘糟
平成3(1991)年8月26日-10月11日〈試掘〉

144 田中喜久雄•野原宏司
計 144

＇ 

菓霞遺跡 平平成成＊遺35 跡(1(1名9999を31))変年年更88、月月旧22遺63日日跡～-名平10は月成【116多日気(1郡〈9試9条4掘)里〉年遺構1】月27日
908 西田村中喜修久久雄•東•野原良樹宏司4 多気町荒蒔字巣護 2,300 

計 3,208

平平平平成成成成2 (1（(( 990）))) 年年年年7 月月月月23 8 -9 月成月月12 8 〈99〈試試4掘掘〉〉〉年

68 

上うえノのが垣い外と遺跡 多垣気外ほ町か荒蒔字上ノ 5 5 11 99993 3 8 1 2283 日日 -～ 平2 6 1 日日(1 1 月2 7 日
96 河字酉東瀬河村信推修良幸久樹之 • 田村陽一

5 1,950 * 112 
3 050 *64 ・下平康弘6 1994 4 18日-8 31 

計 5,164 * 176 

＇ 工

薪紐令遺跡 寺多気町相可字新徳 平平成成＊平56 成(1(189999年43))度年年第752月月次29調3日日査--予87定月月2142日日 〈試掘〉
96 

小宇浜i可雅学之 •西村修久6 1,100 *333 
計 1,196 *333 

平平平平平平平成成成成成成成2 2 ((（（（（（ 11 990990 ))））））） 年年年年年年年107 月月月月月月月2311 日8～-平平平9588成月成成月月月13 28(1 〈9試91掘)〉年3 月1 9 8 

272 
1,4560 00 *850 

河字東小下jiif田瀬浜平ill河中信信喜康雅良幸幸樹学久之弘雄••・小小田田田・林村村村野浜原陽秀一学宏司鴻こノうの木き遺跡 松ノ阪木市ほ・か射水和引場町字•鴻久 3 1991 4 23日- 31日
3詈,500 * 2,321 7 4 1992 5 11日- 31日

保田 5 1993 4 19日- 29日｛ *400 
* 1,800 . : 一

5 1993 8 23日- 6 1999954))年年13月月253日1日
6 1994 8 23日- 7 1 

• ・

計12,832* 5,371 

I 

区

平平平平成成成成2 (（（(1990)））) 年年年年7 月月月月23 8 -9 成月月月12 8 〈試掘〉

184 

河東悶瀬悶信:良幸文樹:::: 苔問8 朱し●な中か遺跡 松阪市射和町字朱
3 1991 6 1日-8 24 22,,345000 00 0 *900 
3 1991 10 14日～平 4B 日(1992)年3月13日
6 1994 9 5日-9 22 

計 5,384 *900 
， 

朱し＊な中か古墳 松中阪市射和町字朱 平平成成 2 ((1990)) 年年 7 月月23日-9 月月12日 〈試掘〉
98 

河西村瀬信修幸久， 
5 1993 6 25日-8 20日

(1,000) 
計(1,098)

10 11 な中か野のも月とlj遺跡 松野前阪市・八上王川子町字中 平成＊遺6跡(1名99を4)変年更9、月旧2遺6日跡-名10は月［5石日津遺〈試跡掘）〉 176 東良樹

I 

工

は廿たチち遺跡 松阪か市上川町字廿 平平成成6 7 跡((11名99995を4))変年年更16、0月月旧6遺7日日跡--名107は月月14日 〈試掘〉
144 

東下平康良樹弘・小林 秀11 
区 チほ

＊遺 {: 見込遺跡】
1,600 

計 1,744

平平平平成成成成6 85 7 年(((111度993994995第)))3年年年次788調月月月査2617予98日8定-～-平平7成月成2378 8((119996〈試95掘))年〉年12月月糾2日0 8 

356 
小小宇t浜浜nJ雅学学之 ・•松東本良美樹先12 12 掘ほりま町ち遺跡 松町阪・斎市宮朝ほ田か町字堀 33,,000 100 

計 6,456
， 

13 
工

繭雀油遺跡 松御堂阪市山西野々町字 平成 5(1993)年1月26日-1月27日〈試掘〉 224 宇河雅之

I一，

区 や山まノのは花な遺跡 松ノ花阪市古井町字山 平平成成6 (（1994)） 年年10月月17日-10月月20日 〈試掘〉
176 

松東本美良樹先•西村修久14 1,300 7 1995 5 10日-5 26日
計 1,476

15 ， だ大いに日ちゃ山ま古墳群 多山気町荒蒔字大日 平成 6(1994)年4月7日-6月10日 600 西村修久• 小浜学

第 3表発掘調査遺跡一覧 （調査面積襴の＊印は下層調査面積）
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II. J: ノ垣外遺跡

1 . 位置と環境

三重県松阪市は南北に細長い伊勢平野の中南部に

位置し、人口約11万人を擁する近世城下町を母体と

する都市である。近年、中南勢地方の中核都市とし

て目ざましい発展を遂げつつあり、高速道路の開通

や工業団地、住宅団地の造成など、各種の開発が盛

んに行われている。

古くは都と伊勢神宮を結ぶ伊勢街道と、熊野街道

の交差する交通の要所として重要な位置を占め、現

在でも三重県南部の東紀州地域や南勢地域への幹線

道路の交点に位置することに変わりはない。

松阪市の南を限る櫛田川は、台高山脈の高見山

(1,248m)付近に源を発し、流域に 2ないし 3段の

河岸段丘を発達させ、幾多の蛇行を繰り返しながら

東流し伊勢湾に注いでいる。

一方、多気郡多気町は櫛田川を挟んで松阪市の南

に位置している。櫛田川が最後の大きな蛇行を終え

1
ー

’,．

9
 

・
・
＇
~
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0
tー
1
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第 2図遺跡地形図 (1: 5,000) 
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た多気町牧付近から下流部の三疋田• 四疋田地区に

は、比較的まとまった低位段丘面が展開しており、

条里型地割りも広く残っている。

相可の集落を過ぎると、川幅も広くなり下流の様

相を呈し始める。上ノ垣外遺跡 (1) は相可の集落

の東はずれに位置し、南側から櫛田川に注ぎ込む支

流の相可川が形成した自然堤防上に立地する遺跡で

ある。標高は23m前後で、後背低地の水田面との比

高はおよそ60cmほどである。

位置と歴史的環境については、第 1分冊において

詳しく記述しているのでそれを参照されたい。ここ

では、簡単に周辺の遺跡についてふれておくにとど

める。

縄文時代の遺跡としては、最近発掘調査で確認さ
① 

れた草創期の遺跡として、高皿遺跡 (2)がある。

ほ場整備に伴う排水路だけの調査であったため、

詳しいことはわからないが、有茎尖頭器や木葉形尖

頭器、掻器、削器、神子柴系石斧などが多量に出土

した。これらに伴って、調整剥片が多出しているこ

とから、石器製作跡と考えられる遺跡である。ただ

し、これらの石器群に伴う土器については、ごく微

量の爪形文土器（類例のほとんどないもの）、表裏縄

文土器が認められる程度で、他は山形の押型文土器

や撚糸文土器が少量と、中・後期のものである。西
② 

方約 1kmの中位段丘端に立地する牟山遺跡 (3) と

の関連が考えられる。

早期になると、対岸に大川式の古段階の竪穴住居
③ 

や煙道付き炉穴などが検出された鴻ノ木遺跡 (4)
④ ⑤ 

をはじめとして、鐘突遺跡 (5)、上寺遺跡 (6)や
⑥ 

射原垣内遺跡 (7)、右岸側でも牟山遺跡 (3)、坂
⑦ 

倉遺跡 (8)など、押型文土器を出土する遺跡が密

集している。各遺跡間の土器型式の消長などから、

半径約 5kmほどの領域内での集落の変遷が追える好

地域である。
⑧ 

当遺跡に隣接する新徳寺遺跡 (9) では、中期の

土器が少々と後期前葉の遺構・遺物が多数出土して

いる。この時期の遺跡としては、約 5km下流の右岸
⑨ 

に金剛坂遺跡、対岸やや下流に射原垣内遺跡 (7)、
⑩ 

東隣の佐奈川水系の田中廻り遺跡 (10) などがある
⑪ 

ほか、後・晩期の遺跡として森荘川裏遺跡がある。

弥生時代の遺跡としては、対岸に前期・中期の上

-7-

寺遺跡 (6)、中期の鴻ノ木遺跡 (4)、約 5km上流

右岸に中期前半の遺構・遺物が発掘された花ノ木遺
⑫ 

跡があるほか、後期の遺跡として相可高校グランド
⑬ 

遺跡 (11)が知られている。

古墳時代ではまとまった集落は今のところ知られ

ていないが、鴻ノ木遺跡 (4)で、前期の溝や中期

の竪穴住居が2棟検出されているほか、当遺跡の南
⑭ 

に隣接する巣護遺跡 (12)でも、若干の遺物が出土

している。

一方、古墳は周辺の低丘陵に多くの古墳群が分布し

ているが、そのほとんどは六世紀代以降の後期のも

ので、前期古墳は確認されていない。

多気町側の主な古墳群をあげると、当遺跡の南方

丘陵に立岡山古墳群 (13)、大日山古墳扉 (14)、明

気古墳群 (15)、黒田山古墳群 (16)などがある。約

4 km北東には河田古墳扉 (17) もある。

またそれらの古墳群や当遺跡などに須恵器を焼成

し、供給したことが知られる明気窯跡籠 (18) や、
⑱ 

同時期の中尾窯跡 (19)がある。

歴史時代では、当遺跡周辺は平安時代に東寺領の

荘園となったことが特筆されよう。カウジデン遺犀

(20)はその時代の代表的遺跡で、発掘調査によって

四面庇のつく大型の掘立柱建物が検出され、「中万」

と書かれた墨書土器が多数出土している。その他、
⑳ 

東裏遺跡 (21) も注目される。 9間X5間で庇のつ

く掘立柱建物、「中臣」銘墨書土器、緑釉陶器や硯な

どが発見されている。また、当遺跡でも今回の調査

地の隣接地で、ほ場整備事業に伴って発掘調査が行

われおり、やはり平安時代の遺構・遺物が出土して

いるし、巣護遺跡 (12)でも石帯や緑釉陶器といっ

た特殊遺物が出土している。これらの事実は、前述

の東寺領川合・大国荘の施設などに関連する遺跡の

可能性を想起させられるのである。

遺跡の北を東西に走るのは、大和南部と伊勢とを

結んだ旧伊勢本街道。宿場町相可の集落でこの街道

に直交し、南北に走るのが熊野街道。相可の対向集

落として発展し、伊勢商人を生むのが射和の集落。

中世以降も、この地は古代から育んできた歴史的特

性を持続させ続けるのである。 （田 村）
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第 5図調査区位置図 (1: 2,000) 第 6図地区割図 (1:800) 
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2. 層

本遺跡は、櫛田川に注ぐ小河川の相可川が形成し

た自然堤防上に立地する遺跡である。昭和34年、当

地方にも未曾有の被害をもたらした伊勢湾台風の時

には、当遺跡周辺もすべて冠水するほどの状態であっ

たという。

すなわち、人間の営みが始まって以来、この地が

幾度となく洪水にみまわれ、侵食と堆積を繰り返し

てきたであろうことが、容易に推測できるのである。

このような自然条件を反映してか、堆積土層も複

雑であった。また、長らく畑地として利用されてき

たため、耕作による攪乱も認められるが、耕作の及

ばない深さにおいても土層は単純ではなかった。

層序については、第 7図に第 2次調査区（中区）

の東壁面の断面図を示した。

基本的な層序は、表土（暗褐色土）が厚さ10----20

cm、第 2層（暗褐色土に黒褐色土の混じった土）が

10----30cm、第 3層（褐色土ないし黒褐色土）となる。

序

しかし、実際には攪乱などのため複雑な様相を呈

している。第 1次調査区である北地区では、表土の

下の第 2層の下に、黒褐色土は認められず、第 2次

調査区近いところで若干認められる程度であるが、

第2次調査区の中地区では、上から第 3番目の層に

厚さが20~30cmほどの黒褐色土の堆積が見られる。

また、その下部に黄褐色土が一部に見られたりする。

遺物は表土および第 2層に含まれている。遺構の

検出は、第 3 層である褐色土（北地区• 南地区）お

よび黒褐色土（中地区）の上面でおこなった。検出

面は地表から浅い所で20cm、深い所で60cmほどであっ

た。縄文時代以降の遺構は、すべてこの検出面にお

いて検出したものであり、層位的な所見は得られな

かった。 （田村）

3. 遺構と遺物

1. 遺構の分布概要

調査区はバイパス路線幅という制約を受け、幅約

30m、長さ約150mと南北に細長い。そのため、調査

区を便宜上北地区・中地区・南地区と 3区分して記

述する。なお、この北地区は第 1次調査区に、中地

区は第 2次調査区に、南地区は巣護遺跡B地区とし

て調査した一部に相当する。

今回の調査区は自然堤防の西端付近にあたる。そ

のため、上ノ垣外遺跡の中心部は、今回の調査区よ

りもさらに東にあると思われるが、縄文時代から室

町時代にかけての遺構を検出し、多数の遺物が出土

した。

縄文時代の遺構は、中地区および南地区で土坑、

埋設土器が検出され、遺物もこの中地区で多数の出

土があった。しかし、住居跡は検出されなかった。

古墳時代前期の遺構としては、中地区および南地

区において方形周溝墓からなる墓域の広がりを確認

したが、居住域については、今回の調査区では確認

-11-

できなかった。奈良• 平安時代の遺構には竪穴．掘

立柱の住居跡のほか、溝などが中地区に集中して検

出された。続く鎌倉時代の遺構としては、掘立柱建

物や集石遺構が中地区に、井戸や土坑、溝などが南

地区で集中的に検出された。一方、室町時代以降の

遺構については北地区に多く、中地区では僅少、南

地区においては全く検出されず、地区により遺構の

分布にかなりの違いが見られる。

2. 縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構は、わずかに土坑 2基と埋設土器

が1基検出されたにすぎない。土器などの出土遺物

量からすると、少なすぎる感があるが、これは後世

の遺構が構築された時などに破壊されていることも

原因の一つと考えられる。

S K 1 

調査区のほぽ中央に位置し、長辺4.lm、短辺1.3m、

深さ60-----70cmの隅丸長方形状の土坑である。主軸方
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向はN28°Eである。西側の壁は匝線的で急傾斜で

あるが、東側はゆるやかな傾斜で段状となる。底面

はほぼ平坦であるが、北側がわずかに深い。他の時

期の遺構とは異なり、黒褐色土が埋まっていた。中

央やや北寄りの西壁際、底面より約30cmほど浮いた

状態で、 3個体ほどの縄文土器が出土した。縁帯文

成立前の後期前葉ころと考えられる。

出土遺物

1 ---3がまとまって出土した大きな破片。 1は推

定口径22cmの精製深鉢。外反気味に頸部から立ち上

がった口縁部は上端で内折し、外面は外削ぎ状とな

り面をもつ。頸部に横位に平行沈線がめぐり、全周

で6カ所と思われる部分で口縁部まで棒状にのびる。

この棒状にのびる部分のつけ根には凹点が刺突によ

り施文される。胎土は精、若干の砂粒を含み、内外

面ともに丁寧なミガキ。外面にはスス付着。内面に

は煮焦げの炭化物が少し付着している。

2は無文の深鉢。推定口径は31cm。頸部のくびれ

はさほど強くはなさそうで、そのくびれ部から直線

的に立ち上がる口縁部は、内削ぎ状に内面に面をも

っ。平口縁の 1カ所に右上がりで左右非対称の突起

が付く。突起には上面に径1.4cm、深さ 1cmほどの円

I'" ------------- I。

ニ◎

孔が施される。内外面とも巻貝の条痕調整、頸部以

上の口縁部外面にはその後にナデ調整が施される。

突起および口縁端面もナデ仕上げ。胎土は並である

が砂粒を多く含む。焼成は良だがもろい。

3は薄手の無文土器。推定口径27cm。頸部でゆる

くくびれた後、やや外反気味に立ち上がる。口縁端

部はやや丸みのある面をもつ。内外面とも巻貝の条

痕調整。口縁部付近は内外面ともミガキ。胎土は精、

砂粒を含み焼成は良、褐色を呈する。

4~20はすべて小片で、埋土からの出土である。

4~8 は沈線間に縄文または条線を充填する中津式

の体部片。 9はやや新しい堀之内式の体部片か。 10

は中津式と思われる体部の小片であるが、外面に朱

彩が施される。 11は薄手の口縁部片、二条の浅い沈

線が口縁に沿って引かれている。 12は端部に面をも

ち、浅い沈線がT字状に引かれる。 13は沈線間に刺

突が施されるもの。 14は口縁端部が内側に L字状に

拡張し、端面と外面に沈線が一条ずつ引かれる。 15

は波状口縁の波頂部の小片。外面には縦位の平行沈

線が、肥厚した端面には一条の沈線が引かれる。 16

は口縁部内面の端部からやや下がった位置に粘土を

貼りつけ隆帯をなすもの。外面には端部よりやや下

Im ldd~ 

, ... 
□
10 A

 

｀
 

゜
2.5 m 

第 9図 SK 1実測図 (1: 50) 
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がった位置に単節のLR縄文を施す。 17は 2と同一

個体の可能性があるもの。 18は拡張した口縁端面に

沈線と剌年を施す。 19は混入と考えられる中期船元

式の撚糸入土器片。 20は底部片である。

SX2 

調査区中央部やや北寄り（中地区北端付近）で検

出した埋設土器である。 SKlの北西約18mに位置

する。堀形ははっきりしないが、土器の大きさとほ

ぼ同じ程度のものであった。底部に穿孔された粗製

の深鉢が正立状態で埋置されていた。体部上半は削

平のため欠損し、下半が残る。縄文時代後期初頭か

ら前葉ころと考えられる。

出土遺物

底径10.4cm、やや低い立ち上がりをもつ粗製の深

鉢である。底部から体部下半にかけて残存しており、

外面にはススが付着している。底部には直径5.2cmの

穿孔が施されている。胎土はやや粗、砂粒を多く含

み、焼成はやや不良である。 （田 村）

て〗“尋］旱戸lJ.—亨［，芦且m ~ ー。12

8 鵬鵬几盈―仄

戸`ニ,.竺—',:  芦V.. 

ミ
10cm 

゜
20cm 

第10図 S K 1出土遺物実測図 (1: 4)拓影 (1: 3) 
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S K50 

南地区の南端付近に位置する。東西に細長い、丸

みを帯びた三角形の平面形である。東 1/3と西 2

/3は深さ等に違いがみられ、二つの土坑が重なっ

ているのかもしれないが、埋土の違いは見分けられ

ず、一つの土坑として掘削した。西側 2/3の部分

には、底部にさらに深い穴があり、その最深部は検

出面から72cmある。埋土は、黄褐色のかなり粘性の

ある土に褐色土と黒ボクが混じったものであった。

埋土中から縄文土器片 (22-25) のほか数片が出土

した。所属時期は後期初頭と考えられる。（西村）

出土遺物

22は口縁部の小片。太い沈線が口縁部からハ字状

に引かれ、その下にはカギ状の沈線が見える。沈線

間には縄文などが施されない無文のものである。 23

は22と同一個体。平行する沈線が見られる。 24は別

個体の破片。縦方向に太い沈線が 3条見られる。こ

れらは、後期初頭の中津式と考えられる。 25は混入

品で中期と思われる破片で器壁が薄く、沈線の感じ

も他の 3片と相当異なる。多重沈線の上には渦巻文

が配置されるものかもしれない。 （田 村）

@ 

匹

2m 

.10cm 

第12図 SK50実測図 (1: 50)、遺物拓影 (1: 3) 

~ 

ぐ Q

22.1 m 

゜
20cm 

nt 

50cm 
I 

第11図 SX2実測図 (1: 10)、遺物実測図 (1: 4) 
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3. 弥生～古墳時代の遺構と遺物

SX3 

・検出の様子

調査区は、地区割りの36・37区内の東西ラインを

境に、南が水田として、北が畑として利用されてい

た。水田部は、畑より60cmほど低くなっており、明

らかに、開墾により削り取られた所である。

そんな水田部の耕作土を除去すると、黒ボクの地

山に黄褐色土の埋土をもつ溝状のライン（南辺溝に

あたる）が鮮やかに走り遺構が確認された。当初、

設定した調査範囲の都合上（調査区の東辺は、地元

小学校の通学路や農道の確保という点で、ひとまず

3mほど掘削を控えた。）、溝が方形に巡るというこ

とにはすぐさま気づかず、また、それまでの調査で

は平安末～鎌倉時代の遺構・遺物がほとんどであっ

たため、単なる中膨らみの溝として掘削を始めてし

まった。そして、溝から壺 (26) が出土して初めて

周溝の存在に気がついたしだいである。

早急に、北方向、すなわち一段高くなった畑地に

調査区を広げたところ、淡褐色の埋土の北辺溝が検

出された。また東方向も、建設予定地ほぽぎりぎり

のところまで調査区を拡張し、遺構のほぽ全容を現

した。

・調査結果

幅 1-3mほどの溝が、ほぽ東西と南北の方向に

方形に巡る。東辺の溝は、辺の中央からやや南に片

寄って3.5mほどの幅を掘らずに残す。従って、東辺

は溝というよりも方形の土坑のような感もある。結

果的に、東辺溝は北側と南側に二分される。さて、

掘り残された部分であるが、その平面形はほんの少

しバチ形に開く様相を示す。しかし、端部を区切る

溝は検出されず、現状では周溝は一周しない。問題

は残ろうが、ここでは、この掘り残し部分を前方部、

太い溝で囲まれた広い方形部分を後方部とし、この

遺構を平面の形態から「前方後方型周溝墓」と呼ぶ

ことにする。

北辺と西辺がぶつかるコーナー（北西コーナー）

付近から、西辺の溝に沿って、 SD9が走り、周溝

墓としての遺構はかなり壊されている。しかし、西

辺溝の内側ラインはかなりの部分残っており、遺構

の平面的な形状• 規模は看取できる。

-18-

平面規模のデータや軸の角度等は第13図下の模式

図の通りである。

平面形の特徴や周溝の掘り方等については次のよ

うなことがいえる。

・ 後方部は正方形に近いが、各コーナーの内角は

90° より 7-8° プラスマイナスする。また、東西方

向の辺より南北方向の辺の方が1.5mほど長い（計測

箇所は第13図参照）。

• 前方部は、後方部東辺に対して直角よりも100北

に振ってとりつく。

• 溝の内側ラインは直線的だが、外側ラインは辺

の中央付近を膨らませた曲線である。現状（検出面）

での溝幅は、各コーナーで0.8-1 mほどであるが、

北辺溝の広い所では 3mを越える。

・ 検出面の絶対高が一様ではなく、西辺溝は幅が

明かではないので一概には比較できないが、それに

しても北辺溝は南辺や西辺溝に比べて広く掘られて

いる。

• 溝の深さは、各コーナ一部分で浅くなる。南東

コーナーでは、東辺溝の最深部より 30cm浅く、南辺

溝の最深部より 50cm浅い。北東コーナーでは、東辺

溝の最深部より 30cm浅く、北辺溝の最深部より 45cm

浅い。南西コーナーでは、溝がとぎれた状態で検出

されているが、それは、もともと周溝が浅かったと

ころに水田開発のための削平が深く行われたためと

も考えられ、本来、溝はつながっていたのではない

だろうか。

• 前方部の北側でも南側でも、東辺溝の外側のラ

インはかなり曖昧で、溝の底から緩やかな斜面が周

溝の外に続いて行く。それに比して内側のラインは

はっきりしている。特に前方部の北側については、

後方部の東辺ラインから前方部の北辺ラインにかけ

て直線的でシャープであり、造営した人達の意識的

な掘削を感じる。

さて、埋葬施設であるが、後方部の大部分がすで

に地山まで削平されているということもあり、検出

はできなかった。

前方部北辺には、その直線的なライン上に20cmほ

どの山石が4個並んで検出され、周溝墓構築に絡ん

だ石材とも考えられる。また、前方部のちょうど中

心部あたりに、方形の窪みが検出された。深さは10
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cmほどと浅く、遺物もなかったが、周溝と同じよう

な黄褐色の粘質土を埋土としており、周溝墓と何ら

かの関わりがあるのかもしれない。

遺物

周溝内から土器が出土したが、完形に近いものは

壺 (26) と高杯 (31)の2点のみであった。

壺 (26)は、南辺溝の一番広くなった所で溝底か

ら40cmほど浮いた状態で出土した。つぶれてはいる

が、口縁を上にして正置の状態であり、意図的に置

かれたようにも思われる。しかし、溝底から浮いて

いる事を考えると、やはり墳丘部からの転落であろ

うか。

北辺溝からは、高杯 (31)や壺片 (30)・ 手焙り形

土器細片 (35)などが出土している。壺や手焙り形

土器の破片は溝埋土からの出土であるが、高杯 (31)

については溝の底に接して潰れていた。

出土した土器は、概ね古式土師器の範疇で捉えら

れると思うが、中には弥生土器と言っても差し支え

ないと考えられるものも含まれる。破片が小さいと

いうこともあり、曖昧な点を残しての報告となるが、

ここでは、はっきりと時期のわかる高杯 (31) の時

期でくくり、すべてを古式土師器の範疇で報告する。

壺 (26-30) 26は、逆ハ字形の口頸部が体部か

ら直接開いて取りつく。口縁端部は外側に丸められ、

曲面をつくる。体部の最大径は、体部中位よりやや

下方にあり、そこで粘土を接いでいる。外面はハケ

メ調整されているが、体部中位は引っ掻き傷のよう

な雑な調整である。底部は見つからなかった。 27と

29は口頸部のみの出土である。 27は直線的に開く部

位のみの小片で、端部は下方に少し拡張し、顎をつ

くる。 29は体部から少しだけ直立した部分（頸部）

があるようである。 28は頸部のみの出土で、刻みを

施した粘土紐の突帯で装飾する。表面の風化が激し

くはっきりはしないが、外面肩部には横線が施され

ているようである。 30は底部片で、径を推定すると

残存部の最大部で28cmにもなる。底には、外面から

意図的な力を加えて器壁を剥いだような跡が残る。

高杯 (31,.._,33) 32と33は柱状部が長めの脚部で、

杯との接合部から下に横線帯を 2段持つ。 31は破片

を接合してほぽ完形になった高杯である。口縁端部

は内傾斜面を持ち、やや内弯しながら杯底部に向か

う。その杯底部径は口径の0.4倍ほどで、やや弱いも

のの杯体部との境に稜をもつ。脚部は接合部からハ

字状に開き始め、柱状部がほとんどなく、裾部は内

弯するものの、その度合いは小さい。脚上部に櫛描

横線が施され、その文様帯の下半から円形透かしが

~ 

r 
27 

32 

し、一——+ー
34 

31 

長 ／
 

28 29 

33 

26・27・32 南辺溝出土

33 北東コーナー出土

34 東辺溝出土

28---31・35 北辺溝出土 o 20CII 

第16図 SX3出土遺物実測図 (1: 4) 
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3カ所に穿たれている。この透かし部分の断面を見

ると、脚外面側の半分はきれいに整形されているが、

内側の半分は全く調整されていない。脚内面以外は

ヘラミガキがなされている。そのヘラミガキ部分に

は所々に朱が付着しており、おそらく磨かれた面全

体が赤彩されていたものと思われる。

甕 (34) 受口の口縁細片である。頸部からほぼ

水平に折れ、 2cmほどで直立し受口部をつくる。施

文等の装飾はされず、ヨコナデによる仕上げである。

水平部外面の頸部に近い部分に、僅かに煤らしきも

のの付着がみられる。

手焙形土器 (35) 鉢部片だと思われる。外面に

刻みを施した突帯が巡る。内面下半はハケメ調整さ

れる。

S X 4 

平成 5年度の調査で検出された溝の続きが、平成

6年度の調査によりブーメラン状の平面形で検出さ

れた。遺物は出土しなかったが、 SX3のすぐ西側

にあり、鉤状に折れる溝、そしてその溝の走る方向

がSX3と同様であることなどから判断して、方形

周溝墓とみなした。 SX3を中心とした周溝墓群の

一つであろう。東西方向に走る北辺溝と、それに続

く西辺溝が約2.5mほど残っており、他は削平されて

しまったのであろう、検出できなかった。北辺溝は、

内側ラインが直線的で外側ラインが弧状を示し、辺

の中央付近での溝幅は lmほどで、北西コーナ一部

では50cmとなる。溝の深さは、やはり北西コーナー

部で浅くなる。 （西村）

S05 

中地区の南部東壁付近で検出。長さ3.2m、幅0.9m、

検出面からの深さは25cmである。溝の方向はSX3・

SX4の西溝や、 SD6と同じであり、一連の方形

周溝墓群の一部と考えられる。ただし、南溝が想定

される所には溝は検出されていない。

この溝からの出土遺物は、古式土師器の小片しか

なく、図化できるものはない。この溝に近い発掘区

の壁面において出土した、体部下半を欠失した壺(646)

は、あるいはこの溝に関連する遺物かもしれない。

（田村）

S06 

南区の調査区西端で3.3mほどの長さ分だけ検出さ

れ、調査区外へ延びていく溝である。幅は、調査区

壁面付近で1.4m、東端部で90cmである。その東端部

は角張っており、検出面からの深さも40cmほどあり、

＠
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第17図 SX4実測図 (1: 4) 
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はっきりとそこで切れておさまっている。底部は、

東端部から1.2mほどの所で15cm弱の段を持ち、調査

区壁面側が深くなっている。

この溝の走る方向は SX3の西辺溝と同ーで、位

置としてもその西辺溝の延長線上になる。遺物がな

く、決定的なことはいえないが、周溝墓群の一部と

考えられるのではないだろうか。 （西村）

Pit.64 (N30-P 4) 

中区中央やや西寄りで検出。この付近は、遺構検

出を行った面からさらに下でも、縄文土器などの遺

物が包含されており、検出に困難をきわめた。直径

約0.3m、深さ20cmの円形のピットである。いくつか

のピットが重複する。埋土から広口壺 (38) の破片

が出土したが、特に注目すべきような出土状態では

なかった。弥生時代後期ないし古墳時代初頭か。

出土遺物

壺 (38) やや偏平な球状の体部から外反しなが

゜
20cm 

第18図 Pit.64、Pit.65出土遺物実測図 (1 : 4) 

ら開く口縁部を持つ壺である。無文で、体部には細

かいハケメが施される。底部は平底で、中心部には

穿孔と思われる孔が見られる。

Pit. 65 (L 33-P 4) 

中区南西端近くで検出。径0.3m、深さ12cmの略円

形のピットである。埋土から弥生時代後期の丸窓付

き土師器台付甕 (39)が出土した。出土状況に特に

注目すべきものはなかった。弥生時代後期か。

出土遺物

台付き甕 (39) 口縁部を欠くが、ほぼ器形のわ

かるものである。球胴状の体部上半に、径約 6cmほ

どの孔が 1カ所あけられている（焼成前調整）。体部

上半はハケメ、下半はミガキ、脚部はミガキが粗く、

隙間にはハケメ調整の痕が残る。 （田 村）

4. 飛鳥～奈良時代の遺構と遺物

S H10 

中地区の南東端付近で検出した。東西辺が2.75m、

南北辺が3.5mの隅丸方形を呈する竪穴住居跡である。

検出面からの深さは30cmほどであった。西南隅部を

新しい土坑により切られ、北辺中央やや東寄りに、

破壊されたカマド跡と思われる焼土の塊が見られた。

床面はとくに貼床やたたきしめの痕跡は認められな

かった。また柱穴は認められなかった。埋土および

床面から若干の遺物が出土した。出土した土器から、

奈良時代前期と考えられる。

出土遺物

土師器甕 (40-44) 口縁部の屈曲が弱く、ゆる

やかに斜め上方に立ち上がり、端部をつまみ上げる

40と、強く外反する41----44がある。 41を除いて他は

端部を上方へつまみ上げない。

製塩土器 (45• 46) いわゆる志摩式製塩土器で

ある。 45は口縁部から底部まで残るもので、やや薄

手のもの。器壁は直立せず、やや内弯しながら斜め

上方へ開く。口縁端部はやや尖り気味。 46は下半の

みの残存。

このほか、土錘 (47)や混入品の縄文土器 (48.

49)がある。

SH 11 

SHlOの南西 6mに位置する。 SH12と重複する

が、 SHUがSH12を切る。東西辺が3.8m、南北辺

-24-
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が2.6mの隅丸方形の竪穴住居跡である。検出面から

の深さは20cm、北東隅に近い北辺部に小規模な焼土

が見られたが、柱穴は確認できなかった。床面は貼

床やたたきしめの痕跡などを確認できなかった。

埋土および床面から若干の遺物が出土した。

出土遺物

土師器皿 (56-59) 口径16cm前後で口縁部が斜

め上方に立ち上がるもの (56----58) と内弯する59が

ある。 58・59は底部をヘラケズリするが、 56・57は

ケズリはない。杯は 1点のみ (55)。甕 (60----62)の

口縁部形態は三様である。

このほか、混入と考えられる弥生～古墳時代の土

器 (63----66)がある。

SH 12 

SHllに北辺を切られる。東西辺は3.5m、南北辺

が約3.2mほどが現存する若干ゆがんだ隅丸方形の竪

穴住居跡である。検出面からの深さは約10cmと浅かっ

た。カマド跡と考えられる焼土や柱穴などは確認で

きなかった。また、貼床やたたきしめの形跡も認め

られなかった。 SHllおよびSH12出土土器には大

きな違いは見られず、時期的に大差のない奈良時代

後期と考えられる。

出土遺物

土師器杯 (50-52) 50は器高が高く椀に近いも

の、 52は口縁部を強くヨコナデするもの。

土師器甕 (53) 口縁部が外弯しながら強く外反

する甕。端部は細くすぽまっておさまる。

この他に、混入の縄文土器 (54)がある。

S X 13 

中地区の中部東端で検出。一部は発掘区外へ延び

る。確認できた範囲では、長辺1.7m、短辺75cmの隅

丸のゆがんだ長方形を呈する。検出面からの深さは

20cmほどであった。

埋土ば焼土のブロックが混じる褐色土で、東辺中

央部付近で土師器の杯（半欠）が伏せられた状態で

底から約15cmほど浮いた状態で出土した。このほか、

土師器杯、甕が出土した。飛鳥時代末期ないし奈良

時代初頭に比定される。

遺構の平面形、焼土の存在、遺物の出土状態など

から、この土坑の性格は墓城と推定される。

出土遺物

土師器杯 (67・68) 67が口径10.6cm、68はやや

大きく 12cmである。いずれも口縁部を強くヨコナデ

する。底部はいずれも平底となっている。

土師器甕 (69) 推定口径14.8cmの小型甕である。

ョコナデによってやや薄くなった頸部から、ゆる＜

外反しながら厚みをもった口縁部が開く。端部は少

しだが斜め上方につまみ上げられ、丸みをもって収

められる。体部外面にはハケメが見られず、ていね

いなナデ調整が施される。

S07 

北地区のほぼ中央部を北東から南西へ流れる溝で

ある。検出面における幅は1.5m、深さは東端の最深

部で90cmであった。発掘区の南西端において不明瞭

となる。室町時代の溝SD56・58や後世の耕作溝な

どに切られて、攪乱部分が多く認められた。土師器

などが少量出土した。奈良時代前期と考えられる。

出土遺物

土師器杯 (70) 口径13cmで丸底に近い底部を有

r
 

'.'r: 

ごヽニ
~ 

゜
2.5 m 

A
 

B 

23.0m 

冑

二＼二
~~·eニロ
第21図 S X 13実測図 (1: 50)、出土遺物実測図 (1: 4) 
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する杯である。器壁はやや薄く、大部外面にユビオ

サエ痕を残す。

土師器甕 (71-74) 口径が15cm程度の小型甕71. 

72と、口径23cm程度の中型 (73・74)、大型の75があ

る。いずれもく字状に外反しながら斜め上方に開く

口縁部形態のもので、 75を除き端部は尖り気味にお

さめられる。 76は甑である。

須恵器高杯 (77) 平底から直線的に立ち上がる

杯部のつく小型の高杯である。脚中央部に一条の沈

線を施し、外反して開く裾部の端部には面を持つ。

当遺跡の南約1.2kmに位置する明気 3号窯出土須恵器

に酷似する。 （田村）

SD8 

SX3の北西コーナーを切り、 SK48のほとんど

を内包して調査区を横切る溝である。検出面での幅

は、広い所で2.3m、狭い所で1.5mある。溝底幅は、

広い所で lmあるが、西半部はかなり狭く 30cmほど

である。深さは1.3mで、断面は大部分の所で逆台形

である。調査区東端壁の溝断面を見ると、底に近い

部分は溝法面の傾斜が垂直に近いほど急で、上半は

45° 程度の傾斜となっている。また、少なくとも 4

回の溝底の変化が窺われる。

S K48を内包する地点でSD9が取り付く。（もっ

とも、 SD8とSD9の切り合い関係は、 SK48の

存在ということもあり、平面でも断面でもとらえら

れなかったので、本来SD8の東半部分と SD9を

つないだ流れが本流であり、 SK48より西側部分の

SD8が支流であるとも考えられる。）

出土遺物は多くなく、比較的浅い部分から、土師

器片や須恵器片が出土している。この溝は SD7と

同時期と思われる。

出土遺物

土師器甕 (78-80) 78は浅い鉢形の甕、また80

は「く」字状の口縁部を有する甕である。

須恵器杯身 (81) 薄手で立ち上がりの低い古墳

時代タイプの杯身。 77の高杯と同様、明気窯産と思

われる。

この他、混入品の縄文土器 (82---85)や、古墳時

代の土器 (86・87)がある。

SD9 

S K48から、 SX3に西辺に沿い、ほぼ南北に走

s I P 
81 
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第22図 S D 7• 8出土遺物実測図 (1: 4) 
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る溝である。 SX3の西辺溝の外側半分ほどを扶っ

たかたちで掘られている。検出面での幅は、調査前

に畑地であった地山の高い部分で 2m、調査前に水

田であった部分で 1---1.5mである。底幅は40cmほど

で、やや丸みを帯びている。法面はどちらかという

と直線的で、断面は大雑把に見ると逆台形である。

埋土の状況を観察すると、大きく二層に分かれる。

上層は褐色系のやや粘質土であるが、下層は砂が主

体で、その中にやや粘質の黒色土と黄褐色土が、径

2 ---10cmの斑点状に混じる。 SX3の溝と重なる辺

りでは、下層の埋土をU字状に扶った層が見られ、

浚渫の跡をも思わせる。遺物は上層からは土師器細

片が微量出土したが、下層からは全く出土しなかっ

た。 （西村）

Pit 66 中区のほぼ中央部に位置し、直径0.6mほ

どの円形ピットである。検出面からの深さは10cmで、

中心部に直径30cm、深さ 5cmほどの小ピットがある。

ピット内から 4個体の土師器杯が出土した。奈良時

代後期に属しよう。

出土遺物

土師器杯 (88-91) 器高のやや高い88・89と、

浅い90、および大型の91がある。 88には体部外面に

明瞭な粘土巻き上げ痕が見られる。 （田 村）

二―--BB t=□□ 
一二k:=え。

ーー 口

5 . 平安～鎌倉時代の遺構と遺物

Pit 67 (033-P.7) 

中区の南東部ほぼ中央に位置する。直径25cmの円

形小ピットで、堀形とほぼ同じ大きさの土師器甕

（完形）が、ほぼ正立状態で検出された。また、蓋と

して土師器杯が、甕の口縁部に納まっていた。この

土師器杯は完形ではなく、一部（約 1/ 5)が欠損

していた。そして、その上に 3......... 5 cm程度の石が数

個見られた。

所属時期は平安時代後期と考えられるが、このピッ

トの性格は不明である。

出土遺物

土師器杯 (92) 口径13cm、器高 3cmをはかる。

口縁部は内外面ともヨコナデ、底部外面はユビオサ

ェ。内面は乱ナデ。

土師器甕 (93) 口径13cm、器高19.2cmをはかる。

＜字状に外方へ折れて伸びた口縁部は、端部で内折

して終わる。口縁部全体にやや厚みがある。大部は

若干長胴ながら、球形に近い。体部外面上半をナデ

調整、下半をヘラケズリする。

S 014 

中区のほぼ中央部を北東から南西に流れる溝であ

る。検出面での溝幅は 1-l.3m、深さは0.5-0.9m

であった。断面形は逆台形を呈する。この溝からは

縄文土器がかなり多量に出土したが、弥生～古墳時

代の土器などと共に混入と考えられる。 1点出土し

た土師器皿 (96)から、平安時代中期に比定するこ

とができよう。

. . . . 
92 

゜
20cm 

第23図 Pit.66、Pit.67出土遺物実測図 (1: 4) 
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出土遺物

土師器皿 (96) 推定口径14.3cm、器高2.3cmで、

ユビオサエ痕の残る底部から、ゆるく外弯気味に外

方へ立ち上がる。端部は丸味をもっておさめられ、

口縁部内外面には強いヨコナデが施される。

土師器椀 (94• 95) 94は平底に近い底部から内

弯しながら体部が立ち上がるが、口縁部を欠く。底

部外面には木葉痕が見られる。 95は丸底の底部から

内弯しながら立ち上がる。体部は、口縁部で外半し

端部は薄くおさめられる。いずれも奈良時代に比定

されよう。

土師器甕 (97) 「く」字状に外方へ折れる口縁

部は肥厚し、つまみ上げながら強くヨコナデされ、

端部はやや薄くなる。奈良時代に比定されよう。

製塩土器 (98・99) いわゆる志摩式と呼ばれる

＼叫二
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第24図 S D14出土遺物実測図 (1: 4) 

148 

もの。 99は口径が推定できるもので、 17cmと推定。

底部は残存していないが、非常に薄い。一部器壁が

剥離するが、体部外面にはユビオサエ痕が連続的に

残る。 98は細片であるが、口縁端部が尖るもの。

以上のほか、 100-144の様な縄文時代中期・後期

の土器のほか、弥生時代後期の土器 (145-150)や、

古墳時代前期と考えられる土器 (151)などが混入し

ていた。

S D15 

S D14から南へ約14mほど離れ、ほぼ平行して走

る溝である。検出面での幅 1-1.2m、深さ0.5-0.7 

mで、 SD14とよく似ている。埋土より縄文土器、

弥生土器、奈良時代などの土器が混入品として出土

しているが、溝の時期としては、平安時代後期と考

えられる。

出土遺物

土師器杯 (152-153) 152・153は混入と考えら

れるもの。 154は底部と体部が不明瞭で、ユビオサ

工にて成形され、口縁部で強く外反する。

黒色土器椀 (155) 口縁部に近い体部は、強いヨ

コナデのため器厚が厚くなり、その分端部は尖り気

味となる。内面には細かいハケメが残っている。内

面のみ黒色の、 A類の椀である。

土師器甕 (156-159) 156-158は小型、 159は大

型品である。いずれも口縁端部は、ほぼ水平な面を

持つ。

灰釉陶器椀 (160) 底部を欠損する破片。丸みを

帯びた体部から口縁部は強く外反しておわる。釉は

漬け掛け。

以上のほか、縄文中～後期の土器 (161-172)、弥

生後期の土器 (173-179)が出土している。

S Z 16 

S Dl5に近い中地区南西部で検出。東西1.8m、南

北 2mで方形に石が疎らに配される。石は拳大から

人頭大の河原石で、南側の両コーナ一部には見られ

ない。平面形は方形もしくは隅丸方形であろう。ま

た中央部にも集石が見られる。この遺構の下部には、

中央の集石部に小土坑が検出された。遺物も出土し

たが、すべて細片ばかりで図示できるものはない。

鎌倉時代前期ころに比定できる。

また、すぐ南の SDl5埋土上面からその南にかけ

-30-
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て、同程度の大きさの石が散在していた。これも S

Z 16と同様の遺構が破壊された痕跡かもしれない。

S Z 17 

S Z16の北東約12mに位置する。拳大から人頭大

の石がコの字状に配される。もとは方形もしくは円

形に配されていたものと思われる。南北の規模は1.2

mと考えられるが、かなり破壊を受けているとみら

れ、特に西半の破壊が著しい。下部に浅い土坑を検

出したが、上部の配石とややずれており、別の遺構

かとも思われる。 SZ16と同様に性格は不明である。

鎌倉時代初頭ころに位置づけられる。

出土遺物

遺物としては、石の間などから土師器甕 (201)、

ロクロ製土師器 (199・200)、山茶椀 (202・203)、

小椀 (204)などが出土した。

士師器甕 (201)は口縁端部の形状は平安時代末期

の特徴をもつが、端部を内面に折り返す次期の手法

の萌芽が認められる。

ロクロ製土師器には椀 (199) と皿 (200)がある。

山茶椀は203のように、体部が直線的になり口縁端部

が肥厚するやや新しい傾向も見られる。小椀 (204)

は断面三角形のしっかりした高台がつくもの。 205・

206は常滑産甕の体部片である。
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第26図 SD 15出土遺物実測図 (1: 4)拓影 (1: 3) 
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掘立柱建物

平安時代以降と考えられる掘立柱建物が多数ある

が、現地で確認できたのはごくわずかである。出土

遺物がなく、時期の決め手を欠くものも多い。ここ

では、不詳・不明のものも含めて一括して取り扱っ

た。それぞれの時期や規模等については、一覧表に

まとめたので、ここでは主なものについて述べるこ

とにする。

S 820 中調査区の南東端で検出した。各柱穴は

直径40----50cmの略円形の掘形をもつ、桁行 3間、梁

行2間の東西棟の建物と考えられるが、西側柱の柱

穴は精査したものの検出できなかった。奈良時代の

竪穴住居SHlOの埋土に柱穴を掘り込んでいる。柱

穴より土師器杯 (180・181)や皿 (182)、甕 (183----

184)、製塩土器片が出土した。土師器杯などの特徴

から、平安時代前期に位置づけられる。

出土遺物

土師器杯 (180• 181) 180はSH2の出土遺物と

して取り上げられている。 181は底部外面ヘラケズリ

がなされるものである。

土師器皿 (182) 底部外面には 2周ほど強くユビ

オサエした痕跡が明瞭に残る。

土師器甕 (183-184) いずれも小片。丸みを帯

びた口縁部は頸部から強く外反する。特に183などは

直角に近い。体部外面には粗い縦位のハケメが施さ

れる。ほかに把手付き甕もある。

製塩土器は図示しなかったが、口縁部を欠くもの

で、胎土は良いが2----4 mm程度の砂粒を多量に含む

ものである。

S821 SB20に重複する位置で検出された。桁

行3間以上、梁行 2間の東西棟と考えられるが、疑

問が残る。北側桁行の柱穴が、他の遺構が重複する

ため確認できなかった。柱穴から土師器、ロクロ製

土師器、山茶椀が出土した。平安時代末ないし鎌倉

時代初頭ころと考えられる。

出土遺物

土師器 (185-188) やや厚めの器壁から口縁部は

薄くなり、丸みをもって仕上げられる椀 (185)と、

底部から急角度で立ち上がる杯 (186)、口縁部外面

にヨコナデによる面をもつ皿 (187) と小皿 (188)

ががある。

-34-

ロクロ製土師器 (189) 底部のみ遺存。糸切り痕

が残る。

土師器甕 (199・191) いずれも小片。頸部から

＜字状に外反した口縁部は、端部で丸みをもちつつ

内側へ摘まれ、水平方向に面を持つ。

山茶椀 (192・193) いずれも断面三角形のしっか

りした高台をもつ。体部は丸みを帯び、器高も高い

めで、口縁部付近で外弯する。

S 822 S Hllの東 2mほどに位置し、 SB20・2 

1と重複する。桁行 3間X梁行 2間の南北棟建物であ

るが、柱間が0.9----1.1mほどと狭い。平安時代末な

いし鎌倉時代初頭ころと考えられる。柱穴からは、

ロクロ製土師器椀 (194)のほか、縄文土器や土師器

の小片が出土した。

S 823 S B20の西南約 4mに位置する桁行 3間

x梁行 2間の東西棟の建物。棟方向は E23°Nで、

S B20とよく似た方向である。平安時代末ないし鎌

倉時代初頭ころと考えられる。柱穴より縄文土器片、

土師器皿・甕、須恵器片などが出土した。図示でき

るものは土師器の小皿 (195) しかない。

S 824 S Hllの西に隣接する桁行 3間x梁行 2

間の東西棟建物と考えられるが柱通りはよくない。

各柱穴から縄文土器や土師器などが出土している。

図示できるものは混入品のタタキ目のある甕 (196)

のみであるが、出土した土師器甕や皿、山茶椀など

から、平安時代末から鎌倉時代初頭ころと思われる。

S 825 S B24の南 4mに位置する桁行 3間x梁

行2間の南北棟と思われる建物である。南部分は奈

良時代の大溝SDlOを掘削する際に見落としたもの

と思われ、柱穴は検出されていない。 SB24と棟方

向がほぼ直行する。柱穴からは図示できるものはな

いが、縄文土器片や土師器杯・甕のほか、製塩土器

片も出土している。平安時代におさまる建物である

と思われる。

S 826 S B25に一部重複する位置にある。桁行

4間X梁行 2間の東西棟である。柱穴からの遺物の

出土はなく、時期は不明である。

S 827 S B26の西約 4mに位置する。梁行 2間

の東西棟と考えられるが、ほとんど調査区外のため

全容は不明。柱穴からの遺物の出土もなく、時期も

不明である。
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S 828 中区の南半中央部に位置する。桁行 3間

x梁行 2間の南北棟の建物である。柱穴より土師器

皿や甕 (197)が出土した。平安時代末期に属しよう。

出土遺物

土師器甕 (197) 器壁の薄い球状の体部から、ロ

縁部が直立気味に立ち上がる。端部は丸みを帯びつ

つ内折する。

S 829 S B28と重複する桁行 3間x梁行 2間の

東西棟の建物。棟方向は SB28とほぼ同じである。

柱穴より土師器、須恵器、土錘などの小片が出土し

ているが、図示できるものはない。出土遺物より、

この建物は平安時代に属しよう。

S B 30 S B 28・29に重複する 2間X2間の総柱

建物。柱穴の規模は40-50cmの円形で、他の掘立柱

建物の柱穴の規模よりやや大きい。柱穴より平安末

～鎌倉初頭ころの遺物が出土しているが、時期につ

いては不詳である。

S B 31 S B 28・29の南に位置する桁行 3間x梁

行2間の東西棟である。柱穴から縄文土器、土師器

などが出土している。出土した土師器鍋の特徴から、

鎌倉時代前期の建物と判断。遺物は図示できない小

片ばかりである。

S 832 S B32に重複する。桁行 3間X梁行 2間

の東西棟である。出土遺物がなく、時期は不明。

S 833 S B31の東に隣接する桁行 3間X梁行 2

間の東西棟であるが、北側桁行の柱穴を確認できな

かった。出土遺物には平安時代と思われる土師器杯

片もあるが、山茶椀 (198)があり、鎌倉時代前期と

考えられる。

出土遺物

山茶椀 (198) やや低く潰れかけた高台がつき、

体部の立ち上がりもやや直線的になっているが、ロ

縁部はヨコナデのため外反し、端部はまだ厚くなっ

ていないものである。底部は中心部分が薄い。

S 834 S B38に一部重複する位置にある。桁行

3間x梁行 2間の南北棟と考えられるが、確認でき

ていない柱穴が多く、疑問が残る。出土遺物もなく、

時期も不明である。

S 835 S B33の東に隣接する位置で確認。桁行

3間以上x梁行 2間の東西棟。東部分は調査区外に

のびるため不明である。柱間距離が若干異なるが、

-37-

S B31と棟方向をほぼ同じくする。柱穴からの出土

遺物に土師器細片が多いが、明確な時期は決めがた

いものの、鎌倉時代後期以降かと思われる。

S 836 S B35の南に位置する 2間X2間の総柱

建物である。 SB30とよく似た規模であるが、方向

に若干違いが見られる。出土遺物はごく微量のため

不明ながら、 SB30とほぼ同時期と思われる。

S 837 中地区の北半で一部が検出された。東西

2間分、南北 2間分が確認されたが、あとは調査区

外へのびるため不明である。柱穴からの遺物の出土

はなく、時期は不明である。

SA38 中地区の南半中央部付近に位置する。 S

B23の東で南北4間の柵列と思われる。 SB20・21・ 

23などと方向を同じくする。柱穴から土師器小皿片

が出土しており、鎌倉時代前期と考えられる。

S A39 S B23西側にのびる南北方向の柵列と思

われ、南北 6間分のピット（一部欠）が相当するが、

柵列とするかどうか問題が残る。柱間距離は2.8mほ

ど、北端でほぽ直角に東へ折れるかもしれない。出

土遺物は縄文土器の細片しかなく、時期は不明。

S A63 中地区南半部を東西にのびる柵列。柱穴

の掘り形は長円形である。縄文土器、土師器、山茶

椀などの細片が出土しているが、時期は中世後期も

しくは近世以降の新しい時期のものであろう。

Pit.68 (R 33 Pit 6) 

中地区の南東部付近、 SHlOとSHUのほぼ中間

に位置する。平面形が0.5X0.8mの長方形を呈するピッ

トで、検出面からの深さは10cmほどであった。

ピットの端近くで底面から少し浮き、傾いた状態

で完形の土師器鍋 (207)が出土した。この鍋は口径

が18.4cm、器高11cmで体部外面に煤が付着している。

鎌倉時代前期に比定できる。なお、この遺構の性格

は不明である。

S D40 

中地区の南西部にて検出。平安時代後期の溝 SD

15を切って、南東から北西方向へ流れ、段丘崖で切

れている。幅0.9m、深さ0.5m、断面は逆台形であ

る。南端に重複する土坑との切り合い関係は不明で

あるが、同一の遺構とも考えられる。

出土遺物
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土師器小皿 (208) 口縁部外面にヨコナデによる

面をもつもので、やや浅い器高のもの。

山茶椀 (210)は低い高台のつくもの。山皿 (209)

は無高台である。

211は平瓦片で、非常に精良な胎土が使用されたも

の。凸面はヘラズリ、凹面は布目痕が残る。このほ

か、混入品と考えられる弥生時代後期の高杯 (212)

などがある。 （田村）

S D41 

SX3の南側を、北東ー南西方向に走る溝である。

調査区の西半ではほぼ南北方向の流れとなるが、東

半部と比べると、深さが10cmほどとかなり浅くなり、

溝の肩のラインも明瞭さに欠けた。しっかりと検出

された調査区東半部では、溝は二重になっているよ

うに見え、 1.6-2m幅の溝（外溝）の中に60-70cm

幅の溝（中溝）が通っている格好である。ただ、溝

の南辺は、外溝の肩から中溝の肩まで斜面が続くの

に対して、北辺ははっきりとテラス状の部分が見ら

れ、単純に溝の中に溝が掘られたとは結論づけられ

ないようである。テラス部分は、 SE46に続き、ま

た、調査区東壁近くでとぎれる。

212 

~ 叫cm

210 

こ:,

184 

第35図 S D40出土遺物実測図 (1: 4) 
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第36図 Pit.68実測図 (1: 20)、出土遺物実測図 (1: 4) 

遺構名 規 模 棟方向 桁行 (m) 梁行 (m)
柱間寸法 (m)

時 期 備 考
桁行 梁行

S B18 (2) X 2 El8°N 4.6 2.6 2.3 

S B19 (2) X (1) E22°S ••一" 2.3 2.0 

S B20 3 X 2 E20°N 6.1 4.5 2.0 2.25 平安前期

S B21 (3) X 2 E22°N 4.5 2.0 2.25 平安末～鎌倉

S B22 3X2 N33°E 3.0 2.5 1.0 1.25 平安末～鎌倉

S B23 3X2 E23°N 4.5 3.5 1.5 1. 75 平安末～鎌倉

S B24 3 X 2 E17°S 6.0 4.0 2.0 2.0 平安末～鎌倉

S B25 4 X 2 El0°N 4.8 2.6 1.2 1.3 平安

S B26 (2) X 2 N23°E 3.4 1. 7 

S B27 -X2 El0°N "' 3.8 9● "● " 1.9 

S B28 3 X 2 N 5°W 6.3 4.4 2.1 2.2 平安末期

S B29 3 X 2 E 3°N 6.2 3.8 2.1 1.9 平安

S B30 2 X 2 E25°N 4.3 4.3 2.15 2.15 総柱

S B31 3 X 2 El0°N 6.4 4.6 2.3 2.3 鎌倉前期

S B32 3 X 2 El0°s 4.8 2.9 1.95 1.95 

S B33 3X2 El3°N 5.9 4.0 2.0 2.0 鎌倉前期

S B34 3X2 N 2°W 4.5 3.2 1.6 1.6 

S B35 (2) X 2 El3°N 5.4 2.7 鎌倉後期～？

S B36 2 X 2 N35°W 3.9 3.8 1.95 1.9 総柱

S B37 (2) X (2) N 4°E ·—· 2.0 1.8 柱間距離不揃

SA38 N23°W 2.5 鎌倉前期 柱間距離不揃

S A39 N22°W 2.8-3.6 柱間距離不揃

SA63 E 8°N 2.8-3.0 柱間距離不揃

第 4表掘立柱建物・柵列一覧
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遺物

土師器の小皿• 皿（ロクロ製土師器を含む） ．椀

（ロクロ製土師器） ・鍋、山皿•山茶椀．捏鉢等の陶

器類が出土している。

土師器

小皿 (213)・ 皿 (214・215) 口縁端部をヨコナ

デし、内面はナデてきれいにするが、外面は指オサ

工の痕で凸凹したままの皿である。

ロクロ製土師器皿 (216) ・椀 (217• 218) 216 

は底部を疑高台状に突出させている。椀は、ロクロ

水挽きで成形し回転糸切りした体部に高台を貼りつ

けたものである。 217は通常の平らな底部に高台を貼

りつけ、白色に近い胎土であるのに対して、 218は疑

高台状に厚くなった底部に高台を付け、胎土は赤み

を帯びたものである。

鍋 (219-221) 口縁部は、上方に延びる短い頸

部の先を外反させている。端部は折り返しにより肥

厚させている。 219と220は内面にハケメの跡が薄く

残る。

陶器

山皿 (222) 口縁端部のヨコナデが強く、外弯す

る。底部は疑高台状に出っ張り、 1 / 2ほどの残存

部からは、回転糸切り痕をナデ消したような様子が

窺える。

山茶椀 (223-235) 223・224・226・229など

は、体部に丸みがあり、比較的器壁が薄く、高台の

作りも貼りつけ方もやや丁寧である。比して、 225や

228は体部がやや直線的で、高台がかなりぞんざいで

ある。藤澤編年に当てはめると、前者が 4型式に近

く、後者が5型式ということになろう。

鉢 (236) 体部外面はヘラ状工具で調整してある

ようだが、非常に弱くわかりにくい。

S D51 

S D41 と 2~3mの間隔をもってほぽ平行に検出

された。幅60cm、深さ20cmでかなり直線的である。

S D41が流れを南北に変える地点で切れる。

S D41とSD51は、平行に近いという検出のされ

かたから、何らかの関係があるように思える。•また、

調査前、この 2条の溝の上にはかなりの利用度があっ

た農道が存在し、 SD41が描くカーブはまさにその

農道のルートである。 SD41とSD51に挟まれた部

分は、当時も道路ではなかったのだろうか。

そもそもこの辺りは条里による方格地割りがなさ

れていた所である。そんな中で、カーブをもった道

路が水田を分けていたのには些か不自然さがあった。

これらの遺構の時期には、 SD41より北側はまだ水

田には開発されておらず、自然堤防の微丘陵地のま

まであったのであろう。

S E42 

直径70cmで円筒形に掘られた素掘りの井戸である。

検出面では、褐色土に暗褐色土が斑点状に混じっ

A
 

A _,.,.,. 

A
 

(l) 

B 
•• 

22.0m 

111 

第37図 SE 42遺物出土状況実測図 (1: 20) 
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た土が埋土として確認された。掘り下げていくと、

検出面から50cmの深さで10-20cmの川原石がほぼ同

レベルで 5個見られ、その直下に土師器の鍋 (238)

が検出された。そしてこの鍋の中からは、 2個体の

完形山茶椀 (239・240)が口を合わせた状態で見つ

かった。この出土状況からは、わざわざそのように

して井戸に沈めたと思われる作為的なものが強く感

じ取られる。これらの下方、検出面から70cmの所で

は、再び川原石が見られたが、ここでは、 30cm大の

少し大きめの石が、あたかも井戸を塞ぐように 7個

詰まっていた。その下には土師器鍋 (237)が、そし

てそのさらに下、検出面から 110cmほどで櫛• 枡・完

_— 
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第38図 S E42出土遺物実測図 (1: 4ほか）
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形山茶椀 (243・244・242)が検出された。これらの

遺物の周辺には、藁状の繊維質の植物痕跡も残って

いた。なお、櫛については、掘削した泥とともに検

出され、出土状況図は録れなかった。井戸底部は少

しすり鉢状になっており、最深部で検出面から1.45

mの深さであった。

埋土掘削中、水が湧きはじめたのは土師器鍋 (237)

が検出されたあたりからである。水の湧き方は、当

然天候にも左右されるが、通常は、 50-60cmの深さ

では水を全て除去したあと30分ほどで元の様に溜ま

るという程度であるが、底に近づくにつれて、水の

しみだしが目に見えて分かるようになった。

遺物

土師器

鍋 (237• 238) 238は口径31.2cmの大型、 237は

口径23.5cmの中型鍋である。 238の体部が球形に近い

のに対して、 237は底部が平た＜偏平感がある。口縁

部は両方とも同様の作りで、体部から上部に立ち上

がる頸部を持ち、斜め上方に開いて端部を折り返し

肥厚させる。

陶器

山茶椀 (239r-.J242) 体部がやや内弯して延び、

口縁部が少し外反する。幅広感のある高台が貼りつ

けられる。

藤澤編年の 5型式にあたる。

木製品

櫛 (243) 現存長5.5cmの横櫛で、復元すると8.5

cmほどの長さになろうか。中央部で 2cmほどの深さ

の刻みを入れ、厚さ0.5mm弱の歯を作りだす。刻みは

両側から施され、歯の基部からさらに 8mmほど刻み

の線だけがついている。表面には漆などの痕跡はな

く、白木のままの製品だったようである。材質はイ

スノキであるという分析結果が出ている。

枡 (244) 15.8X4.5X0.8cmの板の端部をカギ状

に加工し、合欠状に組み合わせて正方形の枠を作り、

底板を付けて容器としている。板のつなぎ合わせに

は長さ1.5-2.5cmほどの木釘を用いる。全体に雑な

作りで、特に底板を留めるための釘の打ち方には規

則性がなく、また、側板を割ってしまったり、側板

からはみ出たりする釘もある。さらに、底板は枠に

合わせた正方形ではなく、四辺のうち一辺が枠より

-45-

も2cmほど大きいままである。

側面のうち 2面には線刻がある。一面にはーから

九までの漢数字が刻まれ、もう一面には年月日が刻

まれる。

この升の容量は、 14.8X14.6X4.5cm=972.4c面と計

算できる。

〈 側面に線刻された年月日について 〉

現状で第38図のように線刻を写し取った。はっき

り読み取れるのは f-iの最後の 4文字であり、そ

れぞれ「二」「月」「十」「日」と読める。 a-eにつ

いては、推測もまじえて以下のように読むことがで

きる。〔三重県埋蔵文化財センター主事小林秀氏に

解読していただいた〕

・b=元、 c=、ヽ d=「年」という字の頭の部分、

としてみる。

そうすると[a元元年］と読める。

. 2文字目が「元」という字の元号を探す。

貞元 (976-78) 寛元 (1243-47)

天元 (978~83)

長元 (1028~37)

保元 (1156~59)

康元 (1256---57)

正元 (1259---60)

乾元 (1302---03)

安元 (1175---77) 嘉元 (1303---06)

承元 (1207---11) 延元 (1336---40)

• 伴出する山茶椀から、平安末～鎌倉初の時期の年

号にしぼると、保元• 安元・承元・寛元あたりが

候補となる。

• 「保」「安」「承」「寛」の形と aの形を比べてみる

と、どれとも似ていない。

しかし、それぞれの異体字まで考慮して比べて

みると、 aは「承」の異体字の「策」の上部によ

く似ている。

女すなわち、元号は”承元 (1207---11)" と推測

でき、 a---dまでで、「承元、年」ということにな

る。

．ところで、 eの「 1」は dの「年」という字の最

終画ともとれるし、漢数字の「十」の縦棒とも考

えられる。前者の場合、日にちは「二月十日」と

なり、後者の場合は「十二月十日」となる。

• さてそこで、元号を承元とした場合、承元元年は

10月25日から始まっていることから、承元元年の

二月十日はあり得ず、従って、 aは漢数字の「十」



A
 

シ／口

qJ ←ー＿—- :n文三玉二

ヽ

＼ ク

A 
一""'"一• ・

B 
• 一"ー，

B 
.'"—•一22.2m 

又 、 一 ＿ ＿
248 

'------._上
I 

252 

~ 
254 

~ 
＼ 

二

---

256 

ということになる。
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と読める。

S E43 

直径90cmの円筒状に掘られた遺構である。埋土は

灰色の砂と褐色土が混じったものであるが、底の方

ほど砂の割合が多い。最深部までは77cmの深さであ

り、その底面には、 20cm大の河原石があたかも置か

れたかのように 2個みられた。掘削中に水が湧いて

くることはなかったが、井戸として掘られたもので
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あろう。埋土の中に土師器皿（ロクロ土師器を含む）

の細片や山茶椀片が混じっていた。

遺物

土師器皿 (245)は胎土が白っぽく、 1mm大の砂粒

が多数含まれる。口縁端部のみヨコナデされ、わず

かに外反する。

S E44 

直径1.2mの円筒形の素掘り井戸である。壁の崩落

と湧水のため、 lmほどの深さまで人力で掘り、あ

とは重機による断ち割り調査とした。

底は、砂利層手前のオリーウ，，黄色砂層で止まって

おり、検出面からの深さは2.lmである。

遺物

土師器片が少量と完形山皿 (246)が出土した。 246

は外面に軽く稜を持ち、大きく 2段に水挽きした指

のあとが窺える。いわゆるヌタも見られる。

S E45 

直径1.2mの円筒形の穴である。検出当初は井戸で

あろうと推測したが、検出面からの深さが40----50cm

で底となってしまった。調査期間中、水が湧いて溜

まるというようなことはなかった。形状からすると、

やはり井戸であろうが、掘削の途中であったのだろ

うか？

遺物

土師器細片が少量で、図示できるものはいわゆる

ロクロ製土師器の小皿 (247)が 1点だけであった。

247の胎土は赤褐色で、白色の微細砂粒が混じる。

底部に比べて口縁が薄く、内面では底部が盛り上がっ

たように段ができている。

S E46 

周溝墓SX3の溝部にかかる素掘りの井戸である。

検出当初は直径2m程の円形の平面形であったが、

降雨により壁が崩れ2.0mX2.4mの不整形な円形となっ

てしまった。

検出面から lmほどの深さで、壁の崩落、水の湧

きだし等の理由から人力掘削を諦め、調査最終段階

で重機による断ち割りを試みた。その結果、検出面

から2.6mの深さで曲物が検出され、井戸の底部となっ

た。曲物自体の深さ（曲物側面の高さ）は約40cmで、

検出面からおよそ 3m下の砂利 (2----3cm大）層の

上に置かれている。深さ 3mの井戸は、当遺跡では

-47-

最深である。

井戸上部は崩落により、また、下部は重機のバケッ

トによる掘削のため、壁面の様子は正確には記録で

きなかった。しかし、深さ1.5mの所に、植物を多数

含む暗褐色土が凸レンズ状に溜まっている部分があ

り、それを、この井戸のある時期の底であると考え

ると、径 lmの円筒状井戸を想定することができる。

ただ、曲物設置部分については元々の様子がよく観

察できた。それによると、厚さ30-40cmの灰色の砂

層を径60-40cmの逆円錐台状に扶り、そこにすっぽ

りと曲物を入れ込んでいる。曲物と砂層の間にでき

た隙間には、 5mmほどの大きさの砂利がつめこまれ

ていた。

遺物

人力で掘削した上部 lmほどまでの部分で、さほ

ど多くはないが土器が出土した。土師器皿• 鍋と山

茶椀•山皿である。ほとんどが破片であったが、山

皿 (254・255)は完形であった。また、 1片ではあ

るが瓦器椀片もみられた。

土師器

小皿 (248,...,250)・皿 (251) 口縁端部をヨコナ

デし、内面をナデ、外面は指オサエのままという成

形パターンの皿である。 248・249はやや薄い器壁で

器面が少し波うった感があるが、 250は少し厚手で248・

249よりしっかりした感がある。 251の皿は口縁が直

線的に外方向に延び、端部で少しだけ内側方向に折

れる。

ロクロ製土師器皿 (252) 褐色で、他の土師器に

比べて焼きの硬いものである。

鍋 (253) 口縁から肩部にかけての 9X 5 cm程度

の小片である。推定の口径は18.8cmと、鍋としては

小型である。肩部から軽く上方に折れ小さな頸部を

つくり、その先に口縁部を広げる。口縁端部は折り

返され、ヨコナデされている。肩部内面には横ハケ

が施される。

陶器類

山皿 (254• 255)・ 山茶椀 (256,...,258) 山皿は、

底部から若干の湾曲を持って斜め上方に体部が立ち

上がり、口縁部でヨコナデが強くなりやや外反する。

高台は持たないが、外面に段が見られ、疑高台とで

も言うべき底部となっている。
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山茶椀も、やや湾曲した体部が底部から延びる。

256は弱い輪花を持つ。

瓦器

椀 (259) 口縁部のみの小片である。口縁部内面

の沈線は端部に弱く施される。口縁は、横ナデによ

り内弯し、体部には指オサエ痕が見られる。ヘラミ

ガキは、内面は密に施されるが、外面はかなり疎で

ある。

木製品

曲物 (260) 162X37X0.7cmの板に、ほぽ 1cm間

隔の切り目を入れ、円筒形に丸める。両端の重なっ

た部分を桜の皮で留め、外周に幅 8cmの板のタガを

3枚入れる。タガと本体の間には薄い板を差し込み、

隙間を埋めている。

S E47 

直径1.2mの円筒形の素掘り井戸である。 SE23と

同様に、深さ lmほどまで人力掘削で、以下は重機

による断ち割りとなった。検出面から1.7mで底とな

る。底部には、木の枝や竹片• 草などの植物が比較

的多くみられた。また、ロクロ製土師器皿 (261) も

底部から出土している。

遺物

ロクロ製土師器 261の皿は、口縁端部と内面につ

いてはやや丁寧に仕上げているが、外面には指痕や

粘土カスの付着が見られ、雑な仕上げであるといえ

よう。口縁端部は、ヨコナデが強くなされているの

であろう、端部内面円周の一部に内傾する幅の狭い

面をもつ。

264は体部のみである。やはり、内面は丁寧な回転

ナデで、外面はほとんど水挽きのままという状態で

ある。

山茶椀 (265) やや丸みを帯びて体部を立ち上が

らせ、口縁端部を外反させる。 1 / 2弱残存してい

る口縁部分に輪花がーか所見られ、また、灰釉が漬

け掛けされている。藤澤編年の 4型式におさめるこ

ともできる山茶椀である。

S K48 

SD8の埋土に掘り込まれた土坑である。径2.4-----

2.5mのやや方形がかった円形の平面形で、壁をほぽ

垂直にして筒状に掘られている。検出面からの深さ

は1.2mである。底部はかなり平坦であると言えるが、

-49-

一部に段状の不整形部分が見られる。埋土は概ねU

字状に堆積する。

遺物

最上層と最下層以外で、ほぼ万遍無くどの層から

も、土師器の皿（大・小）や鍋、山茶椀などが多数

出土した。土師器の中にはロクロ製土師器も混じり、

遺跡全体の、この時期（平安末～鎌倉初）の出土土

器の縮図といってもよい。

土師器

小皿 (266-292) 口径8---9cmの小皿である。

器高は1.5cm程で、深さはあまりない。ロクロを使用

せずに作られ、基本的に、口縁端部はヨコナデ、内

面はナデ、外面は指オサエのままという調整方法で

ある。ョコナデの施され方により、口縁部外面にはっ

きりと面を持つものと、そうでないものとに分ける

こともできる。

皿 (293-302) 口径15cm、器高 3cm程である。

製作技法は小皿に準じる。

ロクロ製土師器小皿 (303• 304) 304は、底部が

やや突き出て疑高台状になる。底面は、糸切り痕と

いうよりも、棒状工具のようなものでナデられてい

るようでもある。

ロクロ製土師器皿 (305• 306) 305の口縁部の内

弯が目立つのに対して、 306は直線的である。

ロクロ製土師器椀 (307・308) 307は乳白色の胎

土で、 308は橙色系の胎土である。 307の高台が中頃

から段を持って外に開くのに対して、 308は直線的な

高台である。

鍋 (309-311) 大、中、小の 3種の大きさがあ

る。いずれも口縁端部を折り返し、肥厚させたもの

である。 309と310は、口縁が体部から直接逆ハ字形

に延びるが、 311は少し上方に延びる頸部とも言える

部分を持つ。調整は、口縁部はヨコナデ、体部上半

は指オサエのまま、もしくはその上に軽いヘラケズ

リ（板ナデ）、体部下半はヘラケズリとなる。 311は

体部内面にかなり細かいハケメを施す。外面には煤

が付着する。

ミニチュア鍋 (312) 口径7.9cmの鍋形をした土

器である。底部は見つけられなかったが、口縁部か

ら体部にかけての破片が2片と口縁部のみの破片が

1片ある。口縁部は 3片合わせて 2/3ほど残る。
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口縁から体部までの破片の一方には内外面とも炭化

物の付着が見られるが、もう一方は、表面が風化し

たのであろうか、それが見られない。口縁端部に折

り返しはなく、鍋形の土器をそのまま真似た特別な

用途の土器とは即断できないが、ここでは取り敢え

ずミニチュア鍋としておきたい。

陶器

山皿•山茶椀 (313-315) 山皿 (313)は、体部

に少し丸みがあり、口縁をやや外側に反らす。底部

外面には回転糸切り痕が残り、体部との境（底面円

周）を面取りをするようにナデている。口縁端部か

ら内面にかけて自然釉がみられる。山茶椀は、器壁

が口縁に向かって少し薄くなり、口縁部を外反気味

にする。高台は低く、貼りつける際に高台内側を潰

すようにナデている。 314は輪花がーか所施されてい

る。

硯（山茶椀からの転用硯） (316) 山茶椀の体部

を欠いて底部だけにし、その欠き口を磨り削ってき

れいにし、硯としている。山茶椀の見込みにあたる

部分は、墨を擦ったのであろ磨耗してツルツルとは

しているが、それでもまだ表面の細かい凹みは消え

ておらず、それほど長い期間の使用ではなかったよ

うである。高台は幅広のボリューム感あるものであ

る。

これらの山茶椀は、藤澤編年の 5型式の時期にあ

たる。

S K49 

調査区東端で検出され、調査区外へも延びる土坑

である。南西ー北東方向に長軸をもつ楕円の平面形

であるが、南西の先端部にはピット状の窪みがある。

深さは、最大値をとると30cmである。

遺物

S D41等と同様の土器片が出土している。 318のロ

クロ製土師器椀は白っぽい胎土である。 （西村）

6. 鎌倉末期～室町時代の遺構と遺物

S K52 

平面のほとんどの面積が試掘坑にひっかかった遺

構である。一辺l.lmの正方形に近い土坑で、深さは、

検出面から 7----8 cmほどである。

遺物は出土しなかったが、平面形や規模から、 S

X53と同様の性格を持つものと思われる。

S X53 

1.1 X 1.2mの隅丸方形プランの土坑である。検出面

からの深さは 8cmと浅いが、壁面は垂直に近く、底

面もフラットで、わりと丁寧に掘られた感がある。

平坦な底面の中央よりやや東に片寄って、径75-85

cmのやや歪な円形の褐色の染みが見られ、その染み

の範囲内に土師器皿が2個体分 (370・371)検出さ

れた。 370は、割れてはいたものの完形での検出であっ

たが、 371は2箇所に分散しての出土であった。染み

込みの深さは 1-2 cm程の浅いものであった。

想像の域は出ないが、染みの部分が桶状木製品の

痕跡とも考えられなくはなく、骨片などは見当たら

なかったものの、埋葬施設である可能性も捨てきれ

ない。

遺物

土師器小皿 (370・371) 両方とも薄く作られ、

大きさも形もよく似ている。 370は、口縁部を内弯さ

r
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第42図 S X53実測図 (1: 20)出土遺物実測図 (1: 4) 
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せ、内面をナデ調整し、外面は指オサエのままとし

ている。口縁端部はあえて特別にヨコナデなどの調

整はしていない。 371の方の調整は、表面の風化によ

りはっきりしないところが多いが、おそらくは370と

同様であろう。

S Z54 

調査区東端で検出された、集石を伴う遺構である。

比較的新しい耕作溝や他の遺構のためはっきりはし

ないが、隅丸方形らしい掘り方をもつ。その掘り方

の中に、 30-----40cm大の川原石を 1-----2段半円形に並

べ、その弧内に20cm大の石が投げ込まれたかのよう

に雑然と集められている。石の間には、土師器鍋・

小皿、陶器小皿 (384・385)が破片の状態で入って

いた。集石の下は、深さ30cm程度のすり鉢状の窪み

となる。

リン・カルシウムの分析結果（本書P72参照）を

見ると、集石間の土から高い濃度のリン酸成分が検

出されている。

S Z55 

人頭大の石が60cmほどの範囲に不規則に集められ、

その南側に径約1.5mの広がりで土師器鍋片が集中し

ていた。 SD58の一部分とも考えられなくはないが、

石材の北側に巡る掘り方の肩のラインが弧状にきれ

いに検出され、切り合いは不明ではあるが、独立し

た遺構であると判断した。石材の下には穴などの施

設めいたものはなかった。

遺物

土師器の小皿• 鍋• 羽釜と陶器の小皿が主な遺物

であるが、緑釉陶器と山茶椀の破片も紛れ込んでい

た。

土師器

小皿 (372-375) 口径7-----8 cm、器高 2cm弱の

大きさである。口縁部は内弯して立ち上がり、最先

端部は調整せず波打ったままである。器壁はかなり

薄い。

皿 (376) 口縁はどちらかというと直線的に外に

開き、端部のみヨコナデを施し微妙に内弯する。

鍋A (377-381) 体部から、口縁部が「く」字

状に屈曲して開くタイプの鍋である。口縁端部を折

り返し、つまんでヨコナデする。口縁部は全体がヨ

コナデ、体部外面上半はハケメで下半はヘラケズリ

-52-

という調整が基本である。口縁付け根（屈曲部）の

径よりも体部最大径のほうが4cmほど大きい。

377は口縁端部が上方に折られ、受け口状になって

いるが、先端をさらに内側に曲げてヨコナデすれば

通常の形になると思われる。

鍋B (382) 体部が半球状で、水平近くまで折り

曲げた短い口縁を持つタイプの鍋である。口縁端部

は鍋Aと同様の処理をする。口縁の下に少し膨らみ

をもたせる。ハケメ調整はしない。

実測図では、体部上部が傾いているが、なにぶん

小片であり、本来はもうすこし垂直に近いのかもし

れない。

羽釜 (383) 口縁端部を外側に折り返し、その上

をヨコナデする。しかし、親指の腹の幅 (1.5cm)か

らはみ出した部分は調整せず折り返したままの状態

で、ヨコナデした部分は少し薄くなり、親指のあた

らなかったところが相対的に突帯状になって盛り上

がる。

体部はほんの一部しか残っていないが、外面にハ

ケメの沈線が見える。鍔の下面から下方に煤の付着

が見られる。

陶器

山茶椀 (388) 水挽きのままの体部に逆台形の高

台を貼りつけたものである。見込み部は擦られてス

ベスベとしている。

縁釉小皿 (384・385) ロクロ水挽き成形で、底

部に回転糸切り痕を残す。口縁内面に幅 1---l.5cm程

の灰釉の帯が施される。外面の釉は内面に比べて幅

が狭く、また釉の掛からない所もあり、意図的とい

うよりも流れたというようなものである。口縁端部

内側に灰釉をナガシガケしたのであろうか。

この縁釉小皿は、古瀬戸後期m---N期 (15世紀中

頃）にあたる（藤澤編年）。

緑釉椀 (387) 5.5 X 4 cmの小片で、付け高台で

ある。確定はできないが、器種は椀ということにし

ておく。内外面とも、やや赤みを帯びた胎土が少し

透ける程度に緑釉が施される。

S D56 

幅65cm前後で、東西方向に調査区を横断する溝で

ある。東はまだ調査区外に延び、西は、調査区西半

斜面の途中で終わる。断面は、基本的にはU字状で、
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深さは10cm程である。部分的に、大きいもので30cm

を越える川原石が詰まり、また、土師器の鍋片も多

く出土した。

S D57 

S Z54の位置から南方向に延びる溝である。全長

12mほどで、南先端部は細く丸く収まる。深さは10

cmと浅く、本格的な溝として長く機能していたもの

ではなさそうである。 SZ55の方向へ流れ込むもの

なのか、逆に流れ出るものなのかも結論付けられな

ぃ。土師器鍋片が、特に SZ55に近い部分で多く出

土した。

S D58 

S Z55、SZ54に連続して西へ走る溝である。調

査区東半の平坦部では、まず、 1.lmの幅で検出され、

10cm強の深さまで掘削したところで幅の北半分がさ

らに20-30cm深く掘り込まれていた。すなわち、溝

の南半はテラス状に浅く段をなす。この浅いテラス

状部分が、 SZ55や SD57と連続するのである。そ

して、調査区西半の斜面部分では下方の水田部に向

かってラッパ状に開く。

深く掘り込まれた溝は、 SZ54のすぐ西から始ま

り、調査区西端まで続くようである。幅は、 60-70

cmを基本とするが、 S07と交差するところはかな

り広がっているようである。この交差地点は前述の

ように、切り合い関係等がはっきりせず、 S07の

流れとの区別がつかない状態である。土師器鍋の遺

物の出土範囲から推測するに、この交差部分は、北

に2mほど広がっているようである。

遺物

S D56・S D57・S D58の3条の溝からは、皆同

様に土師器小皿• 鍋• 羽釜• 茶釜形土器などが出土

した。ほとんどが鍋の破片であり、皿類は少なく、

茶釜となると数個体もないと思われる。
⑪ 

伊勢型鍋 7類（新田洋. 1985)、南伊勢系鍋第 4段
⑫ 

階（伊藤裕偉.1990)に相当する土師器がほとんど

であるが、 401のように口縁端部に近い内面に断面三

角形の突出帯が巡るという一段階古い様相のものも

見られた。

また、 397は体部が鍋Bのプロポーションでありな

がら口縁の様相は鍋Aと変わりがない。 （西 村）

S D59 

中地区の南西部に位置する。幅0.5m、長さ 8mほ

どの溝である。検出面からの深さは10cmで、断面形

は逆台形である。土師器の小皿が出土した。

S K60 

S D59から北西へ3mほどに位置する。南北 3m、

東西1.4mの楕円形を呈する土坑で、検出面からの深

さは0.7mであった。微量の土師器片などが出土した

にすぎない。 （田村）

7. ピット出土の遺物

掘立柱建物としてまとまらなかった多数のピット

からも、完形品を含めて多数の遺物が出土した。こ

こでは、そのうちの主なものを第46図に示した。

これらのほとんどは、平安時代から鎌倉時代のもの

である。中にはPit.70のように、多数の遺物 (349~

369)を出したピットもある。個々の遺物については

遺物観察表を参照されたい。

~389 こ土~=.;;) 390 

＼
 こ

゜
20cm 

第44図 S Z55出土遺物実測図 (1: 4) 
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8. 遺物包含出土の遺物

遺物包含からは多量の縄文土器をはじめ、多数の

土器を中心とする遺物が出土した。個々の内容は遺

物観察表にゆずるが、ここでは主なものについて述

べる。

(1)縄文土器

縄文時代の遺物には土器と石器がある。石器は後

述するので、土器のみ概要を示す。

第47図に中期に属するものを一括した。前半期の

ものとして、 412-416、424-427が瀬戸内の船元 I

およびII式に相当し、 418-423は隆帯上に連続C字

状爪形文を施すもの。 419は口縁部の隆帯間に、 C字

状爪形文と同じ原体（半裁竹管）を連続的に刺突し

ている。

428・429は竹管の外側を使って逆C字状爪形文を

施したもの。いわゆるキャタピラー文で、勝坂式に

類似するものであろう。 429は口縁部近くの破片で、

内面に曲線文が見られる。浅鉢と考えられる。また

430はC字状爪形文を施している。

431は口縁部外面に細かな縄文 (RL)を施し、竹

管による平行沈線の下部に三角形の沈刻を施す。

432は浅鉢であろう。口縁部外面は無文であるが、

内面に文様が見られる。端部付近にはC字状爪形文、

その下部に沈線と三角形の沈刻が見られる。

439・440は同一個体であるが、口縁部が強く内折

し、特異な器形であろう。竹管による平行沈線によっ

てつくられた窓枠状の区画内に縄文を施し、そこに

三叉文を施している。口縁部内面は直角に面をつく

り、肥厚する。

433・436などはC字状爪形文や、三角形の沈刻が

見られるもの。器壁の磨滅のため、詳細に観察でき

ない。

442-447は中期後半のもの。量的には非常に少な

ぃ。 445は北白川C式の富士山形を呈する山形口縁の

破片である。

441は磨滅はげしく、詳細な器面の観察ができず、

所属時期も不明である。鉢形土器と思われるが、頸

部の沈線下に縄文が施されるものかもしれない。後

期に属するものかもしれない。

448-511は後期に属する有文土器の口縁部片。 448

-477は初頭の中津式。当遺跡の出土縄文土器中で大

-56-

きな破片を含め数量的に最も多い。しかし、文様構

成までわかるような資料は少なく、当遺跡における

特徴を摘出するまでにはいたらない。ただ、少ない

資料からでも、松阪市藪ノ下遺跡における中津式土

器の様相と同様の傾向が窺える。すなわち、文様構

成としては縦位に展開するものと、横位に展開する

ものが認められることや、 2本の沈線で帯状に曲線

的な文様を描き、沈線間に充填する文様として、縄

文を充填するもの (448----465)、条線を充填するもの

(466----472)と、無文のもの (475----477)とがあり、

条線文を充填するものが一定量存在することである。

462は沈線間の縄文帯に刺突を施した短沈線が加え

られる。 461と462は縄文帯に刺突がなされるもの。

これらの手法は瀬戸内や山陰方面で多く見られるが、

当県地方でも量的には少ないものの、鈴鹿市東庄内

A遺跡や、当遺跡に近い田中廻り遺跡にも類例があ

る。

464は波頂部にキザミが施されるものであるが、文

様帯の幅が少し狭くなってきているもの。

645は実測図のみ提示したが、中津式の文様の基本

である一筆書きの構成が確立していない段階と考え

られるもの。口縁部は肥厚せず、上半が切れた 6単

位の窓枠状区画文が施され、それに対応するように、

区画文の下に渦巻き状の文様がつく。これは上部の

区画文には連続していない。観察が可能な 3カ所の

様子を詳しく見ると、 1本の沈線で逆“コ”の字状

に平行する横長の帯状文をつくる。これは沈線の起

点と終点が別の場所で、閉じたものではない。一方、

起点と終点が閉じて逆“コ”の字状となるものもあ

る。いずれも帯状となった部分に、単節の RL縄文

を充填している。このほか、口縁部の窓枠状区画文

間にも縄文を施している。口縁部とは接合しないが、

ナデ調整の体部から底部まで遺存している。なお、

底部は薄手で若干の上げ底である。

最も大きな破片である472は6単位の波頂部をもつ

波状口縁深鉢と考えられる。頸部がやや強くくびれ

る胴張りの器形であろう。口縁部はやや肥厚する傾

向が見てとれる。窓枠状区画文は上部へ上がってし

まった結果下半部分が残り、その下に横位に展開す

る帯状文から J字状文とその下に「大」の字状の文

様が下がる。そして、その下で横に連結して下端区
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画を構成するものと思われる。条線で充填された文

様帯と無文帯がネガとポジの関係を構成するようで

ある。

これらに続く時期のものには478~505がある。 479

は3本の沈線を直交させるような文様構成をとる。

沈線帯には縄文が施され、口縁部内面にも文様が施

される。

480~486は同一個体であるが、関東の堀之内 1 式

に相当するものである。大型の深鉢の破片で、肥厚

させて縁帯部を作りだした口縁部に 2条の並行沈線

を横走させる。波頂部には円孔とそれに沿う弧状沈

線と刺突文を施す。以下の体部には単節の LR縄文

を施す。 487も同様の口縁部片であろう。

488~505はいわゆる縁帯文土器成立前の広瀬土坑

40段階に位置づけられるもの。量的にはさほど多く

ない。そして、北白川上層式 2ないし 3期にあたる

506~510が若干ある。このころより後は当遺跡の南

方に広がる巣護遺跡などで、後期後半まで断続的な

遺跡の営みがあったようで、元住吉山式など微量の

遺物が出土している。

511は幅広で浅い凹線文が施されたもの。後期末葉

の宮滝式の可能性があるが、この時期の遺物は他に

出土しておらず、判断に苦しむ。

なお、同様の例として643がある。晩期末の突帯文

9: 
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第47図 包含層出土縄文土器拓影 (1: 3) 
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土器の破片かと思われるが、やはりこれ 1片のみの

出土である。

512---555は条線文や縄文が施されたもの、および

無文土器の口縁部を集めた。ほとんどが後期に属す

るものであろう。

512---518は条線文が施される。 519---521は縄文が

施されるもの。 521は口縁端部に刺突文が見られる。

その他はすべてナデ調整の無文土器であるが、 525に

は条痕が認められる。

556---619は体部片のうち有文のものを集めた。 556

---587および589---592は中津式の、 588および593---600

は堀之内式並行、 601---605は北白川上層式の体部片

であろう。他にも多数の破片が出土している。

底部には620---642がある。すべて平底ないしは若

干の上げ底である。 628には底部外面に網代痕が認め

られる。また、 629では結節縄文が見られる。 624お

よび626もこれとよく似ており、同一個体かもしれな

い。これは中期のものである。

以上のほか、土製円盤が 1点 (644)出土している。

(2)弥生～古墳時代の土器

弥生時代後期の壺 (647・648)、高杯 (649・650)

や、甕 (651----653)などがある。

646は発掘区の東壁で出土した。底部を欠くが、体

部から口縁部にかけてはほぼ完形である。櫛状工具

によって体部には直線文、刺突文、はね上げ文のよ

うな文様が施される。また、 口縁部内面にも口縁に

沿って 2列の刺突文が施される。弥生時代後期ない

しは古墳時代初頭のものと思われる。

この他、古墳時代の土器として654~656が 1 カ所

からまとまって出土している。 656の底部内面には、

細い棒状のもので穿孔をしようとした形跡が残る。

そのほか、 664の須恵器杯身などもある。

(3)奈良時代の土器

土師器の椀 (657)、杯 (658・659)、皿 (660・661)

や高杯 (662・663)、須恵器杯 (665)がある。
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第52図 包含層出土縄文土器拓影 (1: 3) 

(4)平安時代以降の土器

土師器甕 (666)、灰釉陶器椀 (667)などのほか、

山茶椀、 669・670のような山皿（小椀）、縁釉小皿

(671)、常滑産甕 (672)、平瓦片 (673)や須恵器片

を転用した加工円盤 (674) など多種• 多様で多数の

破片が出土している。

8. 石製品

石製品には石鏃 (677----686)、石匙 (687)、削器

(688)、スクレーパー (689----691)、楔形石器 (692)、

石錘 (693---712)、打製石斧 (713) などがある。こ

れらについては第 5表にまとめた。

このほか、多数の剥片や砕片があるほか、注目す

べきものとして大珠 (676)がある。出士状況は不明

である。長さ6.13cm、幅2.68cm、厚さ0.63cm、重量は

19.43gで、淡い黄緑色を呈する。偏平な形状で玉斧

と呼ばれるタイプに属しよう。当初は蛇紋岩製かと

考え、定角式磨製石斧を転用した可能性なども想定

したが、一種の硬玉製である可能性もあるという教

示を得ている。 （田村）

479 

゜
20cm 

第53図 包含層出土縄文土器実測図 (1: 4) 
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第54図 包含層出土縄文土器拓影 (1: 3) 
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第55図 包含層出土縄文土器拓影 (1: 3) 
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図番号 実測番号 地区名 遺構層位 器 種 石 質 遺存状態 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ (mm) 重さ(g) 備 考

676 R 26 包含層 大珠 硬玉？ 完存 61.3 26.8 6.3 19.43 
677 082-04 N 30 黒ボク上面 石鏃 チャート 一部欠 (17.5) (13.0) 4.4 0.68 
678 084-03 表面採集 石鏃 サヌカイト 一部欠 (16.0) (12.0) 3.0 0.39 
679 082-01 M 29 S Z15 石鏃 サヌカイト 完存 20.0 18.0 3.0 0.54 
680 082-06 Q 28 p 5 石鏃 サヌカイト 一部欠 (16.0) 15.0 2.0 0.39 
681 082-02 M 30 S D14 石鏃 サヌカイト 一部欠 (19.0) (12.0) 3.0 0.35 
682 082-05 N 34 p 5 石鏃 サヌカイト 完存 20.0 14.8 3.8 0.71 
683 082-08 Q 34 SH 7 VI 石鏃 サヌカイト 一部欠 27.0 24.2 7.8 4.42 
684 082-09 R 30 包含層 石鏃 サヌカイト 一部欠 (24.0) (10.0) 2.5 0.37 
685 082-03 N 28 SDl 石鏃 サヌカイト 一部欠 (15. 7) (12.0) 2.4 0.44 
686 082-07 Q 34 P 16 石鏃 サヌカイト 一部欠 (16.0) (7.5) 2.8 0.25 
687 079-03 M 34 包含層 石匙 サヌカイト 完存 27.0 58.5 8.0 13.75 
688 083-01 表面採集 削器 サヌカイト 一部欠 (41.0) (30.0) 11.5 15.05 
689 081-01 表面採集 スクレーパー サヌカイト 完存 36.0 59.0 11.l 23.13 楔形石器に転用

690 079-02 0 35 包含層 スクレーパー サヌカイト 完存 36.0 58.0 15.4 27.80 
691 1)81-02 S 31 p 5 スクレーパー チャート 完存 44.0 63.5 15.9 43.42 
692 083-02 N 30 包含層 楔形石器 サヌカイト 完存 40.0 21.5 11.0 8.43 
693 075-04 L 33 地山直上 切目石錘 結晶片岩 完存 93.0 29.0 12.0 51.54 
694 075-01 Q 19 包含層 切目石錘 粘板岩 一部欠 (56.6) 27.2 20.0 40.3 
695 084-01 S 14 東端壁試掘溝 切目石錘 結晶片岩 完存 63.5 21.0 14.5 33.15 
696 075-03 S 17 包含層 切目石錘 粘板岩 完存 46.0 28.9 15.7 30.42 
697 075-02 Q 19 包含層 切目石錘 粘板岩 一部欠 (38.1) (18.9) (17.6) 4.92 
698 078-03 R 26 SD 1 打欠き石錘 粘板岩 完存 50.0 36.9 14.8 45.51 
699 077-01 N 30 地山直上 打欠き石錘 細粒花尚岩 完存 61.5 38.0 22.0 72.56 
700 084-02 P 13 表土直下 打欠き石錘 砂岩 完存 65.0 32.0 14.5 41.15 
701 076-04 S 26 にじみ 打欠ぎ石錘 砂岩片岩 完存 63.0 27.0, 13.2 38.6 
702 077-02 N 25 包含層 打欠き石錘 結晶片岩 完存 82.5 30.0 8.5 37.50 
703 078-04 P 27 包含層 打欠き石錘 砂岩 完存 54.0 46.5 17.0 65.79 
704 078-01 P 20 p 3 打欠き石錘 砂岩 完存 58.0 23.5 16.3 36.65 
705 085-01 R 37 黒ボク上面 打欠き石錘 砂岩片岩 完存 57.0 29.0 12.0 26.80 
706 076-02 S 30 SD4 打欠き石錘 千枚岩 完存 57.0 28.0 12.1 29.59 
707 076-03 M 31 S D12 打欠き石錘 珪質粘板岩 完存 61.0 33.0 19.0 55.91 
708 077-03 N 34 包含層 打欠き石錘 粘板岩 一部欠 (43.4) 36.4 7.9 16.43 
709 076-01 S 18付近 包含層 打欠き石錘 粘板岩 一部欠 50.7 (30.0) 12.0 25.07 
710 077-04 N 34 包含層 打欠き石錘 砂岩片岩 一部欠 48.0 44.8 (10.5) 33.58 
711 079-01 0 29 包含層 打欠き石錘 硬砂岩 完存 39.2 32.0 11.0 20.51 
712 078-02 Q 31 P 15 打欠き石錘 砂岩片岩 完存 58.5 31.5 21.6 59.63 
713 080-01 S 17 土器溜 打製石斧 緑色片岩 完存 192.0 96.0 20.9 452.0 

第 5表石器一覧表

胄

閻
こエに＞ 676 

ーニ
713 

゜I I I I I I 

第58図大珠実測図 (1: 1) 

5tm 
゜

10cm 

第59図打製石斧実測図 (1: 4) 

-67-



—瓜 羹＼ 一八— 、ヽヽヽ・露、̀ 

巖、、： 瓜
乙 677 

＜二＞
＜二二＞

＜ 

＜ 681 C> 682 678 
679 680 

贔 塵——心
0 

f ’’I ‘ 

<C:::::7 c::::::J 
＜ 

686 

こ 683
684 685 

687 

》 ハ
こ 688 692 

~ 

689 690 

691 

01 
10cm 

第60図石器実測図 (2: 3) 

-68-



( 
-・¥ I・ — 

I□693 

疇—

二

／．
 

ロ
699-

曇

／
698 

[
 

＾
 

／
ー
(
,
'
＼
‘
、
`

＇ 

"-、-703 

電璽~ . 

｀
 (>—\I

—• I'• — 

＼，  

二

705 

電

疇

02-

＇ 

＇ 

,
1
 

_
 

I

,

1

7

 

＇し

¥

9

’
 ー

＼
 

ー
り

l
l
lー
’

¥/

1

,

I

9

_

’ー

1

,

，

1

，
 )-101

曇

。

706 

｀ 
ロローーロ
疇纏二疇疇鬱

□憂/

□
107. 
_,/  I, — 

~ 
i 
第61図石器実測図 (1: 2) 

10cm 

-69-



4. 自然科学分析

1 . 土器内容物の検討

(1)試料

分析試料は、第 6表に示した調査地点 2カ所の計

15点である。今回の分析調査では、古墳時代初頭の

前方後方型周溝墓SX3より出土した壺や、鎌倉時

代初頭の井戸SE42より出土した山茶椀等の内容物

の推定を行う。 SX3では遺構の性格上壺内への人

骨埋納が予想されたので、その手法として、人体特

に人骨に多量に含まれ、しかも土壌中では比較的拡

散・移動しにくいリン酸量を測定し、土壌中に局所

的な濃集状態から人体の痕跡を定性的に推定するリ

ン分析（竹迫、 1981)を実施する。また、リン酸と

ともに骨の主成分であるカルシウムについても分析

を行う。また SE42についても、比較の意味で同様

の分析を行った。

なお、土壌中を流亡しにくいリン酸も年月の経過

に伴い、当時の含有量をそのまま保持することは難

しい。したがって、含量対比のために、各遺構ごと

に埋設時の影響を受けていない周辺土壌を対照試料

とした。

(2)方法

リン、カルシウムの測定は、土壌標準分析・測定

法委員会 (1986)、土壌養分測定法委員会 (1981)、

京都大学農学部農芸化学教室 (1957) などを参考と

して、以下の操作行程で行った。

試料を風乾後、軽く粉砕して2.0mmの飾を通過させ

る（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を加熱減量

法 (105℃、 5時間）により測定する。風乾細土試料

2.00 gをケルダールフラスコに秤とり、はじめに硝

酸 (HNOa) 5叫を加えて加熱分解する。放冷後、過

塩素酸 (HC104)10叫を加えて再び加熱分解を行う。

分解終了後、蒸留水で、 10叫に定容してろ過する。

ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加

えて分光光度計によりリン酸 (P20s)濃度を測定す

る。別にろ液の一定量を試験管に採取し、干渉抑制

剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム

(CaO)濃度を測定する。これら測定値と加熱減量法

で求めた水分量から、乾土あたりのリン含量 (P202
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mg/g)とカルシウム含量 (CaOmg/g)を求める。

(3)結果

リン酸、カルシウム分析の結果を第 7表に示す。

•SX3 

対照試料とした周溝外地山のリン酸含量2.29P20s

mg/gに対し、壺直下周溝底部、壺内部および周溝

埋土壺隣接部の試料では1.30---2.15巳 Osmg/gでほ

ぽ同じかそれ以下の値を示す。カルシウム含量は、

対照試料6.99Ca0mg/gよりいずれも低い値である。

• S E42 

対照試料とした井戸外地山試料のリン酸含量1.76 

P20smg/gに対し、山茶椀内部、伊勢型鍋内部の試

料では5.99、5.77P20smg/gでかなり高い値を示し、

リン酸の濃集が認められる。また、井戸底近くの試

料でも2.97P20smg/gと高い値である。カルシウム

含量も、対照試料の3.73Ca0mg/gに対し、いずれ

も自然賦存量範囲内ではあるが、 4.88---5. 06Ca0mg 

/gと高い値を示す。

(4)考察

土壌中に含有されるリン酸含量は、 Bowen(1983) 

が調査した世界各国の土壌での含量の中央値は2.0P2

Osmg/g、Boltand Bruggenwert (1980)では1.0

---2.5巳Osmg/gとされている。また、わが国では、

川崎ら (1991)の調査で黒ボク土の平均値が未耕地

で2.1P20smg/g、既耕地で5.5巳Osmg/gとされ、

天野ら (1991)はリン酸の自然賦存量が2.7P20smg 

/g以下であると報告されている。これらの報告例か

ら、土壌本来のリン酸含量は通常上記の値と考えら

れ、これを著しく越える土壌では人骨などのリン成

分を多く含むものが何らかのかたちで土壌中に遺存

したものと考えられる。

土壌中のカルシウム含量については、普通 1---50 

CaOmg/g (藤貫、 1979)といわれ、自然賦存量の

含量幅がリン酸よりも大きいから、土壌本来の含量

と外的要因により富化された含量の区別することが

難しい。この自然賦損存量と今回対照試料とした土

壌の含量から、周溝墓周溝、井戸より出土した壺や

土器の内容物について次のことが考えられる。



SX3周溝の壺内部および周溝埋土壺隣接部では

リン酸の濃集はみられず、壺内への人骨埋納につい

てはよくわからない。今後周溝内埋葬を考慮し、周

溝埋土の面的調査も必要であろう。一方井戸 SE42 

から出土した山茶椀内部、伊勢型鍋内部および井戸

底近くでは、リン酸の濃集が認められる。したがっ

て、この井戸内にはリン酸成分を多く含有したもの

（例えば動物遺体• 植物遺体など）が存在したことが

推測される。カルシウムについては、いずれも自然

賦存量範囲内の値を示したので、これが動物遺体か

どうかについては断定できない。なお、この点をさ

らに追求するには、同一試料で炭素含量（植物由来

と考えられる）を推定し、リン酸含量と回帰分析を

行うのが有効である。

2. 木製品の樹種

(1)試料

試料は、鎌倉時代初頭の井戸 SE42から出土した

櫛と、同時期の井戸SE46から出土した底部曲物の

本体およびタガの合計3点である。

(2)方法

剃刀を用いて、試料の木口（横断面）．柾目（放射

断面） ・板目（接線断面）の切片を作成し、ガム・ク

ロラールで封入してプレパラートを作成する。プレ

パラートは、生物顕微鏡を用いて木材組織の特徴を

観察し、種類を同定する。

(3)結果

櫛はイスノキ、曲物本体とタガはスギにそれぞれ

同定された。各種類の解剖学的特徴などを以下に記

す。

・スギ〔Cryptomeriajaponica (L. f) D. Don〕

スギ科スギ属

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の

幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に限って認

められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細

胞壁は滑らか、分野壁孔はスギ型で 2---4個。放射

組織は単列、 1---15細胞高。

・イスノキ〔Distyliumracemosum Sieb. et Zucc.〕

マンサク科イスノキ属

散孔材で、道管はほとんど単独、横断面では多角

形。道管は階段穿孔を有し、段数は 5前後。放射組
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織は異性II型、 1---3細胞幅、 1---20細胞高。柔組

織は独立帯状または短接線状でほぽ等間隔に配列す

る。

(4)考察

イスノキの材は緻密で、ツゲ（柘植）に次ぐ櫛の

良材とされ、各地・各時代の櫛に同定例が多い。遺

跡から出土した櫛の樹種同定結果をみると、ツゲよ

りもイスノキが同定されることが多い（島地・伊東、

1988)。このことは、過去においてはイスノキが最も

適していた材と考えられていた可能性を示唆する。

今回の結果から、本地域においても櫛にイスノキが

使用されていたことが明らかとなった。

曲物はスギであった。同様の木製品には、これま

での調査でもヒノキ属やスギが多く確認されている。

またスギは、比較的近い朱中遺跡B地区から出士し

た奈良• 平安時代～中世（？）の板材等に多数確認

されており、古くから本地域の建築• 土木に広く利

用されていたことが推定される。この背景には、周

辺植生から入手しやすかったこともあろう。今回の

結果から、周辺植生から入手しやすい木材の中から、

曲物に必要な板状の加工が容易で耐水性がある木材

を選択したことが考えられる。

3. 藁状植物遺体の種類

(1)試料

試料は、鎌倉時代初頭の井戸 SE42底部近くから

検出された藁状植物遺体 1点である。肉眼観察では、

イネ科草本類に類似する。

(2)方法

植物遺体を数片採取し、電気炉による乾式灰化法

(600℃、 30分間）で処理する。得られた灰像をブリュ

ウラックスで封入してプレパラートを作製し、 400倍

の光学顕微鏡下で観察する。

(3)結果

得られた灰像には、 2形態の植物珪酸体が認めら

れた。ひとつは、ファン型（近藤• 佐瀬、 1986) を

呈する。いわゆる断面形が扇形で縦長が50μm前後

である。また、顕著な亀甲模様が認められ、側面形

が長方形である。この形態から、栽培植物のイネ属

に形成される葉身機動細胞珪酸体と見ることができ

る。これらの機動細胞珪酸体は列を成し、ところど



ころで直線的に配列する。

もうひとつは、キビ型（近藤•佐瀬、 1986) で、

その中でも二重亜鈴型を呈する。両端は側面の湾曲

が大きい。また、中央部のくびれが顕著である。縦

長は10----20μm程度である。これらの点は、イネ属

の葉部短細胞珪酸体の特徴である。なお、この短細

胞珪酸体も列を成す。

以上の点から、この藁状植物はイネ属である。

(4)考察

藁状の植物はイネ属であった。本遺跡は、現在で

も水田地帯に位置し、地名などから周辺では古くか

ら条里制に地割が行われていたと考えられている。

このことを考慮すれば、今回の植物遺体は稲藁であ

ることが考えられる。また、その用途等については、

井戸内の遺物の出士状況等の吟味を経て推定される

べきであろう。

n. 上ノ垣外遺跡におけるリン・カルシウム分析

1. 試料

試料は、室町時代の集石SZ54およびその周辺の地

山から採取された土壌10点（試料番号 1---6、A-

D)である。各試料の詳細については、分析結果と

共に第 8表に示した。この集石の内容物について、

リン・カルシウム分析により検証する。
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2. 分析方法

I-2 (2)参照

3. 結果

リン酸、カルシウム分析結果を第 8表に示す。

対照試料とした集石外掘方、集石下の地山、 sz

54掘方外の試料のリン酸含量1.63-----2.34巳〇smg/g

に対し、集石内石間埋土の試料では3.37-----3.72巳Os

mg/gと高い値を示すが、集石下の遺構底部の試料

番号 4・5では対照試料とほぼ同じ値である。カル

シウム含量は、対照試料3.50-----3.66Ca0mg/gに対

し、集石内石間埋土では4.17-----4.88Ca0mg/gで自

然賦存量範囲ではあるがやや高い傾向を示す。

4. 考察

対照試料とした集石外堀方、集石下の地山、 sz

54掘方外の試料のリン酸含量からみて、集石遺構 S

Z54ではリン酸の濃集が認められ、リン酸成分を多

く含有したもの（動• 植物遺体等）が存在したこと

が推測される。カルシウムについては、自然賦存量

範囲内の値であり、これが動物遺体であるかどうか

不明である。植物由来と考えられる炭素含有量の測

定を行い、リン酸含量との回帰分析を行うのも有効

であろう。

p.23-27. 

天野洋司• 太田健•草場敬• 中井信 (19-91)中部

日本以北の土壌型別蓄積リンの形態別計量．農林水産省農

林水産技術会議事務局編「土壌蓄積リンの再生循環利用技

術の開発」，p.28-36
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と応用．第四紀研究， 25,31-64



遺構名 試料番号 出土位置・試料名など

② 周溝埋土壺隣接部

④ ~ 

⑤ ,., 

⑥ ，，， 

⑦ ,., 

SX3 ⑧ 壺直下周溝底部

⑨ ,., 

⑩ ，，， 

⑪ 壺内部（上部）

⑫ ~ （下部）

⑬ 周溝外地山

二つ合わせた山茶椀内部

SE42 
伊勢型鍋内部

井戸底近く

井戸外山地

第 6表土壌分析試料

遺構名 試料番号・試料名
リン酸含量 カルシウム含量

土色•土性
P20smg/ g CaOmg/ g 

② 1.88 4.05 2.5Y3/3暗オリープ褐 ・L-CL
④ 2.15 4.89 2.5Y3/3暗オリープ褐 ・CL
⑤ 1.3 3.11 2.5Y4/3オリーブ褐 ・L
⑥ 1.92 4.17 2.5Y4/3オリープ褐 ・CL
⑦ 1.86 4.48 2.5Y4/3オリープ褐 ・CL

SX3 ⑧ 1.48 3.26 2.5Y4/3オリープ褐 ・L-CL
⑨ 2.06 4.75 2.5Y4/3オリープ褐・ CL
⑩ 1.59 4.28 2.5Y4/3オリープ褐 ・L
⑪ 2.17 5.22 2.5Y4/3オリープ褐 ・CL
⑫ 2.09 4.85 2.5Y4/3オリープ褐 ・CL
⑬ 2.29 6.99 2.5Y3/2黒褐 ・CL
二つ合わせた山茶椀内部 5.98 5.02 2.5Y4/3オリーブ褐 ・CL

SE42 
伊勢型鍋内部 5.77 4.88 10YR3/3暗褐 ・CL
井戸底近く 2.97 5.06 2.5Y3/1黒褐 ・CL
井戸外山地 1.76 3.73 2.5Y3/3暗オリープ褐 ・L

第 7表 S X 3, S E42リン・カルシウム分析結果

注. (1) 土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。

(2) 土性：土壌調査ハンドプック（ペドロジスト懇談会編， 1984)の野外土性の判定法による。 L…壌

土（ある程度砂を感じ、粘り気もある。砂と粘土が同じくらいに感じられる。）、 CL…埴壌

土（わずかに砂を感じるが、かなりねばる。）

遺構名 試料番号 採取位置
リン酸含量 カルシウム含量

土色• 土性
P20smg/ g CaOmg/ g 

1 集石内、石間埋土 3.37 4.17 2.5Y4/4オリーブ褐 ・CL
2 集石内、石間埋土 3.72 4.27 2.5Y4/4オリープ褐 ・CL
3 集石内、石間埋土 3.63 4.88 2.5Y4/4オリーブ褐 ・CL
4 集石下の遺構底部 2.45 3.69 2.5Y4/4オリープ褐 ・CL

SZ54 
5 集石下の遺構底部 2.16 3.54 2.5Y4/4オリープ褐 ・CL
6 集石下の遺構底部 2.20 4.33 2.5Y4/4オリープ褐 ・CL
A 集石外、堀方内 2.34 3.52 2.5Y5/4黄褐 ・CL
B 集石外、堀方内 2.13 3.51 2.5Y5/4黄褐 ・CL
C 集石下の地山 1.93 3.66 2.5Y5/4黄褐 ・CL
D SZ54の堀方外 1.63 3.50 2.5Y5/4黄褐 ・CL

第 8表 S Z54リン・カルシウム分析結果

注 (1) 土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議監修， 1967)による。

(2) 土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編， 1984)の野外土性の判定法による。）

CL…埴壌土（わずかに砂を感じるが、かなり粘る。）
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m. 結 語

上ノ垣外遺跡は、櫛田川中流右岸に注ぎ込む小支

流、相可川の形成した自然堤防上に立地した遺跡で

ある。遺跡は自然堤防上の東西120m、南北200mほ

どに広がり、今回の発掘調査はこのうち遺跡西部の

約5,000rti刊こついて調査したことになる。その結果、

縄文時代中期初頭から人間の営みのあったことが判

明した。遺跡の全体を発掘調査していないため、全

容の解明には至っていないが、調査で明らかになっ

たことや新たに問題になったことなどをここで整理

し、まとめにかえたい。

(1)遺跡の立地環境について

すでに述べたが、当遺跡は櫛田川中流右岸に注ぎ

込む小支流の相可川が形成した自然堤防上に立地し

ている。この自然堤防は、現在の相可集落ののる櫛

田川本流が形成した自然堤防帯背後の低湿地帯を、

櫛田川と平行して流れてきた相可川が、ようやく本

流に注ぎ込もうとして、流れを北に振った地点に形

成されたものである。現在の後背低地との比高は約

2mを測り、主に普通畑や果樹園として利用されて

いる。

今回の発掘調査では、地表面からかなり下まで、

かなりの厚さでシルト質の洪水堆積物が覆っている

ことがわかった。部分的には 2次堆積と考えられる

黒ボク土が見られたり、それらが攪乱されたような

複雑な堆積が認められ、上層部分ではかなり複雑な

状態であった。これら土層の攪乱は、縄文時代以降

の遺跡形成過程での人為的な原因もあるだろうが、

度重なる洪水による侵食と堆積の結果を示すものと

考えられる。卑近な例では、昭和34(1959)年に当

地を襲った伊勢湾台風時でも、この地は冠水してい

る。

縄文時代に人々が当地に生活を始めたものの、こ

のような自然的条件から、断続的に生活が営まれて

いったものと思われる。この地に初めて本格的な生

活の根拠をおいた縄文後期初頭の人々は、あるいは

水害のために、北に少し離れた新徳寺遺跡ヘムラを

移したのかもしれない。

以後、弥生時代後期ころまでめぼしい活動の痕跡

は見られず、飛鳥時代末期以降に活発化する。遺跡

の盛期は奈良時代後半から平安時代、鎌倉時代にか

けてで、今回の調査区よりさらに東の畑地に、集落

の中心部が存在したことが容易に想像できる。それ

は、遺跡の立地する自然堤防の中で、最も高いとこ

ろでもある。

(2)遺構・遺物について

①縄文時代

縄文時代についてみると、今回の調査では、南勢

地域における後期初頭中津式土器の比較的まとまっ

た資料を得ることができたほか、いくつかの調査成

果を得ることができた。

出土土器量からすれば中津式期の住居跡などが検

出されてもよいと思われるが、その確認には至らな

かった。結局、同時期あるいはもう少し後に属する

と思われる土坑 1基と、埋設土器 1基が検出された

にとどまる。

土坑SKlは、出土した土器から福田 K2式の古
⑳ 

い段階から広瀬土坑40段階までの間の時期に比定で

きよう。この土坑の平面形は長楕円形の掘り方で、

墓的な性格も考えられるが確証は何もない。遺物に

ついても完形・半完形品はなく、供献性は認められ

ない。ただ、この土坑に近いR-26区の遺物包含層

から、大珠が出土していることは注目すべきである。

しかし、この土坑の性格については不明と言わざる

を得ない。
⑳ 

ところで、今回の調査で出土した硬玉製と考えら

れる大珠については、出土状況さえ不明であるが、

三重県下では殆ど例を見ない遺物である。過去の出

土例としては、わずかに南牟婁郡内出土とされる 1
⑮ 

点があるだけである。これは 6cm内外の緒締型大珠
⑳ 

ということであるが、出土地も不明であり、現在は

現物の所在も明らかでない。

一方、 SKlから北西に18m離れた位置に SX2

がある。底部穿孔された粗製の無文深鉢を正立埋置

している。削平のため上半部が欠損していることや、

無文であるため、詳しい所属時期は不明である。
⑰ 

しかし、当地方での埋設土器の検出状況から、古
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くて中期末が上限であり、最も盛行するのが後期前

葉であることから、当例もこの時期すなわち中津式

から広瀬土坑40段階までの間に属するものと考えら

れる。

なお、当遺跡で出土した縄文土器は、中期初頭を

初出とし、末葉の遺物がごく微量ある。そして、殆

どが後期初頭の中津式で占められ、その後量を減ら

しながら、北白川上層式のころまで細々と継続する。

縄文時代の当遺跡における最盛期は、後期初頭の

中津式期にあった。そして、次第に衰退をはじめ、

それと時を同じくするように、櫛田川合流地点の微

高地上で新徳寺遺跡が隆盛を迎えるのである。

新徳寺遺跡は当遺跡との距離が約100m、何らかの

理由で上ノ垣外から新徳寺へと集落を移したものと

考えられよう。 （田村）

② SX3について

溝を方形に巡らしたこの種の遺構は、県内では

「方形周溝墓」と呼ばれ扱われているのが現状である。

方形周溝墓も含めて「墳丘墓」と呼ぶ方向に流れつ

つあるような昨今であるが、残念ながら“周溝墓”

と“墳丘墓”の概念規定等について持論が展開でき

るほど筆者に見識も能力もないので、ここでは一応、

見た通りの、 ‘‘周溝墓”という言葉を使うことにし

た。言葉の上で、「墳丘墓」と「周溝墓」が同義に使

われていたりするが、ご容赦願いたい。

2~3 世紀ごろの SX3 のような形態の遺構は、
⑳ 

赤塚次郎氏により「B型墳」と分類され、前方後方

墳と絡めた研究がなされている。 B型墳はさらに B

1~3 型に細分され、「前方後方型墳丘墓」としてま

とめられる。その分類にあてはめると、 SX3は何

型になるのであろうか。平面形だけを見ると、辺の

中央部にいわゆる陸橋部（開口部）をもつだけの B

1型といえそうであるが、前方部を意識していると

思われる溝の掘り方を考慮すると B2型となるので

はないだろうか。

さて、話は前後するかもしれないが、この遺構の

時期につては、北辺溝の底部につぶれていた高杯が

キーとなる。この高杯 (31)は一見して、東海地方

西部一帯に特徴的に分布する、いわゆる「欠山（様）

式」の範疇に属する。しかし、脚部の内湾があまり

強くなく、杯底部の稜も弱いなど、欠山式の中では
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新しい要素をもつ。山田猛昆の時期区分の欠山様式

新段階にあたるものと思われる。
⑳ 

櫛田川流域では、これまでに瀬干遺跡や寺垣内遺
⑪ 

跡でB型墳が検出されている。いずれも B1型で、

周溝墓群のなかに営まれており、単独では存在しな

ぃ。時期や形態に若干の違いがあるものの、これら

の例を参考にしても、やはり SX3の周囲には sx
4 などの 1~2 基にはとどまらない数の墓が営まれ

ていたであろうことは想像に難くない。上ノ垣外遺

跡ののる自然堤防の縁辺、すなわち、遺構の西、南、

東側にかけてのすでに水田に開発されてしまった地

域も含めて、墓域が形成されていたのではないだろ

うか。

もし、墓域があったとすると、その墓群の中で、

SX3は特別の墓であったのか、はたまた複数の同

等の墓のひとつであったのか、興味あるところであ

る。また、櫛田川右岸では、現在のところ、最古の

古墳は権現山 2号墳で 5世紀前半のものとされる。
⑫ 

SX3からそれまでの間、どのような墓制が存在し

たのか、今後の調査研究で明らかになればと思う。

（西村）

③飛鳥•奈良時代

飛鳥• 奈良時代に関しては、若干の遺構を検出し

たにすぎない。特筆すべき事項はないが、奈良時代

では中地区の南東部で竪穴住居を 3軒検出したが、

この時期の集落の中心は、もう少し東に広がるので

あろうか。また、中地区と南地区の境近くで検出さ

れた溝 SD8・9は、出土遺物が極端に少ないが概

ね奈良時代と考えられる。平成 2年度に今回の調査

区の東方で、ほ場整備事業に伴い発掘調査が行われ
⑬ 

たが、その時に検出された直線的な溝 SD4につな

がるものであろう。

④平安～鎌倉時代

平安時代になると、住居は掘立柱建物にかわる。

棟方向をそろえる建物もいくつかは認められるが、

出土遺物がなく時期不明の建物が多いなど、集落の

構造や変遷を把握できるものではない。他の遺構や

出土遺物からみると、最盛期は平安時代末期から鎌

倉時代前期にある。ただ、この時期の遺構について

も、中心はやはり調査区のさらに東の畑地にある。

⑤室町時代



室町期の遺構は北区に集中する。中区にある時代

のはっきりしない掘立柱建物の中には、この時期の

ものもあるかもしれないが、遺物の量を考えると、

その可能性は低いと言わざるを得ない。いわゆる

「南伊勢系」の土師器が北区から集中して出土し、中

区• 南区ではほとんど出土しないのである。

この時期の遺構は、溝、集石遺構、土坑などで、
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遺構番号 概 報 調 査 時 備 考

S K 1 (2次） SK9 (2次） S Z 9 縄文後期

S X 2 (2次）埋設土器 (2次）埋設土器 I 縄文後期？

S X 3 （巣護）前方後方型周溝墓 （巣護） SD 18 古墳前期

SX4 （巣護）溝20 （巣護） S D20 古墳前期

(2次） SD 11 (2次） SDll 
SD 5 --------- (2次） SD 5 古墳前期

SD 6 --------- -------- 古墳前期？

SD 7 (1次）溝 1 (1次） SD 5 奈良前期

SD8 (2次） SD 10 (2次） SD 10 奈良前期

（巣護）溝19 （巣護） SD 19 
SD9 （巣護）溝19 （巣護） SD 19 奈良前期？

S HlO (2次） SH 2 (2次） SH 2 奈良前期

SHll (2次） SH6 (2次） SH6 奈良後期

SH 12 (2次） SH 7 (2次） SH 7 奈良後期

S X 13 (2次） S Z 3 (2次） S Z 3 飛鳥末～奈良初

SD 14 (2次） S D 1 (2次） S D 1 平安中期

SD 15 (2次） SD4 (2次） SD 4 平安後期

S Z 16 (2次） S Z 13 (2次） S Z 13 鎌倉前期

S Z 17 (2次）配石遺構 (2次） S Z 8 鎌倉前期

SB 18 --------- --------
SB 19 (2次） SB 27 - - - - - - - -

SB 20 (2次） S B20 - - - - - - - - 平安前期

SB 21 --------- -------- 平安末～鎌倉

SB 22 (2次） SB 16 -------- 平安末～鎌倉

SB 23 (2次） SB 18 -------- 平安末～鎌倉

SB 24 --------- -------- 平安末～鎌倉

SB 25 --------- -------- 平安

SB 26 --------- -------- " 

SB 27 --------- -------- "" 

SB 28 --------- -------- 平安末期

SB 29 (2次） SB 17 -------- 平安

S B30 (2次） SB 25 --------
SB 31 --------- -------- 鎌倉前期

S B32 --------- -------- --
S B33 --------- -------- 鎌倉前期

S B34 (2次） SB 19 -------- """ 

SB 35 --------- -------- 鎌倉後期～？

SB 36 (2次） SB 26 --------

SB 37 --------- -------- " 

S A38 --------- - - - - - - - - 鎌倉前期

S A39 --------- --------
S D40 --------- (2次） SD 12 鎌倉

S D41 （巣護）溝 6 （巣護） SD6 鎌倉前期

SE 42 （巣護）井戸22 （巣護） SE 22 鎌倉前期

S E43 --------- （巣護） SE 21 鎌倉前期？

S E44 （巣護）井戸23 （巣護） S E23 鎌倉前期

S E45 --------- （巣護） S E24 鎌倉前期

S E46 （巣護）井戸26 （巣護） SE 26 鎌倉前期
S E47 （巣護）井戸28 （巣護） S E28 鎌倉前期

S K48 （巣護）土坑25 （巣護） S K25 鎌倉前期

S E49 --------- （巣護） S K29 鎌倉前期

S K50 --------- （巣護） S K27 縄文後期

S D51 --------- -------- 鎌倉前期
S K52 (1次）土坑 6 (1次） S K 1 鎌倉末～室町

S X53 (1次）土坑 5 (1次） S Z 2 鎌倉末～室町

S Z 54 (1次）集石遺構 7 (1次） S Z 7 鎌倉末～室町

S Z 55 --------- (1次） S Z 3 鎌倉末～室町

S D56 (1次）溝 2 (1次） SD 2 室町
S D57 (1次）溝 4 (1次） SD6 室町
S D58 (1次）溝 3 (1次） SD8 室町
S D59 --------- (2次） SD 14 室町
S K60 --------- (2次） S Z 15 室町
S D61 --------- (2次） S D23 
S D62 --------- (2次） S D23 
S A63 --------- --------
Pit 64 --------- (2次） N30-P 4 弥生後期～古墳
Pit 65 --------- (2次） L 33-P 4 弥生後期

Pit 66 --------- (2次） 0 29-P 2 奈良後期
Pit 67 --------- (2次） Q 33-P 7 平安後期
Pit 68 --------- (2次） R 33-P 6 鎌倉前期
S Z 69 --------- (2次） S 19-P 1 
Pit 70 --------- (2次） Q 34-P 16 鎌倉前期

第 9表遺構番号対照表
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P L 1. 

昭和23年極東米軍撮影空中写真
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PL 2. 

遺跡遠景（西上空から）

調査前全景（北から）
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PL 3. 

調査後全景（北上空から）

匹

調査後全景（南上空から）

一 杖 一
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第 1次調査 （北地区、西上空から ）
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PL 5. 

第 2次調査（中地区、西上空から）

第 2次調査 （中地区、北から ）
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巣護遺跡区（南地区、西上空から）
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SK 1縄文土器出土状況（東から）
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S X 3 (東から）

S X 3 (北から）
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PL 10. 

SX3南周構遺物出土状況（東から）

SX3南周溝遺物出土状況（西から）
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P L 11. 

SX3北周溝遺物出土状況（東から）

ド~·--・
SX3西周溝 ・SD 9断面 （南から）
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P L 12. 

S X 4 (東から）
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PL 13. 

SH  10 (南から）

SH 11・12(~t ヵヽら）
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S X 13 (南西から）

Pit.66 

-91-



P L 15. 

S Z 16 (南から）
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PL 16. 

Pit.67検出状況

Pit.67遺物出土状況
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PL 17. 

S K48遺物出土状況（北から）

SD8発掘区東壁断面 （南西から）
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PL 18. 

S E42上部遺物出土状況（北から）
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P L 19. 

S E42下部遺物出土状況（南から）
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S B 33·34• 35• 36ほか（南から）

SB23・24・SA38ほか（南から）
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P L24. 

第 1次調査（北地区）主要遺構（西から）

S X 53 (西から）
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S Z54 (西から ）

S Z 54 (~t ヵ‘ら）
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P L26. 

S Z 55 (南から）

S D56 (西から）
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S Z69 (西から）

第 1次調査 （北地区）謂査風景
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P L28. 

縄文土器 (479)出土状況
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

1 
縄文土器

SKl 日径 (27.0) 。口縁端部内折、内外面ミガキ 密 良
外：灰掲 (7.5YR4/2)

口縁部1/冴F 072-01 
深鉢 内：掲 (7.5YR4/3)

縄文土器 。口縁端部内削ぎ状、筒状突起 外：1こぶい床屑 (5YR4/3) 
2 

深 鉢
SKl 日径.(31.0) 

。体部外面巻貝条痕
やや粗 良

内：橙(5YR6/6)
cu--輝／甜 073-01 

縄文土器 。口縁部内外面ミガキ 外眉床屑 (5YR3/4)
3 

深 鉢
SKl 日径.(27.0) 

。体部巻貝条痕のちミガキ
密 良

内：1: ぶi喝(7.5YR5/3)
cti---儲蘭偉 外面スス付着 071-01 

縄文土器 。雌iによる硝灼;焦短と縄文(LR)帯 外.1: 森難(10YR6/3)
4 

深 鉢
SKl 

。無文部はミガキ、内面ミガキ
密 やや不良

内'1:.ぶい貴構 (IOYR5/3)
体部小片 066-01 

縄文土器 。鴎によ研欲丸無痘と叡(RL)帯 外：i: ぶい責屑 (IOYR5/3)
5 

深 鉢
SKl 

。無文部はミガキ、内面ミガキ
やや密 やや良

内：1:. ぶい責構 (IOYR5/3)
体部細片 066-08 

縄文土器 。泌簾1:よる箭状文。倍文箭と条息舟填I/)文様罹 外桟貴信 (IOYRB/3)
6 SKl やや密 良 体部小片 066--02 

深 鉢 。無文帯はミガキ、内面ミガキ 内にぶい歴 (7.5YR7/4)

7 
縄文土器

SKl 
。滋による慰敗;撫文僻と縄文(RL)帯

密 やや良
外：Iふ潰信(10YR7/4)

体部小片 066-12 
深 鉢 。内面ナデ 釦ふ藷(IOYR7/4)

8 
縄文土器

SKl 同 上 密 やや良
外：Iふ難 (IOYR7 /3) 

体部小片 7と同一個体 066-11 
深 鉢 内：［ぶい貴構 (!OYR4/3)

， 縄文土器
SKl 

。鴎による箭江焦蟷と縄文（？）帯
やや粗 良

外：橙 (5YR6/6)
体部小片 066-03 

深 鉢 。無文部はミガキ、内面ミガキ 内：桟廣信 (7.5YR8/4)

10 
縄文土器

SKl 
。沿甜こよる帯伏丸無好釈：縄対f

密 良
外：［ぶい構 (7.5YR5/3)

体部細片 外面に朱彩 066-05 
深 鉢 0 焦嘴よミガ屯縄灯煽麗効、内面ミガキ 内：1: 品喝 (7.5YR 5/3) 

11 
縄文土器

SKl 
。沈線による帯状文

やや密 良
外：［ぶい鳥 (7.5YR5/3)

口縁部細片 066-09 
深 鉢 。内外面粗いミガキ 内：1: ぶい歴 (7.5YR7/3)

12 
縄文土器

SKl 。口縁部面取り、沈線文 粗 やや良
外桟賣歴 (IOYR8/4) 

口縁部細片 066-07 
深 鉢 内.1: ぶい難 (IOYR7 /4) 

縄文土器
。口饂状に肥厚、沈線文に刺突文 やや良

外.Iこぶい尿屑 (5YR5/3) 
13 SKl やや粗 口縁部細片 066-10 

深 鉢 内1: ぶ靖 (5YR6/4) 

14 
縄文土器

。口縁部L字状に肥厚、沈線文 密 良
外：橙(7.5YR7/6)

SKl 口縁部細片 066-16 
深 鉢 内：橙 (7.5YR6/6)

15 
縄文土器

SKl 。杭状廿貨、且鼻屠眉1:沈巖、外面に垂下平行沈簾 やや粗 やや良
外.1: ぶい屑 (7.5YR5/3)

口縁部細片 066-17 
深 鉢 内1:ぶ¥l履(7.5YR7/4) 

16 
縄文土器

SKl 
。波状口縁、口縁部内面に隆帯

やや粗 良
外.1: ぶい貴信(IOYR6/4)

口縁部小片 066-14 
深 鉢 。口縁部外面やや下は電文 (RL) 内：1: ぶい難(lOYR7 /4) 

17 
縄文土器

SKl 
。波状口縁、口縁部肥厚、端部に面もつ

やや粗 やや不良
外：1:J如難 (IOYR7/3)

口縁部小片 066-15 
深 鉢 。外面条痕、内面ナデ 内桟貴歴 (IOYRB/3)

18 
縄文土器

SKl 。彼状日晨、日鼻椙内屑へE厚、屠面1:泌簾、肩突
深 鉢

やや粗 良
外：灰掲 (7.5YR4/2)

内．にぶい尿屑 (5YR4/3)
口縁部小片 066-04 

19 
縄文土器 0 外面に撚糸文

やや密 良
外9 月尿屑 (5YR5/6)

体部小片 066-06 
深鉢

SKl 
。内面ヨコナデ 内.1:. ぶい床屑 (2.5YR4/4)

縄文土器
20 

深 鉢
SKl 。底部外面ていねいなナデ

外：1: 屈難 (IOYR7/4)
やや粗 良

内：Iぶ難(10YR7/4)
底部1/5存 066-13 

21 
縄文土器

SX2 底径10.8
。底都に直径5.6cmの穿孔（焼成後）

やや密 やや良
外：1: ぶい貴屑 (10YR5/3)底部完存

外面にスス付着 029-01 
深鉢 。内外面ナデ 内：Iこぶい貴骨 (IOYR5/3)体部1/2存

縄文土器 外橙 (5YR6/6)
22 S K50 。沈線文 やや粗 良 口縁部小片 磨 耗 141-03 

深 鉢 内：橙 (7.5YR6/6)

23 
縄文土器

S K50 。沈線文 やや粗 良
外：橙(5YR6/6)

体部小片 22と 同一固体 141-04 
深 鉢 内橙 (7.5YR6/6)

24 
縄文土器

S K50 。沈線文 やや粗 不良
外灰貴肩 (IOYR5/2)

体部細片 141-08 
深 鉢 釦：屈熊(!OYR6/3)

25 
縄文土器 外．歎鳥 (7.舒R5/4)

S K50 。沈線文 やや密 やや不良 体部細片 141-09 
深 鉢 内.Iこぶi喝(7.5YR5/4) 

第10表遺物観察表(1)
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎 土 焼 成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

SX3 
口径： 11.8 

0外面雑なハケメ
o D贔息は1/2欠損

。鰤損は人為的か？
26 広口壺 ¢ 畠I大程：25.4 やや粗 やや不良 浅黄橙 (lOYRB/3) o体昴ほぼ完形 091-01 

南辺溝 残存高：24.0 。内面体昴上半ナデ下半ハケメ o底部欠損 o体都下半にスス付着

SX3 o ミガキ調整が主
やや密

瓶 1:品藷(IOYR7/3) 。口頸部のみ 。あえてn径を崖足するなら
27 広口壺 0.5-lnun 良 089-03 

南辺溝 0外面口縁端面のアゴ栂はヨコナデ 丸境耐叙ヽ 内頁：1: ぶし、I(5YR7/4) 5 X4Cm fJ小片 18直後

28 広口壺
SX3 

姐雛 (I0.4)
。体部肩部に横線文 やや粗

やや良
橙 (5YR7/6) 。頸基菰のみ

風化激しい 090-03 
北辺溝 o晨基椙に項jみ0ある戻層がはりつけられている 1~211灼靱含b 噸 1:舷恥馳〈すみあり 1/31iffJ小片

SX3 
0表面ミガキ 外面は縦方向 魯ただし、111:

外面．橙 (5YR7/6) 。且景馴み7X
29 広口壺 日径.(18.6) 内面は横方向 Iii●大憚が 良 090-04 

北辺溝 o口縁外員の面の下（あごの下）はヨコナデ . を見せている 順暉 (7.5YR8/4) 5.5園はど0小片

SX3 
や帽仙1.情 外眉 I (UYR1/6) o 且喜1/3覆存 0 底に籾殻痕

30 広口壺 日径.00.5) 。体勁頃ミガキ（横方向、斜め方向混在） 紗（含tri.以上 良 ＋灰員 (7 5 YRS/ 2) o体菰醤面に朱が少量 089-01 
北辺溝 澤紗L依仙 内頁 1: ぶし、I(5YR7/4) o 黒斑あり

日径： 1 9. 8 o D鼻眉畠3Jナデ、内11:5●備O屑員をつ（る 杯内頁1: ぶしヽ責I(IOYR7/4) 
0"椙1/611ど欠 表眉 1こ床〇農菖

高： 1 5. 5 0 1ケ7卜式UJIII、杯内眉皇島1:借土直を位っ 猜．にぶい責I(10YR6/3) 外眉111杯内眉1:床が点れ1:

31 高 杯
SX3 ＂基郁径： 3.0 て豊illと杯0倍合を農了するようである

やや密 やや良 （すみあり 杯息!iii!!兒昴 月る待 1:杯内員に多〈月る
北辺溝 ，，，裾径・ 10.1 o杯内外i籾翻iミがキ。9蒻はミfキ叫からIHI 088-01 

脚高： 7.5 0 1111内面ヨコナデ。墓郁はナデ、指あとはっきり
O 透孔3か所

SX3 
0ソケット状の脚基部

やや窟1111弱
32 高 杯 脚基昴径.3.8 0外面 ミガキのあと円孔上に2段の鼻揖横線文 腸位少し含 やや良 淡黄 (2.5Y8/3) 。鵬社物み 。円孔の数は不明 090-02 

南辺溝 o内面：オサエ及びナデ

33 高 杯
SX3 

脚基昴径：4.0 
o屑肌面：たてガ郁りミガキあと構描横練文2段

090-01 
＂東コーナー 。内面：ナデ。しぽり痕。 やや密 やや不良 浅黄橙 (7.5YR8/4) 0脚部上半

34 受口甕
SX3 やや罹0.5oun

良
殖i:隕 (7.5YR4/2)日縁菰のみ 090-05 

東辺溝
口径： 17? o ヨコナデ 大⑪磁多い 内眉：1: ぶい噸(7.5YR7/4)6 X 3cmの小片 。外面一蔀にスス付着

SX3 。儲儲叢俎燭濃：キザ虞ミq);r.¥'.)だ好飴iり-jt
か2大やなのやり砂のみ履覆小ら1多れ.いもる

外面．橙 (7.5YR7/6) o算位畠11X 5償

35 手焙形土器 北辺溝 。 ミカ・キ？ハケメ？． やや良 内面・灰褐 (7.5YR6/2) 慣片そ0嗣-•体 089-02 
＋黒 (7.5YR17/1) と息われる小片4

36 縄文土器 SX4 
。口縁部内外面ミガキ

密 良 口縁部細片 022-01 
深 鉢 。端部は丸みをもつ

37 
弥生土器

空-.z, 
SX4 0櫛描横線と波状文 やや密 良 頸部細片 022-02 

D径.(13.4) o口縁部ヨコナデ
i～ぶ橙噸(5(10YR7/4)) 。。体底蔀外部面穿にス孔ス付か着38 広口壺 Pi t.64 底高径・ . (22(.65.2) ) 0o 藷内は面全柚はに/¥ハケメだケが、メ翡訂後I墳ナ動デミがかキもなされる 密 やや良 YR 7 /6 2 / 3存 070-02 

39 台付甕 難： (10.7) 
0外面ハケメ後、縦位のミガキ

密 良 淡黄 (2.5Y8/3)1 /2存但、関 。肩蔀(J)-ケ所に6.2 049-08 P i t . 65 
0内面ハケメ後ナデ 菰はほぼ完形 X 5 Oanの窓をもつ
0脚部端部ヨコナデ、内面ナデ

40 
土師器

SHlO 
日径.(13,0) 。口縁端部つまみ上げ

やや密 良 浅黄橙 (7.5YR8/3)lli--饂／併
。体都外面にスス付着

001-03 甕 高.(14.45) 。遭約峨3沼』輝が・噛が胎浦り 。螂眉とも備オ虹項あり

41 
土師器

SHlO 
日径： (18.0) 。口縁部つまみ上げ

密 良 i埠覗(10YR7/3) lli---輝／侑
。螂・鰭付近雁I双J..付着

001-02 甕 高・ (9.5) 。国祝謄配l.濯l研増輝＼蒲り 。螂面に剥幕痕あり

42 
土師器

S HlO 日径.(16,0) 。口縁部ヨコナデ、体部ハケメ 密 良
外：閲欄 (10YR6/2)

6.0X4. 向~1# 002-01 甕 内：濱梱 (10YR8/3)

43 土甕師器 SHlO 日径.(19.8) 。渇釦3ザ、隠が、ロザ・渇＼う惰lりか やや粗 良 浅黄橙 (10YR8/3)lli--郷畑 。頸昴内面にスス付着 001-04 

44 土師器 SHlO 日径 (22.0) 。口縁部ヨコナデ、頸部ナデ やや粗 良 浅黄橙 (10YR8/4)D鼻～扇息1/6存 002-02 
甕

45 製塩土器 SHlO 。殖祁村ゴ炉、隕トラ状fJl.l:よ社鼈か 粗 やや良 橙 (5YR7/6) 6.5X5ふ砂vjv,- 。。全鰤邸柘に(磨1.0XO滅.涵檄し帷いt 002-05 

46 製塩土器 S HlO 。内・外面ともナデか 粗 やや良 橙 (7.5YR7/6)3.0X3.~1j'ft 。全邸に磨滅檄しい 002-06 

47 土 錘 SH10 長径： 3.4 
短径.1. 3 

。指で成形後、穿孔・ナデ 密 良 灰 (10YR5/2) ほぽ完形 001-05 

48 
縄文土器

SHlO 
。波状口縁頂部に筒状突起

やや密 良
外：［ぶい床骨 (5YR5/4)口縁部のみ

002-004 
深鉢 0外面に沈漁U3よび条線、内面ナデ 内：灰掲 (5YR4/2)3.7X3.2cm片

49 
縄文土器

SHlO 。頸部に沈線横走、以下縄文 (RL) やや密 やや良 i滋囃(10YR7/4)口縁部のみ 002-03 
鉢 3.7X3.lcm片

50 
土師器

S H12 口径.(12.4) 
0日縁栂は指オサエにより、やや外反気味

密 やや不良 橙 (7.5YR7/6)4.0X4. OanQ)1j# 016-03 
杯 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎 土 焼成 色調 残存状況 備 考 登録番号

51 
土師器

S H12 
日径.(13.1) 

。濯部ヨコナデ、体部～底部ナデ やや粗 やや良 灰白 (2.5Y8/2) 1 / 2存
。口縁部にスス付着

016-01 
杯 高.(3.1) 。粘巻き上げ痕あり

52 
土師器

S H12 直： (15.6) 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ 密 良 橙 (5YR6/6)5.5X2. OanQ),J# 016-05 
杯

土師器
53 

甕
S H12 頃： (15.4) 。口縁部ヨコナデ やや密 良 灰白 (10YR8/2)＂鄭屈 1/1研 。内・瓶とも双（？）付着 016-04 

縄文土器
ooo 体口口部縁縁外端外面部面ミ～はガ口、キ、縁縄内内文面面は(はL指オヨRサコ)エナ後デナデ54 

鉢？
S H12 虚： (9.8)' 密 良 鴫 (2.5Y3/2)lli---饂／蒋 016-06 

土師器 団： (12.2) 。声ヨコナデ、依膨ヽ ラ削りのちナデ
55 

杯
SHll 

高： (4.25) 。張ヽ ヨコナ升こより川諦Ill±ゃ~ 密 良 鰍 (10YR4/1)4.0X4. 油iO)!j# 。粘土巻き上げ痕あり 003-06 

土師器 SHll 団： (15.3) 
56 

皿 高： 2.05 
。濯部ヨコナデ、体部～底部ナデ 密 良 橙 (5YR7/6) 1 / 3存 004-06 

土師器 団： (14.8) 
57 

皿
SHll 

高.2.55 
同 上 密 やや不良 橙 (7.5YR8/6)3 / 5存 004-07 

土師器 団： (16.0) 
58 

皿
SHll 

裔.(2. 95) 
。虞ヨコナデ、体菰～底船ヽ ラ削り後ナデ 密 やや不良 疇 (lOYRB/4)1 / 6存 。螂面にスス付着 003-05 

土師器 団： (16,0) 。体部から口縁部は、ほほ垂直に立ち上がる
59 

皿
SHll 

高.(2.9) 。国ヨコナデ、佑蔀～底船ヽ ラ削り後ナデ
密 良 橙 (7.5YR7/6)4.5X4.5an(りvJ# 。践隔1:r賤（？）あり 003-04 

土師器
60 

甕
SHll 頃： (13.0) 。口縁部ヨコナデ、体部はハケメ やや粗 やや良 はい橙 (7.5YR7/3)tli-饂／併 。頸憫価iにスス付着か 003-03 

土師器
61 

甕
SHll 庫： (18.0) 同 上 やや粗 やや不良 浅 (10YR8/3)flt--郷／侑 。体都内面にスス付着 003-01 

土師器
62 

甕
SHll 日径.(27.9) 。遺3Jザ、鵜外面Iが、鵜隕I¥う租jり後ザ やや粗 良 鰍 (10YR4/1)rlt--饂偲 。依躯面にスス付着か 003-02 

土師器
63 

受日状口縁甕
SHll 団： (11. 4) 。口縁端部ヨコナデ、口縁部ナデ やや粗 良 疇 (10YR6/3)4.0X2. OanQ),jヽ片 004-02 

64 空"""'" SHll 頃： (11.0) 。J躙釦コザ、n酪副面すメ、内酎デ やや密 やや良 浅黄 (2.5Y7/3)直 1/1蒋 004-05 

外：浅黄 (2.5Y7/3) 。堀炊は日縁都に穿孔
65 空ギ SHll 虚： (16.0) 。口縁婿部ヨコナデ、日縁部ヘラミガキ 密 良

内 にぶい黄橙
4. 0X4. 3crnO)Jj# 

（焼鵡）がlケ所あり
004-04 

。ゴ憐梱Nj酪肪面ヨ泊、渾すメ
66 甕 SHll 団： (16.6) 

。体部ハケメ
やや密 良 iぶ噴橙 (10YR7/2)lli--僻凡4暁 004-01 

土師器 虚： (10.4) 。体部から刀総肛、ヨコナデにより外反
67 

杯
S X13 

高 3 8 。壇部ヨコナデ、体部～底部ナデ
やや粗 良 淡黄 (2.5Y8/3)1 / 4存 。鵠隕心埠虔している 015-02 

土師器 口径 .11.8 。口鵬ヨコナデ、体部～底部ナデ 外：浅鼈 (lOYRB/3) 。内面は全体にスス付着
68 

杯
S X13 

高： 4.1 
やや密 良

内：渕貨 (2.5Y8/3)
完 形

。廊『画こヘラ状I周約か 015-01 

土師器 。ぽ随切影墳は、ややつまみ上げられた格好
69 

甕
S X13 団： (14,8) 

。口縁部ヨコナデ、体部ナデ
密 良 灰白 (10YR8/2)~ 饂偉 。類蔀内面にエ具痕あり 015-03 

土師器 団： (13.0) 浅黄橙 (lOYRB/4)
70 

杯
S07 

高.(3.9) 
0 膚釦Jザ、隠層罷柑均註・隕貯、謡ザ 密 良

用赤掲 (5lYR5/6) 
1 / 2存 133-01 

土師器 外：渕棚 (10YR6/2) 。依靱面にスス付着
71 

甕
SD7 頃： (13.6) 。口縁部ヨコナデ、頸部～体部ナデ 密 良

内：灰白 (2.5Y8/2)
rli--郷／併

。全体的にやや磨滅
133-02 

土師器 外：Iこぶい信 (5YR7/4)
72 

甕
SD7 頃： (16.4) 。瀑窃和枕霧層が、断楊が 密 やや良

内：にぶ川囁 (7.5YR5/3)
t1i---郷／研 。全体的に摩滅 133-05 

土師器
73 

甕
SD7 頃： (23.6) 。瀑に出’、嘉輝が、隕秒メ後仔 やや粗 やや不良 外：灰白 (lOYRB/2)澤蜘畑 。躙I濃雌し0慢府謄 133-04 

土師器 0 日紺鱈はつまみ上げられ、外反した格好 外桟貴信 (10YR8/3) 。全体的に靡滅檄しい
74 

甕
SD7 団： (22.4) 

。遺3:1ザ、縣Vが、醐面J¥ケメ・噸ザ
やや粗 やや不良

内：淡黄 (2.5Y8/2)
[lt---郷／開

0 幅雁にへぅ叡（？）あり
133-03 

土師器 外．橙 (5YR7/6) 。全邸に摩滅檄しい
75 

甕
SD7 団： (29.8) 。口縁部ヨコナデ、口縁～頸部ナデ やや密 やや良

内：にぶし渭 (UYR7/4)
澤鯛畑

。濯納砒I¥う肛騒あり
134-01 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・ 文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

76 
土師器

SD7 頃： (21.4) 。口縁端部ヨコナデ、体部ハケメ やや密 やや良 iぶ憲(10YR7/4)[li--体蔀1/i研
。体部外面にスス付着

134-02 
甑 。儲研面に指圧痕あり

77 
須恵器

SD7 揺： (7.0) 
。脚部中央に、一条の沈線が入る

やや粗 良
灰白 (5IY7/l) 脚部のみ完形

高杯 。脚～裾邸ロクロナデ、裾部儲屈ヨコナデ 灰 (5Y6/1)但、岬は1/4存
133-06 

土師器 。体部から口縁部は大きく外反
78 

甕
SD8 頃： (23.2) 

。D蒻ヨ叶沢鵜雁備オ虹後/I礼 噸tデ やや密 やや良 攣 (7.5YR8/6)llt--條蘭／研 010-03 

土師器 o口縁郁は、垂直につまみ上げられた格好
79 

甕
SD8 頃： (11.3) 0 日縁娼菰～口縁菰外面ヨコナデ内、内面ハケメ やや密 やや良 浅黄橙(10YR8/4)[lj---郷／雅 。日輝内面にスス付着 010-01 

O体部外面ハケメ、 面ナデ

80 
土師器

SD8 頃： (16.4) o口縁娼菰ヨコナデ、日縁～体謡ハケメ 粗 やや良
外．橙 (7.5YR7/6)n合郷／蒋 0 外面は摩滅進む

。日縁菰内面の一 010-02 
甕 内.1:. ぶい履 (IOYR7/3)低置埠改 昴欝変している

81 
須恵器

杯身
SD8 虚： (10.6) 。口縁部ロクロナデ 密 良 灰 (5Y6/1) 暉み1/1確 010-06 

82 
縄文土器

SD8 。口縁部内面ミガキ やや粗 やや良
外.i: 珈難(IOYR7/3)日員息のみ50 。現状では外面に

011-02 
深 鉢 内灰責屑 (IOYR6/2)X5 Oilllll)小片 沈線が三条入る

83 
縄文土器

SD8 。口縁部内面ナデ やや粗 やや良
外灰貴屑 (IOYR5/2)

6 5X3 5lll//J小片
。現状では外面に

011-04 
深 鉢 内：橙 (7.5YR7/6) 沈線文が二条入る

縄文土器 外：灰簡I(10YR5/2) 且債昴Q)み55 
84 SD8 。口縁部内・外面ともミガキ やや密 良 011-01 

深 鉢 釦こぶi潰信(IOYR7 /3) X 3 5置 q;,jヽ片

縄文土器 且晨椙0み45 。現状では外面に
011-03 85 

深 鉢
SD8 。口縁部内・外面ともミガキ やや密 良 浅黄橙 (10YR8/3)

X 2 3 llll 1/J小片 沈線文が一条入る

土師器
86 

台付甕
SD8 。底部内・外面ともハケメ やや粗 やや良

外'1:ぶい憫 (7.5YR7/4)

内，オリ-1農(5Y3/1)
底都のみ2/3存 010-05 

土師器 0 ., 椙～難瓶ミカ・キ、内面ナデか。他ミがキ餓る o 現状では騨郁に
87 

高 杯
SD8 借嘉径 (12, 8) 

。裾部端部ヨコナデ
やや粗 やや良 浅黄 (2.5Y8/4)鴫饂／併 穿孔が一カ所あり

o内ilili息菖Iこより員豊不月9 010-04 

土師器 日径 12. 55 。口縁端部はヨコナデにより外反
灰白 ((1100YIYRR86//l2 ) 

o 体郁外面に巻き上
88 

杯
Pi t66 

高.4 1 。墳部ヨコナデ、体部～底部ナデ
やや密 やや良

灰黄掲 ） 
ほぼ完形

o 内げ痕外が面わとずもかスにス付残着る 017-01 

土師器 口径 12.2 灰白 (7.5lYR8/2) 。内・外面ともスス付着
89 Pi t66 。濯部ヨコナデ、体部～底部ナデ やや密 やや良 国 1/5のみ欠 017-02 

杯 高 4 2 疇 (7.5YR8/3) 。卿趾I¥う如I隷あり

土師器 日径 13 0 橙 (5YR7/6) 口縁～体部1
90 Pi t66 同 上 密 良

朋赤掲 (5lYR5/6) 
017-03 

杯 古四 2.6 /6のみ欠

土師器
91 

杯
Pi t66 口径.20.1 。口縁部～体部ヨコナデ 密 不良 1: ぶい憤歴 (IOYR7/4)D債~J椙Oみ1/8存 。全体的に麿滅進む 017-04 

土師器 日径.13. 0 
92 

杯
Pi t67 

古四 3 3 
o口縁部～体部ヨコナデ、底部乱ナデ やや密 やや不良 灰白(2.5Y8/2)ほぽ完形 。日縁部に歪みあり 030-02 

土師器 日径 13 8 。口縁部横ナデ、頸部指オサエのまま 外：1: 品龍 (IOYR7 /4) 
93 

甕
P i t 67 

高.18. 7 
oO 体体底靱部部頁I詮内は勅面指1:/¥ケはオメ、ヨそ磯コ、上ナ息・I討乱デデ、 下幕I!ヘぅ知） やや密 やや不良

内汎貴惜 (7.5YR8/3)完 形 0~ 薔寸屈蜀値ii:かけてスス付着 030-01 
。 サエ ナデ

土師器 。体部外面ヨコナデ、内面ナデ 底部完形

94 
椀

S D14 底径.4.8 
。底部ヘラ削り後ナデ、内面ナデ

やや密 やや良 橙 (5YR7/6)
低郷坊／併

。底昴外面に木葉痕あり 025-07 

土師器 団： (13.0) 。口縁端部はヨコナデにより外反
95 

椀
S D14 

高 (4.75) 。声ヨコナデ、体昴～底紺甜サ耳浚ナデ
密 良 橙 (2.5YR6/8)1 / 3存 028-05 

土師器 団： (14.6) 
96 

皿
S D14 

裔 (2.25)
。声ヨコナデ、体菰～底紺甜サ工後ナデ やや密 やや不良 灰白 (10YR8/2)1 / 6存 028-04 

土師器 o体昴から日緑菰が「く」字状に屈曲して開く

97 甕 S D14 虚： (21.5) 0ら日れ緑た嬉格菰好の、最嬉先藩は、垂直につまみ上げ 密 やや良 浅黄橙 (lOYR8/3)~ 僻1M俯 028-02 
菰外面はヨコナデにより窪む

o D縁編郁ヨコナデ、日縁蔀ナデ、体郁ハケメ

98 
製 塩 日縁綿のみ5.0 。外面の一部珀く変色

S D14 。口縁部指オサエ後ナデ やや密 やや良 i卒い橙 (5YR7/4) 025-06 
土 器 X4.5Clll(J)小片 。断面に粘土接合痕

製 塩 頃： (17.2) 外橙 (5YR7/4)
99 

土 器
S D14 

高 (5.4)
。口縁部～体部指オサエ後ナデ やや密 やや良

内橙 (7.5YR7/6)
日縁～体都のみ o[ffllll~ 辻接頷あり 025-05 

縄文土器 外：iぶ渇(7.5YR5/4)口縁昴のみ6.5
024-09 100 

深 鉢
S D14 0 外面に隆帯文• 連統C字状爪形文 やや粗 やや良

内：橙 (7.5YR6/6)X3.5cmの小片
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼 成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

縄文土器 。隆帯上に連続C字状爪形文 外：1こぶし濯 (7.5YR7/3) 口縁部のみ7.2
024-11 101 

深
鉢 S D14 

隆帯の両端に沈線文
粗 やや良

内桟貴信 (IOYR8/4) X5.0cmの小片

縄文土器
102 

深
鉢 S D14 。外面に沈線、刻み やや密 やや良 にぶい信 (7.5YR7 / 4) 3.2X3.2直冽井 024-14 

縄文土器 直部のみ4.5
026-06 103 

深
鉢 S D14 。外面に沈線文、縄文 (LR) やや密 やや良 1: ぶい履 (7.5YR7/4)

X3.8cmの小片

縄文土器 外：蜀天 (2.5Y5/1)口縁～体照3.5
026-03 104 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文、縄文 (LR) やや密 やや良

内桟貴履 (IOYR8/4) X6.lcmの小片

縄文土器 口縁部のみ3.2
024-08 105 

深 鉢
S D14 0 外面に縄文 (LR)円形竹管文 やや粗 やや良 灰黄掲 (10YR5/2)

X2.5cmの小片

縄文土器 口縁部のみ4.0
024-05 106 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文 やや密 やや良 灰黄掲 (10YR4/2)

X2.0cmの小片

縄文土器 口縁綿の祖；.5 
026-04 107 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文、縄文 (LR) やや密 やや良 浅黄橙 (10YR8/3)

X5.0cmの小片

縄文土器 日縁～体蔀10.5
026-01 108 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文、縄文 (LR) やや密 やや不良 灰白 (2.5Y8/2)

XlO.Ocrnの小片

縄文土器 口縁部のみ6.8
026-02 109 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文•縄文 (R L) 密 良 黄灰 (2.5Y5/l)

X6.5cmの小片

縄文土器
110 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文•縄文 (LR?) 粗 やや良 灰白 (10YR8/3)4.2X3.0rn釧井 027-05 

縄文土器 外黄灰 (2.5Y6/1)
111 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文•縄文 (LR?) やや密 良

内桟貴信 (!OYRB/3)
5.3X2. 7 crrll)1J# 024-15 

縄文土器 。外面に沈線文•縄文 (LR) 外屑灰 (IOYR5/I) 
112 

深 鉢
S D14 

0 外面にスス付着か
密 良

仙ふ藷(IOYR7/4)
5.5X3. lcrif1)1j# 027-03 

縄文土器 0 外面に沈線文•縄文 (LR) 1: ぶい歴 (UYR7 / 4) 
113 

深 鉢
S D14 

0 外面にスス付着か
やや粗 良

内：灰鳥 (7.5I YR5/2) 
7.7X6. 匂 vJ# 027-11 

縄文土器 外：浅黄 (2.5Y7/3)
114 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文•縄文 (LR) やや密 良

内：1: 屈請(IOYR7/3)
5.8X6. 匂小片 024-12 

縄文土器
115 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文•縄文 (LR) やや密 良 淡黄 (2.5Y8/3)6.5X6. 如 v)# 027-04 

縄文土器
116 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文 やや粗 良 1: ぶい貴倍 (IOYR7/3)7.0X5.5an(り小片 027-10 

縄文土器 。現状では穿孔がーカ所あり 日縁蔀のみ5.0
117 

深 鉢
S D14 

。外面に沈線文、縄文 (LR)
やや密 良 にぶい構 (7.5YR 6/ 3) 026-05 

X3.0anの小片

縄文土器 0 外面に沈線文、縄文 (LR) 日縁蔀のみ4.0
118 

深 鉢
S D14 密 良 灰黄掲 (lOYR5/2)

X3.0cmの小片
026-10 

。口縁端部端部外面に短沈線

縄文土器 。口縁端部に沈線文、キザミ 外．灰 (5Y4/l)口縁部のみ5.0
119 

深 鉢
S D14 

。口縁部内面に沈線文
密 良 024-10 

内：浅黄 (2.5Y7/3)X3.5cmの小片

縄文土器 口縁部のぶ.3
120 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文 やや粗 良 灰黄掲 (10YR6/2) 026-16 

X3.5cmの小片

縄文土器 。口縁部外面に沈線文？ 口縁部のみ4.2
121 

深 鉢
S D14 

。口縁端部拡張、ややくぽむ
やや粗 やや良 1: ぶい貴履 (lOYR7 /3) 026-17 

X2.0cmの小片

縄文土器 口縁部のみ2.5
122 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文 やや密 良 は難(IOYR7/H/3) 026-14 

X2.0cmの小片

縄文土器 口縁部のみ4.4
123 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文 やや粗 やや良 1: ぶい貴歴 (IOYR7/4) 026-13 

X2.6cmの小片

縄文土器 口縁部のみ3.8
124 

深 鉢
S D14 。団裂齢股こキザミ、口縁昴外面に条線文 やや密 やや良 1: ぶい貴信 (10YR6/4) 026-11 

X3.lcmの小片

縄文土器 口縁部のみ2.5
125 

深 鉢
S D14 。口縁端部にキザミ 密 良 1: ぶい貴歴 (IOYR7/4) 026-07 

X2.9cmの小片
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎 土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

縄文土器 外：橙 (7.5YR7/6)口縁部のみ4.4
126 

深 鉢
S D14 。口縁端部に刺突文 やや密 やや良 026-09 

内.1: ぶい歴 (7.5YR7/4)X3.0cmの小片

縄文土器
127 

深 鉢
S D14 。外面に沈線文•縄文 (R L) やや粗 やや良 i遠覗(lOYR7/3)4.3X4. 如の小片 027-06 

縄文土器
128 

深 鉢
S D14 0 外面に沈線文•縄文 (R L) やや密 良 iぶ横橙 (10YR7/3)3.5X2. 油の小片 027-08 

縄文土器 外．栂天 (10YR4/l)
129 

深 鉢
S D14 。外面に条線文 やや密 良

内：にぶい難(IOYR6/4)
3. 0X4. (big)小片 027-02 

縄文土器
130 

深 鉢
S D14 0 外面に条線文 密 良 は、い橙 (7.5YR6/4)3.8X3. 如の小片 027-01 

縄文土器 外：鰍(2.5Y6/I.)15.2 X 7.6cm 
131 

鉢
S D14 。体部外面に縄文 (LR) やや密 やや良

内：［ぶい難(IOYR6/3)8.2X 7.4cm 
027-12 

縄文土器 0 外面に沈線文・ 縄文 (LR)
132 

深 鉢
S D14 

。全体的にやや摩滅
密 やや不良 橙 (7.5YR7/6)6.5X4.5叩小片 027-07 

縄文土器 外：欄天 (10YR5/l)口縁部のみ3.5
026-19 133 

深 鉢
S D14 。外面に櫛状工具による条線 やや密 やや良

内•閲難 (IOYR7/3) X2.0cmの小片

縄文土器 。口縁部内外面ミガキ 外：蜀天 (2.5Y5/l)口縁部のみ4.2
026-18 134 

深 鉢
S D14 

。無文
やや粗 やや良

内：灰黄 (2.5Y6/2)Xl,8cmの小片

縄文土器 口縁部のみ3.6
024-02 135 S D14 同 上 やや密 良 灰黄掲 (10YR5/2)

深 鉢 X2.4cmの小片

縄文土器 同 上 口縁部のみ4.0
026-15 136 

深 鉢
S D14 

。外面にスス付着か
やや粗 やや不良 iふい橙 (7.5YR7/4)

X2.5cmの小片

縄文土器 。口縁部内外面ミガキ 外灰貴構 (10YR5/2)口縁部のみ3.0
024-03 137 

深 鉢
S D14 

。無文
やや密 良

内1:脳難(IOYR7/4)X2. 如DQyト片

縄文土器 口縁～体部5.5
026-12 138 

深 鉢
S D14 同 上 やや密 やや良 にぶい信 (7.5YR7/4)

X4.0cmの小片

縄文土器 口縁部のみ2.8
024-01 139 

深 鉢
S D14 同 上 やや密 良 江い橙 (lOYR7/3)

X3.2cmの小片

縄文土器 口縁部のみ.3.8
026-08 140 

深 鉢
S D14 同 上 密 良 1: ぶい貴信 (!OYR7 /3) 

X3.5cmの小片

縄文土器 外.1: ぶい信(7.5YR7/4)口縁部のみ5.0
024-06 141 

深 鉢
S D14 同 上 やや密 やや良

内：橙 (75YR7/6) X4.0cmの小片

縄文土器 。外面に刺突文？ 口縁部のみ5.0
024-07 142 

深 鉢
S D14 

。全体的に摩滅激しい
やや粗 やや不良 朋黄褐 (10YR7/6) 

X4.0cmの小片

縄文土器 口縁部のぶ3.0
024-04 143 

深 鉢
S D14 やや粗 やや良 橙 (7.5YR7/6)

X2.9cmの小片

縄文土器 外.Iふ藷(IOYR7/3)
144 

深 鉢
S D14 餌： (6.8) やや粗 やや良

内．灰黄 (2.5Y6/2)
底蔀のみ1/5存 028-10 

弥生土器 外：橙 (7.5YR7/6)t1t--体部/4存
145 

高 杯
S D14 虚： (11.0) 。口縁～体部内・外面ともミガキ 密 良

内桟貴信 (¥OYRB/4) 但、遺鰍遠喝存
。依内面の一部黒変 028-06 

土師器
0 底部部部外外端面部面ヨコナデ、 内面ハケメ 外：1: 屈難(IOYR7/3)

146 
台付甕

S D14 難： (7.0) 0 脚 ミガキ、内面ハケメ 密 良
内：欄天 (10YR4/1)

眉 028-09 
0 脚 ヨコナデ

弥生土器 外．桟貴覆 (IOYR8/3)
147 

甕
S D14 紐： (3.0) 。底部外面ミガキ、内面ナデ 密 良

内：淡黄 (2.5Y8/3)
底菰のみ1/2存 028-07 

弥生土器 外：1:Jか難(10YR7/3)
148 

空..... 
S D14 餌： (3.6) 。底部内・外面ともナデ やや密 良

内：蜀反 (2.5Y6/1)
底部のみ完形 028-08 

弥生土器 。体部外面タタキ、内面ナデ 浅黄橙 (10YR8/3)底部完形
149 

甕
S D14 餌： (5.3) 

。膨暉緬抵げ工後ナデ、内・外面ともナデ
やや密 良

黄灰 (2.5Y6/l)但、螂—都存
底息外眉0一椙I±世慶している 027-13 

弥生土器 。体部内・外面ともミガキ 外．橙 (5YR7/6)底部完形

150 
空ギ

S D14 餌： (4.5) 
。底部外面ナデ、内面ミガキ

密 良
内：1: 品龍 (10YR7/3)但、依即1/2存

027-14 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

土師器 外：灰白 (lOYRS/1) 025-02 
151 

甕 ？ 
S D14 頃： (20.8) 0 ll謡環節価ヨゴ洞泊、舞訥配 密 良

内 (2.5Y8/2)
膚鄭I侑 。頸蔀内面にエ具痕か

028-01 

土師器 団： (11.6) 0 口縁端部ヨコナデ、日縁部～底部ナデ
152 

杯
S D15 

高.3.15 o口縁端部内面に、沈線が一条入る
密 やや良 浅黄橙 (10YR8/3)2 / 5存 006-06 

土師器 外：淡橙 (5YR8/4)
153 

杯
S D15 口径 (13.9) 0 日椒饂ヨコナデ、口縁郁～体部ナデ 密 やや良

内：灰白 (lOYRB/2)
lli--郷／研 006-07 

土師器 。口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ
154 

杯
S D15 虚： (9.9) 

。口縁端部はヨコナデにより外反
密 やや良 淡黄 (2.5Y8/3)1 / 6存 。底幕外眉1:備オサエ襄あり 006-08 

黒色土器 外：1: 屈請(IOYR7 /4) 
155 

椀
S D15 頃： (13.4) 。D鼻翡3Jザ、相粉慎ザ、内眉/Iケメ後ミがキ 密 良

内：灰 (N4/0)
[lt-郷／甜 。内面は棉分的にミガキ 005-06 

土師器 。口縁端部は折り返しヨコナデ
156 

甕
S D15 日径 (15.5) 

。頸部外面ハケメ、内面ヨコナデ
やや粗 やや良 灰黄 (2.5Y7/2)l1i---鰯偉 005-02 

土師器 。口縁端部は折り返しヨコナデ
157 

甕
S D15 団： (15,2) 

。頸部外面ヨコナデ、内面ハケメ
やや粗 良 灰白 (2.5Y8/2)膚鯛靡 。頸部外面にスス付着 005-01 

土師器 。口縁端部は折り返しヨコナデ 外：欝褐 (7.5YR3/l) 。且饂iiifJ全JI:スス付着
158 

甕
S D15 頃： (15.4) 

。頸部外面ハケメ、内面一方句のナデ
粗 やや良

内：渕t(2.5Y8/3) 澤蜘／蒋
0 t]鼻息外面1:備オサl.襄

005-04 

土師器 。口縁部は折り返しヨコナデ 外：欄天 (lOYR4/1}
159 

甕
S D15 団： (27.4) 

。口縁部外面ハケメ、内面ヨコナデ
やや密 やや良

内桟貴信 (7.5YR8/3)
声み1/!侑： 日員椙外眉Q)全i1:スス付着 005-03 

灰釉陶器
160 

椀
S D15 頃： (13.8) 。口縁部ヨコナデ、体部ロクロナデ 密 良 灰白5Y(7/1) [li---郷／併 釉のつけがけ 005-05 

縄文土器 日縁都のみ3.0
007-05 161 深 鉢 S D15 。口縁部外面に半裁竹管文(C字） やや粗 良 にぶい責屑 (10YR4/3)

X3. にの小片

縄文土器 口縁部のみ4.0
007-01 162 

深 鉢
S D15 。口縁部外面に沈線文、条線 やや粗 やや良 にぶい貴信 (IOYR7 /3) 

X3.5cmの小片

縄文土器 日縁部の祁.0
007-03 163 

深 鉢
S D15 。口縁部外面に沈線文、条線 密 良 1: ぶい貴信 (IOYR7/4)

X3.lcmの小片

縄文土器 口縁部の秘0
007-11 164 

深 鉢
S D15 。口縁部外面に縄文 やや粗 やや不良 橙 (7.5YR6/6)

X2.8cmの小片

165 
縄文土器

S D15 。口縁部外面に条線 やや粗 やや不良 1: ぶい責履 (IOYR7/3) 
口縁部の祖.5

深 鉢 X3.2cmの小片
007-04 

166 
縄文土器

S D15 。口縁部外面に条線 やや粗 やや良
外：灰黄 (2.5Y6/2)口縁部のみ4.3

深 鉢 内：1: ぶv潰信(10YR7/4)X4.0mの小片
007-02 

167 
縄文土器

S D15 。外面に沈線文・条線
深 鉢

やや粗 やや 灰白 (10YR8/2)9.0X9.21DQJ債片 007-09 

縄文土器 底部のみ4.8
168 

深 鉢
S D15 。外面に沈線文 密 やや良 淡黄 (2.5Y8/3) 007-12 

X2.0cmの小片

縄文土器 外灰貴屑 (IOYR4/2)
169 

深 鉢
S D15 0 外面に条線 粗 不良

内.Iこぶい貴構(IOYR5/3)
7.8X8.0置O債片 007-10 

縄文土器
170 

深 鉢
S D15 0 外面に櫛状工具による条線 粗 やや不良 I~ 褥属 (10YR6/3)3.8X3. 9crrl1)1J# 007-06 

縄文土器
171 

深 鉢
S D15 0 外面に櫛状工具による条線 やや粗 やや良 橙 (7.5YR6/6)4. 7X4. OanO)小片 007-07 

縄文土器
172 

深 鉢
S D15 0 外面に条線 やや粗 やや良 灰黄掲(10YR5/2)4.0X6.9渾7)Jj# 007-08 

弥生土器 外．暗灰 (N3/0)
173 

高 杯
S D15 団： (27.0) 0 tl毅榔ヨコナデ、団酪訥・外面ミガキ 密 良

内汎責信 (10YR8/3)
t:DWJ1.0ff 005-07 

弥生土器 。底部内面にエ具痕
174 

高 杯
S D15 頃： (14.6) 。口縁部～体部ミガキ後ヨコナデ 密 良 浅黄 (2.5Y8/3)澤饂虚

。依膨甘面の一部罵変
006-01 

弥生土器 。靡瓶I詮闊:11ケメ後ミガ捐§諏鴻叡
175 

高 杯
S D15 廠： (19.2) 

。糊猥勾面iむすメ、裾韻齢収よヨコナデ
やや粗 良 浅黄 (2.5Y8/3)鱈のみ1/6存 。堀炊は穿孔が一カ所 006-02 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

弥生士器
176 

空--
S D15 0 郷附面頃簡紋、刺突文、体蔀柑面ミガキ 密 やや不良 疇 (7.5YR8/4)鱚～鵜血奴片 。やや磨滅進む 006-05 

弥生土器
177 

台付甕
S D15 廠： (3.5) 。底部ミガキ、脚部ナデ 密 良 淡黄 (2.5Y8/3)難 。馴蔀外面に指オサエ痕 006-03 

弥生土器 o口縁部外面波状文、体部ミガキ 口縁～体部4.0
006-04 178 小型鉢 S D15 。体膨面に逆U字形把手を2ケ所はりつけ 密 良 螂 (10YR8/3) 

X4.3cmの小片

弥生土器 o頸口縁部嬉郁外外爾面懺櫛描文 内面ナデ内、口縁郁ミガキ 扇椙,J息兒務
179 

直口壺
S D15 頃： (12,5) O 描文・ 面ミガキ やや粗 良 iふい橙 (7.5YR7/4)

口縁1/4存
0 外面の一都は欝変する 006-09 

O 体部外面ミガキ、内面ナデ

土師器 虚： (14, 1) 。濁縞ヨコナデ、饂蒻葡ナデ 外：淡黄 (2.5Y8/4)
180 

杯
S B20 

高 2 7 。団談鰤面よヨコナテ1こより、少し窪む
密 やや不良

内：橙 (5YR7/6)
1 / 2存 001-01 

土師器 団： (15,2) 。口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ
181 

杯
S B20 

高.2. 8 。口縁部はヨコナデにより外反
密 やや不良 測 (7.5YR8/6)1 / 6存 087-01 

ロクロ 団： (15.0) 
182 

土師器皿
S B20 

高.2. 5 
。ぽ麺ヨコナデ、体郁ロクロナデ、底昴ナデ やや密 やや良 橙 (5YR7/8) 1 / 6存 087-02 

土師器
183 

甕
S B20 頃： (18.4) 。口縁部ヨコナデ、体部ハケメ やや密 やや不良 橙 (2.5YR7/6) Oi--僻IV1賄 087-04 

土師器 0 [l榔項蹄価ヨ泊、賠肪面吋メ後サゴ
184 

甕
S B20 団： (28.8) 

。依撒惟脂オサエ後ハケメ、内面ハケメ
密 良 橙 (5YR6/8) rli--偽IV1暁 041-02 

土師器 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ 外備灰 (7.5YR4/1)
185 

椀
S B21 団： (16.0) 

。口縁端部面取りか
やや粗 やや不良

内桟貴歴 (7.5YR8/3)
r::tt--輝／甜 。渾は炭化・スス付着 035-08 

土師器 。口縁部～体部ヨコナデ、底部ナデ
186 

杯
S B21 団： (11.4) 

。口縁部外面はヨコナデにより、窪む
やや粗 やや不良 浅黄橙 (10YR8/3)1 / 3存 036-04 

土師器
187 

皿
S B21 団： (14,6) 。圏コナデ、依濶材サ立射デ、底屈ナデ やや粗 やや不良 灰白 (10YR8/2)1 / 3存 。底部外面にエ具痕か 035-01 

土師器
188 

小 皿
S B21 団： (9.0) 。コ毅榔ヨコナデ、団髄侶体部ナデ やや粗 やや不良 灰白 (10YR8/2)n直 l/1研 035-06 

ロクロ
189 

土師器皿
S B21 底径.6.1 。底部外面回転糸切り、内面ロクロナデ やや粗 良 浅黄橙 (7.5YR8/3)底部のみ完形 035-07 

土師器 。団穀髄はほぼ水平は斤り返しヨコナデ 灰白 (lOYR8/2)
190 

甕
S B21 団： (18.2) 

。頸部外面ヨコナデ、内面ナデ
やや粗 やや不良

黒褐 (7.5YR3/1)
澤郷l,/1研 外面に広くスス付着 035-02 

土師器
191 

甕
S B21 団： (19.6) 0 [l難H覇佃コナデ、依撤価サ:t,内面すメ 粗 やや不良 灰白 (10YR8/2)J合体部/4存 0 日縁部帷iにスス付着 036-01 

高口高台径.径： • ((15(77...94) 9) ) 
0 日縁～体昴ロクロナデ、底昴外面回転糸 。内面1こ屈分府1:自然籍付着

192 山茶椀 S B21 切り後高台はりつけ、内面ロクロナデ やや密 良 灰白 (5Y7/1)1 / 3存
。高台にモミガラ痕

033-02 
o n縁部け外后

日径.(16.3） ) ） 1 / 3存 0 日晨椙～体息削俗籍・スス付着
193 山茶椀 S B21 高高台.径(5(7..2 8 同 上 やや密 良 灰白 (2.5Y8/l)

但、底蔀は完杉 底部内面は研磨か
033-01 

ロクロ 。底部内面は黒変
194 

土師器椀
S B21 賠： (6.9) 。悩消覇憎恒クOザ、匪罰籠服濶り梃釦り1t 密 やや不良 灰白 (7.5YR8/1)底部のみ完形

。体部内面スス付着
033-03 

土師器 団： (9.7) 
195 

小 皿
S B23 

高： 1. 4 
。ta-鰤面ヨコナデ、外面指オサエ やや粗 やや良 淡黄 (2.5Y8/3)1 / 2存 038-04 

。底部外面タタキ、内面ハケメ 外：談黄 (2.5Y8/3)
196 台付甕 S B24 廠： (5.1) 

。脚部外面指オサエ後ナデ、内面ケズリ
やや粗 やや良

内灰甘 (l~YR7/1)
底部のみ完形 038-02 

土師器 外.1: ぶい信 (7.5YR7/4)
197 

甕
S B28 頃： (21.2) 0 日縁郁ヨコナデ、体蹄外面ハケメ、内面ナデ やや密 良

内灰甘 (IOYR5/2)
n直 1,/i研 。賠『捌面ともスス付着 036-07 

高日高台径径：： (15 6） ） ) 
。遺息～認隔nク叶沢鰭外耐沢飴IiりつIt

198 山茶椀 S B33 ・ (~\9 。口縁部は外反
やや粗 良 灰白 (2.5Y8/l)1 / 6存 。高台にモミガラ痕 036-08 

ロクロ 高高口台径径： 15 .3 。細四クロナデ。但、内面はその後ナデか 0 日鼻椙I/)一固 I± 掛い 3

199 S Z 17 : 7. 2 粗 不良 灰白 (2.5Y8/2)口縁部1/2欠 008-01 
土師器椀 : 5 2 。底部外面静止糸切り後、高台はりつけ Jナデ1:より折り込み気麻

ロクロ 団： (9.1) 
200 

土師器小皿
S Z17 

高.(1.5) 
。ロクロナデ、底郁外面回転糸切り後ナデ やや粗 やや良 螂 (7.5YR8/4)3 / 4存 008-05 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 整理番号

201 
土師器

S Z 17 日径 (30.6) 
。口縁部折り返しヨコナデ

やや粗 やや良 灰白 (10YR7/1)
口縁～体部 頚部内・外面と

009-01 
鍋 。体部外面ナデ、内面ハケメ。 1 / 4存 もスス付着

口径・ (16.0)
。ロクロナデ、底部外面回転糸

202 山茶椀 S Z 17 高台径 ・(8.2) やや粗 良 灰白 (5Y7/1) 1 / 3存 日縁蔀内面に自然釉付着 008-03 
高.(4.7) 切り後ナデ、高台はりつけ

口径 (16.5) 
口縁部～体部内面

203 山茶椀 S Z 17 高台径 (8.4) 同 上 密 良 灰白 (5Y8/1)1 / 3存 008-02 
高： (5.2) に自然釉付着

口径. (10.0) 
外灰白 (2.5Y8/2)

204 小 椀 S Z 17 高台径 (4.3) 同 上 密 良 3 / 4存 内面全体に自然釉付着 008-04 
高 (3 0) 内浅黄 (5Y7/3) 

205 
陶器

甕
S Z 17 。体部内・外面ともナデ 密 良 灰褐 (7.5YR6/2)

体部片 体部外面に広く自
008-06 

20Xl4cm大 然釉付着、常滑産

206 
陶器

甕
S Z 17 

。体部内・ 外面ともナデ、但、

外面の一部タタキ痕
密 良 灰褐 (7.5YR6/2)

体部片

21X 12cm大
常滑産 009-02 

207 
土師器

Pit 68 
口径 18.0 。口縁部折り返しナデ

やや密 良
外．盟(10YR2/1)

口縁部1/4欠 外面全体にスス付着 031-02 
鍋 高 10.9 。体部～底部指オサエ後ナデ 内灰甘 (lOYRB/2)

208 
土師器

小皿
S D40 

日径 (10.4) 
。口縁部～底部内面ヨコナデ、外面ナデ

裔 (1.6)
やや密 やや不良 浅卿 (10YR8/3)1 / 6存 全体的に魔滅進む 023-01 

209 山 皿 S D40 
口径 8.2 。ロクロナデ、但、口縁端部ヨコナデ

密 良
外灰白 (2.5Y8/l)

口縁部1/6欠
内面全体に自然釉

023-02 
高 2.2 。底部外面回転糸切り 内浅黄 (5Y7/3) 釉の固まり付着

日径 (16.4) 
。ロクロナデ

210 山茶椀 S D40 高台径， (81) 密 良 灰白 (5Y7/2) 1 / 3存 高台に歪みあり 023-03 
裔・(50) 。底部外面回転糸切り後、高台はりつけ

211 平瓦片 S D40 。凸面はヘラケズリ、凹面は布目痕 密 良 灰白 (5Y8/l) 
12.0X 11.0 

023-06 
cmの破片

212 
弥生土器

高杯
S D40 日径 (12・3) 。口径端部ヨコナデ、口縁部～体部ミガキ 密 良 はい橙(7.5YR7/4)

口縁～体部 体部外面の一部
023-05 

1 / 6存 黒変する

土師器 日径 (7.8) 外用掲灰(7.5Y7/2)
213 S D41 0 日縁蔀ヨコナデ、内iliiナデ、外面指オサエのまま やや粗 良 内．にぶい黄橙 1 / 4存 116-08 

小 皿 高 1 3 (10YR7/3) 

214 
土師器

S D41 
日径 (13.6) 

同
皿 高.2 5 

上 やや粗 良
浅黄橙

1 / 4存 116-07 
(7.5Y R 8/3) 

215 
土師器

S D41 
皿

日径 (16.8) 
同

高. 2. 9 
上 やや密 良

浅黄橙
1 / 4存 116-06 

(lOY R8/3) 

216 
ロクロ土師器

皿
S D41 底径 5.1 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや密 良

浅黄橙
底部のみ完形 116-04 

(lOY R8/3) 

217 
ロクロ土師器

S D41 高台径7.1
。ロクロナデ、底部回転糸切り後、

やや粗 やや良
灰白

底部のみ完形
内・外面とも磨

116-03 
椀 高台はりつけ (lOY R8/2) 滅激しい

ロクロ土師器
淡橙 (5YR8/3) 

218 S D41 高台径 6.1 同 上 密 やや良 ／ 底部のみ完形 内面は黒変している 116-01 
椀 淡黄 (2.5Y8/3)

219 
土師器

S D41 日径 (19.2) 
。口縁端部折り返し、ヨコナデ、内

やや粗 良 褐灰 (7.5YR4/l)
口縁部

外面全体にスス付着 117-02 
鍋 面ハケメ調整後ナデか 1/4のみ存

220 
土師器

S D41 日径.(22.9) 
。口縁端部折り返し、ヨコナデ、内面

やや粗 良 橙 (2.5YR6/6)
口縁～体部 内・外面ともに

117-03 
鍋 ハケメ調整、外面指オサエのままか 1/4のみ存 磨滅激しい

221 
土師器

S D41 日径.(27.0) 同 上 粗 良
浅黄橙 口縁～体部 内・外面ともに

117-01 
鍋 (7.5Y R8/4) 1/8のみ存 磨滅激しい

口径. (8.5) 

222 山 皿 S D41 高台径・ (3.4) 。ロクロナデ、底部切り離し後ナデ 密 良 灰白 (2.5Y8/1)1 / 3存 115-07 
高.2 5 5 

日径. (15.8) 
。ロクロナデ、底部回転糸切り 1 / 2存

223 山茶椀 S D41 高台径 (7.0 密 良 灰白 (2.5Y8/1) （但、口縁部は 115-02 
高. 5 5 後高台はり付け 1/3のみ存）
口径： (16.9) 

。ロクロナデ、底部切り離し後 1 / 6存
224 山茶椀 S D41 高台径： (7.8) やや密 良 灰白 (10YR7/1) 内面全体にスス付着 114-02 

高 6 0 ナデ高台はりつけ （低饂偉）

口径・ (16.9) 
。ロクロナデ、底部回転糸切り後、 1 / 2存 。内面にスス付着

225 山 茶 椀 S D41 高台径・ (7.2) やや密 良 灰白 (2.5Y8/1) 115-01 
高， 5 5 高台はりつけ （但、口髄団／研） 。高台に、モミガラ痕
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎 土 焼成 色調 残存状況 備 考 整理番号

口径： (15.8) 
。ロクロナデ、底部切り離し後 1/2 存

226 山茶椀 S D41 高台径・(7.3) やや粗 良 灰白 (2.5Y8/l) 115-04 
高.5 4 ナデ高台はりつけ （但、口縁昴1/10)

口径： 16.7 
。ロクロナデ、底部回転糸切り後ナデ、 口縁部ごく

o口縁部に灰釉つけがけ

227 山茶椀 S D41 高台径： 7.3 やや密 良 灰白 (N7/0) o 高台にモミガラ痕か 118-01 
高 ・54 5 高台はりつけ、底部内面一カ句ナデ 一部のみ欠 0 l畠内ii:重b鼻き0情土月る
口径・ (16.2) 

。ロクロナデ、底部ヘラ切り後、 1/2 存 。高台にモミガラ痕あり
228 山茶椀 S D41 高台径： 7 2 やや密 良 灰白 (2.5Y8/1) 114-01 

高.6 1 高台はりつけ底部内面ナデ （但、底部完形） oJ喜外員に、 I¥うれI真員あり

229 山茶椀 S D41 高台径：8.0 
。ロクロナデ、底部回転糸切り

後高台はりつけ
やや密 良 灰白 (2.5Y8/1)底昴のみ1/2存

。内面に自然釉付着
114-04 

o且畠内員に重b億き0柑土月る

230 山茶椀 S D41 高台径.6.3 
oロクロナデ、底部切り離し後ナデ、

やや粗 良 灰白 (N7/0)底部のみ完形
。内面に自然釉付着

115-05 
高台はりつけ、体部外面ヘラケズリ後ナテ 。高台にモミガラ痕あり

。ロクロナデ、底部回転糸切り
o内員1:月H、外ii:眉善れ

231 山茶椀 S D41 高台径.6.6 やや密 良 灰白 (2.5Y8/1)底部のみ完形 0 高台にモミガラ痕あり 114-03 
後、高台はりつけ o且畠内員に重b債き0情士月る

232 山茶椀 S D41 高台径.(7.5) 
。内面ロクロナデ、外面ロクロケズリ

やや粗 良 灰白 (2.5Y8/1)1/4 存
。内面に自然釉付着

115-06 
底部切り離し後高台はりつけ 。高台にモミガラ痕あり

233 山茶椀 S D41 高台径.(8.1) oロクロrt'..歯胆転粘Oり後高出りづナ やや密 良 灰白 (2.5Y8/1)聡防み1/2存 115-03 

234 山茶椀 S D41 高柑至：(6.8) 
。ロクロナデ、底部切り離し後、

やや粗 良 灰白 (N7/0)底部のみ完形
。高台にモミガラ痕か

114-05 
高台はりつけ、外面ナデ 。内面に自然釉付着

235 山茶椀 S D41 高台径：(6.5) 。ロクロナデ、底部切り離し後高柑よりづナ やや密 良 灰白 (2.5Y8/1)鰤 み1/2存 116-02 

236 捏 鉢 S D41 高台径 (11.5 
。ロクロ悦晦籾り農頃蔚はり勾

やや粗 良 灰白 (2.5Y8/1)読戊屈
。内面にスス付着か

116-05 
。外面軽いケズリ

237 
土師器

S E42 
直：（磁0)。コ闊榔は、 1.加浙り返しヨコナデ

やや粗 良 黄灰 (2.5Y4/l)
口縁部1/4-ff o暉 i全依竹1こスス・炭化

096-01 
鍋 高： {15,2) 。鵜逓輝ケズリ、障、ラ状頂による預‘ 体菰～底郁3/4存 鮒着により調整不明瞭

238 
土師器

S E42 
日径 (31.8) 。口縁端部は、 1.0crntfrり返しヨコナデ

やや粗 良
淡黄 (2.5bY8/3) ほぼ完形 同 上 095-01 

鍋 高.(24. 7) 。体昴外面ナデ・内面上菰ナデ・下蔀ヘラ削り 黒褐 (2.Y3/l) 

口径： 15.4 
o ロクロザ、聯徊脳切り後珀iり~t、ザ 0 日鼠面・僻附面の一

239 山茶椀 S E42 高台径： 6.3 密 良 灰白 (N8/0) 完形 092-01 
高 ・5 3 。口縁部は外反 椴:..ス丸叔対闇統り

口径： 15・9 o内・外員ともススれO付着9あり
240 山茶椀 S E42 高台径 ・7.1 同 上 密 良 灰白 (NS/0) 完形 o口縁端部に自然釉付着 092-02 

高 • 5 8 0 高台にモミガラ痕

241 山茶椀 S E42 高台径：6.6 
。ロクロナデ、底部回転糸切り後、

高臼より~t、ナデ
密 良 灰白 (N8/0)底部のみ完形 096-02 

口径.15. 3 oロクロナデ、底部回転糸切り後、

242 山茶椀 S E42 高台径.5. 7 高台はりつけ、ナデ 密 良 灰白 (NB/0)完 形 092-03 
高 • 5 6 。口縁部は外反

残存部 。白木に0.5nun弱幅で挽歯
にぶい黄褐

0 材質はマンサク

243 櫛 S E42 長： 5.5 O 毛引きまで完全には挽いていない 1/4存か 科イスノキ 093-01 
幅： 3.3 0最終的に表面を磨く (lOY R5/4) O 残存する歯は66本

厚.0. 7 
内法.14.8X 0 4枚の板を合~項坊合わぜ⑪やをつくり、

244 枡 S E42 14.6X4.5=972. 4 底部を打ちつi沢溶菩とする 浅黄 (2.5Y7/3) ほぼ完形 2側面に線刻あり 094-01 
鯖醇・O.7-0.8 0 長さ1.5-2.5cmほどの木釘使用
疇 ・O4 

245 
土師器

S E43 
日径・ (14.5) 。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、

やや粗 良 淡黄 (2.5Y8/4) 1/10存 101-06 
皿 高： (2.3) 外面指オサエのまま

口径 .8.1。ロクロナデ、底部回転糸切り後、
。口縁部に自然釉付着

246 山 皿 S E44 やや密 良 灰白 (5Y8/1) 完形 。口縁部内面に粘土 101-04 
高.2.3 ヘラ状工具で調整か カス付着

ロクロ土師器
口径.8 6 。ロクロナデ にぶい橙

247 S E45 高.1 6 密 良 2/3 存 101-05 
小 皿 底部： 4 7 。口縁部ヨコナデ、底部回転糸切り (7.5Y R7/4) 

248 
土師器 S E46 口径. (9) 。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ、

密 良
内：濁證(7.5YR8/4)

1/6 存
口縁端部外面に、

099-02 
小 皿 埋土 高： 1 2 外面指オサエのまま 外：浅刷I(7.5YR8/5) 幅の狭い面をもつ

249 
土師器 S E46 日径 (8-3) 

同
小皿 埋土 高 ・1. 0 

上 やや密 やや良 灰白 (2.5Y8/l)1 / 2 存 口縁歪みやや大 099-01 

土師器 S E46 日径： (8.7) o口縁端部ヨコナデ、外面指オサエにまま
浅黄橙

250 0 内面は、エ具（ヘラ状）を使って整形した 密 良 1/2 存 098-05 
小皿 埋土 高.1 . 6 あとナデか？ (lOY R8/3) 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色調 残存状況 備 考 整理番号

土師器 S E46 直： (18.8) 。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ 内 にぶし11(75 Y R7/3) 内面に、罵色の炭化湯が付着

251 密 やや良 1/6 存 焼峙に着いたものなのか、使 098-06 
皿 埋土 高 2.5 0 外面指オサエ後軽いナデ 外桟責I(7 5 YR 8/3) Ill中に着いたものなのかは不用

252 
ロクロ土師器 S E46 

底径 ・5.5
。体部回転ナデ

密 やや良 鰍 (10YR5/1)底部のみ存
内面一面に黒色

098-03 
皿 埋土 0 回転糸切り の付着物

土師器 S E46 
o口縁端部折り返し、ヨコナデ 密 内：淡黄 (25Y8/3) 

253 日径.(18.8) o口縁部と体部の境は指オサエ 0.511灼靱 良 9 X 5anの小片 098-04 
鍋 埋土 O 体部肩部内面にハケメがわずかに残る 少粒b 外に訟黄橙(IOYR7/4)

S E46 口径： 7・6 
0 水挽き成形・ 回転糸切り 内：灰白 (2.5Y8/1)

外面全面に埋土
254 山 皿 o口縁端部を若干外反させる 密 堅 外付着鉄分の錆の色 完形 099-04 

埋土 高.2.3 o底部l/2を、段をつけて屁尉台状にする 明黄褐 (10YR6/6) 中の鉄分付着

S E46 口径 ・8.6
0 水挽き成形、口縁端部のみヨコナデ 内：自然釉

内面は、ほぽ全
255 山 皿 0 底部疑高台状 密 堅 オリーブ黄(7.5Y6/3) 完形 099-05 

埋土 高： 2.8 0 回転糸切り 外•灰白 (7.5Y8/1) 面に自然釉

S E46 日径.(15.2) 0 水挽き成形・貼付高台
内灰 (5Y6/1) 0 輪花は、現状では

256 山茶碗 o口縁端部やや外反 密 堅 2/3 存 2カ所見られる 099-03 
埋土 高： 5.5 0 輪花あり・回転糸切り 外：灰白 (5Y7/1) o内面に軽く自然釉

S E46 
0 水挽き成形

内面に自然釉と
257 山茶碗 裔台径.7. 2 0 回転糸切り 密 堅 灰白 (2.5Y8/1)聡~/3 存 098-01 

埋土 0 貼付高台 重ね焼きの痕跡

S E46 
O 水挽き成形 密

258 山茶碗 高台径：6.3 0 回転糸切り lmni取紐 堅 灰白 (2.5Y7 /1) 底部のみ存 内面に自然釉 098-02 
埋土 0 貼付高台・幅広の高台 ごく少量含む

259 
瓦器 S E46 。内面細かいミガキ外面やや雑なミガキ

椀 埋土 。口縁端部内面に弱い沈線
密 良 灰 (N5) 4 X 3cmの小片 098-07 

S E46 
0 一枚の薄板に幅1cmほどの間隔で切り込みを 完形

260 曲 物 入れ、円筒形に丸めて桜の皮で留め、 3本 ただし発掘時に重 097-01 
底 のタガを入れて補強する 檄こより一蔀破損

ロクロ土師器
口径 (15.0) 

。ロクロナデ にぶい黄橙 体部外面の一部
261 S E47 高 33 密 良 2/3 存 100-01 

皿 底径 ・65 。口縁部ヨコナデ、底部回転糸切り (lOYR7/3) にスス付着か

262 
ロクロ土師器

S E47 底径.(7.2) 同 上 密 良
にぶい橙

底部のみ完形 内面は黒変している 100-03 
皿 (7.5Y R7/3) 

263 
ロクロ土師器

S E47 裔台径.(8.0) 
。ロクロナデ、底部回転糸切り後、

密 良
灰白 底部のみ

100-02 
椀 高台はりつけ (2.5Y8/1-8/2) 2/3存

264 
ロクロ土師器

S E47 日径 (15,8) 。ロクロナデ、口縁部ヨコナデ 密 良 淡黄 (2.5Y8/3)
口縁～体部 底部付近に、はり

101-01 
椀 のみ1/6存 つけ痕あり

口径・ (14.6)
。ロクロナデ、底部回転糸切り後、

灰白 (N8/0) 。現状では輪花は1カ所
265 山茶椀 S E47 高台径 (6.6) 密 良 I 1/2 存 o内・外面とも釉垂れあり 100-04 

高 56 高台はりつけ 黒 (25Y2/1) o内・渾とも、領にスス付着

266 
土師器 S K48 口径： 8.7 。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、

やや粗 良 螂 (10YR8.4) 3/4 存 110-08 
小 皿 埋土 高.1. 5 外面指オサエのまま

267 
土師器 S K48 口径 8.8 

同 上 やや密 良 浅 (10YR8/3)1 / 2 存 110-12 
小 皿 埋土 高.1. 5 

268 
土師器 S K48 口径.8.35

同 上 密 良
にぶい黄橙

3/4 存 110-04 
小皿 埋土 高 .1.5 (10YR7/3) 

269 
土師器 S K48 口径.8.5 

同 上 密 良 灰白 (lOYR8/2)口縁部一部欠
。体部に焼成後穿孔あり

103-03 
小皿 埋土 高 ： 1. 4 。口縁に油煙痕

270 
土師器 S K48 口径： 9.1 

同 上 密 良 浅黄橙 (7.5YR8/3)
口縁部1/3

112-04 
小皿 埋土 高 .1.4 のみ欠

271 
土師器 S K48 口径.8. 7 

同 上 密 良 浅黄橙 (10YR8/3)
口縁部1/4

110-01 
小皿 埋土 高 .1.7 のみ欠

272 
土師器 S K48 口径.9.0 

同 上 やや密 良 浅黄橙 (7.5YR8/3) 1/2 存 110-09 
小皿 埋土 高.1・5 

273 
土師器 S K48 口径.8.95

同 上 密 良 浅黄橙 (lOYR8/3) 7/8 存 102-05 
小皿 埋土 高 2.0

274 
土師器 S K48 口径.8.6 

同 上 密 良
にぶい黄橙

完 形 102-01 
小 皿 埋土 高 ・ 1.8 (10YR7/3) 

275 
土師器 S K48 口径 ・8.4

同 上 やや粗 良 浅黄橙 (10YR8/3)口縁部一部欠 110-06 
小皿 埋土 高.1. 5 
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276 
土師器 S K48 口径 8.65 。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、

やや密 良
浅黄橙

2/3存 110-07 
小 皿 埋土 高 .1 4 外面指オサエのまま (lOY R8/3) 

227 
土師器 S K48 口径.8.3 

同 上 やや密 良
浅黄橙

完形 103-01 
小 皿 埋土 高 1.6 (7.5Y R8/4) 

278 
土師器 S K48 団： (8.9) 

同 上 密 良
浅黄橙

口縁部一部欠 歪み大きい 102-08 
小 皿 埋土 高 1.3 (lOY R8/3) 

279 
土師器 S K48 日径 (8.15) 

同 上 やや粗 良 灰白 (lOYR8/2)口縁部一部欠 内外面とも磨滅激しい 102-03 
小皿 埋土 裔 .l 4 

土師器 S K48 口径： 8.7 外談橙 (5YR8/3) o底部外面約1/4の範囲に
280 同 上 密 良 完形 ハケメ状の痕跡あり 112-03 

小皿 埋土 高 1.3 内•灰白 (lOYR8/2) 0 歪み大きい

281 
土師器 S K48 団： (8.5) 

同 上 やや密 良
浅黄橙

3/4存 102-07 
小皿 埋土 高.1. 55 (lOY R8/3) 

282 
土師器 S K48 口径 7.5 

同 上 やや粗 良 灰白 (7.5YR8/l) 完形 口縁に油煙痕 104-01 
小 皿 埋土 高 1.5

283 
土師器 S K48 口径 8.0 

同 上 やや粗 やや良
浅黄橙

完形 112-05 
小 皿 埋土 高 1.5 (7.5Y R8/3) 

284 
土師器 S K48 口径 8.2 

同 上 密 良
浅黄橙

口縁部一部欠 110-02 
小 皿 埋土 高.1.4 (lOY R8/ 4) 

285 
土師器 S K48 口径 8.15 

同 上 密 良
浅黄橙

口縁部一部欠 口縁部に歪みあり 110-03 
小皿 埋土 高 18 (7.5Y RB/4) 

286 
土師器 S K48 口径 7.2 

同 上 密 良
浅黄橙

口縁部1/5欠 全体的に歪みあり 110-11 
小皿 埋土 高 .1.55 (7.5Y R8/4) 

土師器 S K48 頃： (8.5) 浅黄橙 (lOYR8/3)コパi

287 同 上 密 良 I 
底部中央｝欠 内外面とも磨滅進む 110-14 

小皿 埋土 高 (1.8) 浅輝(75YR8/4) 

土師器 S K48 口径 ・7.8
淡黄 (2.5YR8/3) 

288 同 上 密 良 I 完形 歪み大きい 103-02 
小皿 埋土 高.1. 7 浅黄橙 (lOYR8/3) 

土師器 S K48 口径 8.4 
灰白 (10YR8/2)

289 同 上 やや密 良 ／ 完 形 102-04 
小皿 埋土 高 .1.8 にぶい橙 (5YR7/4)

290 
土師器 S K48 口径 8.4 

同 上 やや粗 良
外：浅黄橙 (10YR8/3)

口縁部1/4欠
内面全体、口縁部外面

102-02 
小 皿 埋土 高.1.5 内：開掲 (lOYR3/1) ば展変している

土師器 S K48 口径 7.9 
浅黄橙 (lOYRB/3) 

291 同 上 やや粗 良 I 底部一部欠 102-06 
小 皿 埋土 高.1 4 にぶい橙(75YR7/4)

292 
土師器 S K48 口径 8.8

同 上 密 やや良
浅黄橙

1/2存
内・外面ともに

110-10 
小 皿 埋土 高 1.45 (lOY R8/3) 磨滅進む

293 
土師器 S K48 口径.14.5

同 上 やや密 良
灰黄褐

事 1/3欠
内・外面ともに一部

106ふ
皿 埋土 高 2.9 (lOY R6/2) にスス付着

294 
土師器 S K48 口径.15.1

同 上 密 良 灰黄 (2.5Y7/2) 完形 内面にスス付着 104-2 
皿 埋土 高.3.4 

土師器 S K48 口径 15.0
にふ＼橙(7.5YR7/4)-

口縁部の一 内・外面にかけて
295 同 上 やや粗 良 橙 (75YR7/6) 112-01 

皿 埋土 高 3.0 内．にぶい橙(IOYR7/3)部欠 スス付着

296 
土師器 S K48 口径.14.9 

同 上 密 良
浅黄橙

体部一部欠 104-04 
皿 埋土 高 2.8 (lOY R8/3) 

297 
土師器 S K48 日径 14.85 

同 上 密 良
浅黄橙 口縁部・ 底

106-01 
皿 埋土 裔 3.7 5 (lOY R8/3) 部一部欠

土師器 S K48 口径.15.2
灰白 (lOYRS/2)-

298 同 上 密 良 黄灰 (25Y5/l) 口縁部一部欠 112-02 
皿 埋土 高 .3.25 内褐灰 (10YR6/1)

299 
土師器 S K48 口径 15.4 

同 上 密 良
浅黄橙

口縁部1/5欠
内・外面ともに

106-02 
皿 埋士 高 27 (7.5Y R8/3) 剥離痕あり

300 
土師器 S K48 日径 14.55 

同 上 密 良
外：桟黄橙(7.5YR8/4)

底部一部欠 106-03 
皿 埋土 高.3. 1 内：潰糀 (10YR8/3)
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301 
土師器 S K48 口径.15.1 。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、

やや粗 良
外：黄灰 (2.5Y4/1)

墳部一部欠 暉紐にスス付着 104-03 
皿 埋土 高 ： 2.5 外面指オサエのまま 内：浅黄橙 (lOYRS/4)

302 
土師器 S K48 日径 (14.0) 

同 上 やや粗 良
浅黄橙 口縁～体部

106-04 
皿 埋土 裔 2.5 (lOY R8/3) 1/10欠

303 
ロクロ土師器 S K48 

底径： 3.4 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや粗 良
浅黄橙 底部のみ

111-02 
皿 埋土 (lOY R8/3) 3/4存

ロクロ土師器 S K48 
口径.(8.0) 

。ロクロナデ、底部回転糸切り後、 浅黄橙
304 高： 1 8 粗 良 1/5存 111-03 

小 皿 埋土 底径 ・34 ヘラ状工具で調整か (7.5Y R8/4) 

ロクロ土師器 S K48 口径 ・148 

305 高 ・345 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや粗 良 橙 (5YR7/6)口縁部1/8欠 内面にスス付着 104-05 
皿 埋土 底径： 6 7 

ロクロ土師器 S K48 
口径 (14.4) 

浅黄橙 底部は完形
306 高.3 4 同 上 やや密 良 112-06 

皿 埋土 底径： 6 4 (7.5Y R8/4) 口縁部一部存

307 
ロクロ土師器 S K48 

裔柑歪： (7.75) 
椀 埋土

。ロクロナデ、底部回転糸切り 粗 良 淡黄 (2.5Y8/3)底部1/2存 111-05 

308 ロクロ土師器
S K48 

高台径 .7.1。ロクロナデ、底部回転糸切り後ナデ 粗 良
浅黄橙

底部ほぽ完存 111-07 
埋土 (7.5Y R8/3) 

土師器 S K48 口径 .16.7 
0 D1総齢晰り返しヨコナデ、内面指オサエ後、

灰黄褐 。外面にスス付着
309 軽ヽナデ、外面体部指オサエのまま外面紐猥抱ヽ 粗 良 1/3存 107-01 

鍋 埋土 高 (9.6) ヘラケズリ (lOY R5/2) 0 外面に炭11111勿付着

310 
土師器 S K48 

口径 25.5 
0 Cl讃儲浙り返しヨコナデ、外面依囮翫サエ後

やや粗 良
外：暗褐(10YR3/3)

1/3存 外面全体にスス付着 107-02 
鍋 埋土 ザ（但、環坦いケズリか） 内：灰附劇10YR6/2)

311 
土師器 S K48 

日径 (34.0) 
。口縁婿部折り返しヨコナデ、体部外面

やや粗 良
にぶい黄橙 口縁～体部 内・外面ともに部分

108-01 
鍋 埋土 ヘラケズリ、内面ハケメ調整 (lOY R6/3) 3/4存 的にスス付着

ミニチュア S K48 。口縁端部折り返しヨコナデ、体部内・
灰白 (10YR8/2)

口縁～体部 内・外面ともに部分
312 口径 7.9 やや粗 良 I 103-04 

鍋 埋土 外面ナデ（但、内面にうすくハケメ残る） にふ＼ヽ黄褐 (IOYR5/3) 3/4存 的にスス付着

313 山 皿
S K48 口径 8.3 

。ロクロナデ、底部回転糸切り
埋土 高 2.4

やや密 良 灰白 (7.5Y7/1) 口縁部一部欠
口縁部内面に自

然釉付着
113-02 

S K48 口径 15 9 。直部に指つまみ痕あり

314 山茶椀 高台径・7.35 同 上 密 良 灰白 (NB/0)口縁部1/3欠 o底部外面にエ具痕あり 113-04 
埋土 高.6 1 0 体部外面にスス付着

S K48 
口径.16 3 

315 山茶椀 高台径 6 9 同 上 やや密 良 灰白 (N8/0)口縁部1/4欠 体部外面にスス付着 113-03 
埋土 高 58 

山茶椀 S K48 
口径 9 2 外灰白 (7.5Y7/1)

316 高台径.7 .3 同 上 密 良 内．灰白 (NS/0)- 1/4存 113-01 
転用硯 埋土 高： 2 l 灰 (N6/0)

317 
土師器 S K49 口径 .14.8 。口縁部ヨコナデ、内面ナデ、

密 良
浅黄橙

1/2存
体部外面に粘土

100-05 
皿 高.2.5 外面指オサエ後ナデか (7.5Y R8/3) のつなぎ痕あり

318 
ロクロ土師器 S K49 

醗： (6.2) 
。クロクナデ、底部回転糸切り後、

やや粗 良 浅黄 (2.5Y8/3)底部1/2存 101-03 
椀 高台はりつけ

319 山茶椀 S K49 鯉： (8.0) 
。クロクナデ、底部回転糸切り後、

やや粗 良 灰白 (5Y8/1)底昴のみ1/3存 100-06 
高台はりつけ

320 山茶椀 S K49 醗： (6.4) 
。クロクナデ、底部回転糸切り後、

やや粗 良
外灰白 (5Y8/1)

底都のみ1/2存
内面に全体的に

101-02 
ヘラ状工具で調整か 内灰 (5Y5/1) スス付着

321 
土師器 2次 P31

団： (9.6) 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ
皿 P 12 

やや粗 やや良 淡黄 (2.5Y8/3) 1/3存 全体的に磨滅進む 035-03 

322 
土師器 2次 P31

0 日縁部ヨコナデ、体部ハケメ後ナデか やや粗 やや良
にぶい橙 7.5X 4.5cm 

全体的に磨滅進む 035-04 
甕 P 12 (7.5Y R7/4) の小片

323 
土師器 2次 Q34口径 10.8。口縁端部諏り、直部ヨコナデ、

やや粗 やや良
浅黄橙

2/3存
口縁の一部黒変

034-08 
皿 PlO 高 1.85 体部～底部ナデ (lOY R8/4) している

324. 
土師器 2次 Q34

日径 (13.6) 
0 日齢翻外面は、強いヨコナデにより凹線走る

やや密 やや良 灰白 (lOYR8/2)
口縁～体部

034-07 
甕 PlO 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ 1/5存

325 
土師器 2次 Q30日径 7 8 0 日縁娼蔀外面は、強いヨコナデにより凹線走る

やや密 やや不良 灰白 (10YR8/2) 完形 017—① 
小皿 P8 商 13 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ
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326 
土師器 2次 030口径： 8.3 

。口縁部ヨコナデ、体部ナデ やや密 やや不良 桟責信 (IOYRS/4)完 形 。内面に池煙痕付着 017-06 
小皿 PB 高 13 

327 
土師器 2次 R24口径： 9.1 

同 上 やや粗 やや不良 灰黄(2.5Y7/2)
口縁部のみ 。底部外面に粘

017-07 
小皿 pg 高： 1. 75 ごく一部欠 土接合痕あり

328 
土師器 2次 R24口径： 9.8 。口縁部ヨコナデ、体部外面指オサ

やや密 やや良 1こぶい信(2.5YR6/3)完 形 。全体的に磨滅進む 040-04 
小皿 pg 高 2 1 工のまま、内面ナデ、底部ナデ

329 
土師器 2次 Q31日径 (10. 9) 。口縁部ヨコナデ、体部～底部外面指

やや粗 やや良 桟責信(7.5YR8/3)3 / 4存
。底部外面にヘ

033-04 
皿 P18 高.(2.4) オサエのまま、内面指オサエ後ナデ ラ状工具痕あり

330 
ロクロ土師器 2次 P31

日径.(14. 6) 。口縁～体部ロクロナデ 密 やや良 桟貴信(7.5YR8/6)1 / 5存 036-02 
皿 P8 

331 
土師器 2次 P29

日径.(15. 0) 
。口縁部ヨコナデ、体部外面指

やや密 やや良 灰甘 (IOYRB/1)1 / 3存 036-06 
皿 P4 オサエ後ナデ、内面ナデ

332 
土師器 2次 832

日径 (15. 5) 
。口縁部ヨコナデ、体部ナデ

やや密 良 橙(7.5YR7/6)6 3X3.5llDQJ,jヽ片 036-05 
皿 p 1 。口縁部・体部間には強いヨコナデ

333 
土師器 2次 P30

日径.(14. 5) 。口縁部ヨコナデ、体部ナデ 密 良 桟賃燈(IOYRB/3)1 / 6存 036-03 
皿 P 12 

黒色土器 2次 P31
日径： (14. 0) 。口縁部ヨコナデ、体部ミガキ 外灰日(IOYR8/l)且鼻～体紅1/6存 。内面にエ具の

334 高台径 ・(68) 0 高台はりつけ やや粗 良 035-05 
椀 P 12 高： (5.2) 。内面燻す 内黒(N2/0)高台1/冴F あたり傷あり

ロクロ土師器 2次 P32口径： 9.2 

335 
小皿

高. 2 3 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや粗 良 1: ぶい信(UYR7/4)D偵息一紺欠 。1.5cm大の小石含む 017-08 
p 7 底径 5 3 

ロクロ土師器 2次 Q34
日径・ (160) 

336 高 ・4 0 同 上 やや粗 良 灰白(2.5Y8/2)1/3 存 。内面にスス付着か 044-02 
皿 p 7 底径・ (66) 

337 
土師器 2次 S31

口径.(34. 2) 
。体椙から日鼻菰が「〈」字状に圃庸して月〈

やや密 良 1: ぶい責歴(IOYR7/3)8.0X8.0m//Jt]ヽ片 041-01 
甕 P6 。噂3Jザ、腿外爾Iが、内縣ナデ・4り

土師器 2次 Q34
〇体息から D員息が「 (J字ttl:屠眉して肩（

338 日径 (28. 6) o D輯ヨJザ、 0菖•体闘I\ケメ後3Jザ、祖餅醒汁J.後 密 良 橙(5YR6/8) 且員～体栂1/8存 040-05 
甕 P14 ｝＼ケメ、内眉J¥1f.

土師器 2次 Q34
0 I*: 幕から D員が「（」字状 1:屠庸して目（ 外：1:, ぶい貴信(IOYR7/3)

339 日径 (24. 0) o D員畠畠折り；；し島Ii、水平，内9方月へl直折り返し やや粗 やや良 日員～体息1/10存 。頸部内面にスス付 034-05 
甕 p 7 

o D鼻嘉3J tデ、¢島外頁稲オサエ後ナデ、内ilitf 内贋歴 (l~YR8/6)

340 
土師器 2次 831

日径 (20. 0) 
0 日員息3コナデ、体固外面上椙稲オサl.後

やや粗 やや不良 淡橙(5YR8/4)D鼻～体息1/5存 。鵜隔1:1¥う状I具襄あり 034-06 
甕 P2 ナデ、下椙ナデ、体椙内面板ナデか

土師器 2次 P31 a D鼠屠息折り五し畠 Ii、l.llll眉で 3コナデ 。外面にスス付着
341 

甕 P5 
日径.(23. 7) o D債息3Jtデ、体畠外iii憎オサエ俊tデ、内眉履tデ やや粗 やや良 桟貴履(75YR8/3) 且鼻～体菰1/8存

o体菰外爾n具襄（？）あり
044-01 

0 頸部外面に強いヨコナデ

土師器 2次 P32 o D員屠椙折り返し島 Ii、l.Olll庸で 3コナデ 外：灰甘(75YR8/1) 。内・外面ともJ..J..付着（外面1:1±
342 日径.(18.3) o D員ぶ 3コナデ、体藁外iii/Iケメ、内 iiiナ やや粗 やや不良 且債～体菰1/2存 037-01 

甕 P3 デ、体眉（息息近く）ナデ後 Aう眉り 内灰S(IOYRB/2) 難創付着）

土師器 2次 M33
o D贔屠慕折り iし島Ii、I.ldであり、そ ([J先驀 外構灰(7.5YR4/1)D員紅 1/ 8存 。外面全体 1:J.. J.. 付着

343 日径 (29. 2) Ii小さ（つiみ上げられた倍好で3Jナデ やや密 良 039-01 
甕 p 6 

o D鼻息3コナf、体嘉外頁クシメ、内頁原ナデか 内灰甘(IOYRB/2)～体息慮一椙存 。全体 ~1: 非魯 1:肖手

344 山茶椀
2次 S33

裔台径： (6.0) 
o aクnナデ、底椙且伝糸月り後、 I¥う状I具で日登か

密 良 ［ぶい責歴(IOYR7/2)
底椙 I/)み兒務 。隠噛諷殖錘攘あり

040-02 
p 1 。高台はりつけ 体部一部存 o為台I:モミガう棄あり

2次 P32口径・ I6 2 。ロクロナデ、底棉回転糸切り
o D贔畠内眉1:且俗眉付着

345 山茶椀 高台径 ・8.4 密 良 ［ぶい責歴(IOYR7/2)n鼻椙1/5 Q)み欠 0 • 台にそミガう農あり 040-01 
P3 高： 4 6 。高台はりつけ o D贔息 1:亜みあり

346 製塩土器
2次 P33

o外眉備オサJ.1/)まま、内面I¥う状I真で員蔓か 粗 良
外信(25YR6/6) 

小 片 049-01 
P 13 内歴(5YR7/6)

347 土 錘
2次 R34長径 3.55 

。指による成形後、穿孔・ナデ 密 良 汎貴覆 (IOYRB/3)饂近ご〈4飲 049-02 
pg 短径：1 5 

348 
球状 2次 Q31

直径 2.2 。指による成形後、ナデか 密 良 1: ぶい責歴(lOYR7/3)完 形 049-03 
土製品 P 17 

349 
土師器

Pit 70 
口径.9.2 

0 日畠屠嘉面履り、日鼻栂3Jナデ、体鼠ナデ 密 良
外灰EJ(IOYR8/2)

4 / 5存 032-04 
小皿 高.1 6 内灰日(25Y8/2) 

350 
土師器

Pit 70 
日径 (8.8) 

0 日員暑椙眉限り、 D贔息3Jナデ、体息ナデ やや密 良 淡黄(2.5Y8/3)1 / 3存 。D鼻内 mi1: 植信か 032-06 
小皿 高： 1 6 
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351 
土師器

Pit 70 
口径： 8.6 

。口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ やや密 良
外．灰B(lOYR8/1)

且鼻息1/2 QJみ欠
。内面黒変する

018-08 
小 皿 高： 2 1 内灰月(lOYRB/1) 。内iiil:/¥うu具襄(?)あり

352 
土師器

Pit 70 
口径： 8.7 。口縁部ヨコナデ、体部～底部

やや密 良 灰白(2.5Y8/2)4 / 5存 032-05 
小皿 高.1. 8 部外面ナデ、内面一方向ナデ

353 
土師器

Pit 70 
口径： 9.2 。且鼻屠椙眉限り、日最栂外眉憎オサエ後ナデ

やや粗 良
1:. ぶい貴信(10YR7/3),

tJ鼻島一椙欠
。廿鼻息 1:植祖か

032-01 
小皿 高け 1.7 。体部～底部ナデ 橙(2.5YR7/8) 。内面1:I¥うu具襄（？）か

354 
土師器

Pit 70 
口径.9.5 。口縁部ヨコナデ、体部外面指オサ

やや密 良
外後床信(2.5YR7/4)

請～柑椙ー椙欠 o D員椙2ケ前1:植信襄 032-03 
小 皿 高・ 1.85 工後ナデ、内面ナデ、底部ナデ 内信 (5YR7/6)

355 
土師器

Pit 70 
口径.9.3 

。口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ やや密 良
外灰甘(UYB/2)

完 形 018-07 
小皿 高.1 8 内．灰甘 (5Y8/2)

356 
土師器

Pit 70 
口径.9.8 

同 上 やや密 良
外灰甘(7.5YR8/2)

且鼻椙―胄欠 032-02 
小皿 高 1.9 内灰El(lOYR 8/ 2) 

357 
土師器

Pit 70 
日径 (14.6) 

同 上 やや密 良
外屑灰(IOYR5/1)

1 / 2存 。外面I/)広蘭圃1:スス付着 018-04 
皿 高 (3.3) 内灰月(lOYR8/ 2) 

358 
土師器

Pit 70 日径 (14, 2) 
。口縁部ヨコナデ、体部外面指

密 良 桟貴歴(IOYR8/3)且員～体椙1/2存 0 外面にスス付着 032-07 
皿 オサエ後ナデ、内面ナデ

ロクロ土師器 口径 ・86 

359 
小皿

Pit 70 高 14 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや密 良 桟責信(75YR8/3) 4 / 5存 。体椙外眉1:スス（？）付着 032-10 
底径.4.4 

ロクロ土師器 口径.9.3 灰白(2.5Y8/2)1 / 2存 0 月一9体と考えられる巖片
360 Pit 70 高： 1 6 同 上 やや密 やや不良 034-01 

小皿 底径， 42 5 より白い 飢、民I±ほぼ秒 1]晨菰1:Ii植信襄(?)

ロクロ土師器 日径・ (96) 1 / 5存
。口縁部は磨滅

361 
小皿

Pit 70 高 ・1.5 5 同 上 やや粗 やや不良 灰甘 (10YR8/l)
但し、鰭はは1院務

0~ 息• 息藁外眉 1:IH~胄れ 034-02 
底径 ・48 o且畠内 i1: 員農員

ロクロ土師器
口径 (9 4 5) 1 / 5存

362 Pit 70 高. 1 5 同 上 やや粗 やや不良 灰且 (10YR8/2) 。口縁部は磨滅 034-03 
小 皿 底径 5 0 但し、臥位Iii行務

ロクロ土師器
日径 (8 9) 1 / 2存 。全体的に歪み大

363 
小 皿

Pit 70 高・ 17 同 上 やや密 良 橙(5YR7/6) 
飢、鱚I±は1荘澤 。廿鼻納iiil:4111炒柾含b

032-12 
底径： 4.7 

ロクロ土師器
日径 (9 8) 

。ロクロナデ、底部回転糸切り
364 

小皿
Pit 70 高・ 19 

。体息 ~o 員息 1: かけて、やや外反気屈
密 良 1: ぶい貴信(IOYR7/3)2 / 3存 。胎土は非常に密 032-09 

底径： 4 4 

ロクロ土師器 口径 ・88 橙(5YR7/6)~
365 

小 皿
Pit 70 高・ 13 同 上 やや粗 やや不良

淡黄(2.5Y8/3)
2 / 3存 。全体1:~1; 〈、周農が進b 032-11 

底径.4 8 5 

ロクロ土師器
口径： 9.4 。底息藷1:糸月り峙1:できた、

366 Pit 70 高： 1 9 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや粗 良 iこぶしヽ信(7.5YR7/4)3 / 4存 018-06 
小皿 底径 ・59 

蘭土燒(l.hi炒柘含tr)枡情

土師器
日径 (15. 4) 

。ロクロナデ、底部回転糸切り 1 / 3存 。全体府1:肩菖が盪しく、員
367 

皿
Pit 70 高 ・39 

。体息～且晨椙にかけて、やや外反気麻
やや粗 良 桟貴歴(10YR8/4)

飢、紺1±111詫務 慮碍蘭
032-08 

底径： 5.3 

368 
土師器

Pit 70 底径 5.85 。ロクロナデ、底部回転糸切り やや粗 良 桟責歴(10YR8/4)
底部～体部

018-05 
皿 ほぼ完形

土師器
〇全体ftl1:1菖菖しく、員蔓

369 Pit 70 高台径.7.15 0 0 ク n ナデ、〖椙且伝糸月り後、高台はりつ It やや粗 不良 灰EJ(IOYR8/2)底息のみ1m兒務 は不月9 034-04 
椀

O 畜台1:、5● 大0小石含 b

370 
土師器 S X53 口径.8.0 。内面ナデ、外面指オサエのまま

密 良 桟責信(7.5YR8/3)ほぽ完形 119-04 
小皿 底面 高 ・2.4 o侍に日員屠馬を員覧しようとはしていない

土師器 S X53 口径 8.0 。表面員ftU>~、員蔓等はっきりしないが、外底iiiIi楷 内偶鳥 (25 Y 3 /I) 
371 密 やや良 外．灰貴I2 s Y 7 / 2) -ほぽ完形 119-05 

小皿 底面 高 2.5 オサエ0まま0ようである 黄灰 (2.5Y4/ 1) 

372 
土師器 S Z55 日径 (6.9) 。内面ナデ、外面憎オサエIJ)まま。 D貨屠息I±、やや彼

密 良 淡黄(2.5Y8/3)1 / 5存 120-04 
小皿 集石部 高 17 打ったまi

373 
土師器 S Z55 日径.(7. 5) 

同 上 密 やや良 淡黄(2.5Y8/3)1 / 4存 119-03 
小 皿 集石部 高 16 

374 
土師器 S Z55 口径 7.7 

同 上 密 やや良 淡黄(2.5Y8/3)ほぽ完形
。D鼻息内面1:、I¥う状I具

120-05 
小皿 集石部 高： 1 8 当たったような襄傷あり

土師器 S Z55 口径.7.6 内1: ぶい責l(IOYR7/3)
375 同 上 密 良 眉員(IOYR3/2)園色0炭ft傷3/4存 120-03 

小 皿 集石部 高： 2.0 外．淡郎2.5Y 8/3) 
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376 
土師器 S Z55 日径.(11.0) 。口縁端部ヨコナデ、内面ナデ、

密 良 灰甘 (IOYRB/2)
且員と底栂 O

120-02 
小皿 集石部 高： 1. 4 外面指オサエのまま 一椙Q)み1/5存

土師器 S Z55 0 J畠からD員息が「（」字状1:眉眉して月（ 内．にぶい貴ll(IOYR7/3) 0体部外面全体

377 
鍋 集石部

口径 (32. 0) o D員屠島を上方にlai折りililf、受且れIJD鼠を務づ（る 密 良 外 D債慕羨信(5YR8/3) 日鼻息 II 5存 に煤状の黒色 122-01 
o D員慕3Jナデ、位息外員／＼ケi内目屠い｝＼ヶ月後ナデ 体畠桟責1(75YR8/3) 炭化物付着

土師器 S Z55 0 i眉から E最畠が「（」字れ 1:眉庸して目 やや密 内灰 8(2.5Y8/2)-D蒻IiはIt全径あり
0~ 嘉外眉全H楳ttI) 

378 口径.31. 8 き、屠嘉近（から少しだ It外反気麻になる l圃大1/)砂位 やや良 没責 (25 Y 8 / 4) 暑色炭化傷付着。待 1: 123-01 
鍋 集石部 o D贔屠息0折り返しは、眉眉が王三角秒1:近い 少量含まれる 外，灰甘 (10 YR 8 / 2) 底部は欠損 』大径より下Ii厚（付着

379 
土師器 S Z55 

日径 (32. 6) 
0 J畠からD晨息が r(J字状1:屠直して直簾杓1:月（

密 良 桟貴歴(75YR8/3) 
日員から体息上 。外面に楳（農色炭

121-02 
鍋 集石部 o D鼻島3コナデ、¢息外眉／＼ケi、内眉ナデ 半1/)みII B存 it傷） IJ)付着多い

0 J息から、 D員息が「（」字れ1:眉蘭して肩（

土師器 S Z55 o D鼠着畠 O折り iし戻起息 Ii、上方を肩（ 口縁1/併F
380 口径.(33. 8) o D鼻外ilil:I.!、月凸（稲オサエ農）が月立つが、 D鼻息 密 良 Iこぶい歴(7.5YR7/4) 。外面に煤 121-01 

鍋 集石部 は内外員とも 3Jナデ 体椙上半1/8存
0 1$慕外眉/¥ケメ、内 iiitデ

0~ 島から、 D 不〖息が「（」字状 1: 屈蘭して目（

土師器 WZ55 o D員椙Ii、先辛分1:覆い3コナデがみられ、若干外反する
381 日径.(33. 2) o D員驀畠0折りiし戻包畠Ii、3Jtfl:より外iliが 密 良 iこぶい貴歴(IOYR7 /3) ほ溝罷疇 。外面に煤 122-02 

鍋 集石部 少し9んで内屑する
o D最慕ヨ Jナデ、体息外眉 I¥ケメ、内眉ナデ

o体島から、蘭い日鼻がそ 0まま外に目（

土師器 o体畠Ii、E鼻下に段を持ち、そ0まま下方1:1りびる様徘
382 S Z55 日径 (27.4) o D贔屠島0折り返し戻起息Ii、3Jtデ1:より、外面 密 良 1: ぶしl信(7.5YR7/4)l6X7mfJ1]ヽ片 。外面に煤 120-01 

鍋 がわずか1:mんで内屑する
。口縁部ヨコナデ、体部ナデ？

o D鼠屠昴 Ii2111 Iiど折り iし3コナデ やや密

土師器 S Z55 日径 (34. 4) 0日縁から 5.5cm下に、ほぼ水平に鍔 O企1.灼 D員～月直下
383 0鍔端部は、ヨコナデにより少し 眈賎つ やや良 淡黄(2.5Y8/3) 。鍔直下にスス付着 122-03 

羽 釜 集石部 餌 (45.8) つまみ上げられたような格好 4a灼柾 まで 1I 1 O存
o口縁 鍔部ヨコナデ、体部外面ハケメ も見られる

土師器 S Z55 全長 (3 7) 
。表面磨耗 やや密

384 
最大幅 (11) 

。穴の壁に、植物の茎の表面の 0.5DIII以下［ 良 桟責歴 (IOYRB/4)再屠椙若干欠備 119-01 
穴径 '(0.3-0.4) 

土錘 集石部 重さ.3.0 6 g ような繊維系の跡あり 砂札少量

S Z55 。ロクロ水挽成形
。見込み部は、ス

385 山茶椀
集石部

高雌： (8.0) o眉龍祁O責台を佐り付It。蘭り付ltlJ為1)3コナデ やや密 やや堅 灰白(2.5Y8/2)底栂I/)み1/3存
ベスベしている

119-02 
は暑（、高台の枯土を11 とんど引き ~I!してはいない

S 255 口径.9.7 oロクロ水挽き、回転糸切り やや密 羨責 (2 5 Y 8 / 3) 

386 縁釉小皿
集石部 高： 2 2 

0見込み部はナデか？ l叫環 堅 釉 且員馬1/411)み欠 120-07 
o D贔畠1:眉眉。待1:内 Iii 信 O.H2lll~罹れ1:仮籍 少し胆つ 灰オリ -1(75Y5/3) 

S 255 口径.9.6 。ロクロ水挽き、回転糸切り 後責 (2 5 Y 8 / 3) 

387 縁釉小皿
集石部 高 ・2 1 

0見込み部はナデか？ やや密 堅 釉 D貨椙1/3/J)み欠 120-08 
o D員胄1:菖眉。待1:内u、庸H.5111/J罹れ1:灰眉 灰オリ -1(7 5 Y 5/ 3) 

緑釉陶器 S Z55 。見込み部や底部外面に、円形
素地

388 高雉.(8.0) にナデた痕跡が見られる 密 堅
桟貴信 II O YR 8 / 3 I 

緬.5 X4C11fJI]ヽ片 120-06 
釉

椀 集石部 。削り出し高台 眉貴U色（土色情Iこ固当もなし）

389 
土師器 S Z55 口径 8.2 。口縁部ヨコナデ、体部～底部外

密 良 灰甘 (IOYRB/2)3 / 4存 124-01 
小 皿 高 1.8 面指オサエのまま、内面ナデ

390 
土師器

S Z55 日径・(10.7) 同 上 密 良 灰B(lOYRB/2)1 ／ 4 124-03 
小 皿

o体畠からD最島が「 (J字れ1:屠庸して目き、驀畠近
土師器 （から少しだIt外反気蕉になる 外： 1: ぶい屑(7.5YR5/3)

391 S Z55 日径.(25. 0) 
o D畠屠畠〇折りiし戻包息Ii、最先屠がつまみ上げら

密 良 D鼻～体椙1/8存 。外面にスス付着 124-05 
れた格好1:なり、外眉Ii少し喜b

鍋 o D観i島3Jザ、 D鼻靱韻8汁J.後ザ、灼靡外眉117j. 内桟貴歴(IOYRB/3)
o内面は全体的に指オサエ後ナデ

0 I*: 幕から D鼻慕が「 (J字れに眉眉して肩（

土師器 o D贔着喜Ii、hllど折り蘭If、内屑させた上、最虎 外灰鳥(7.5YR5/2)

392 S Z55 日径 (30.0) 
着Iiやや上方を肩（

密 良 且鼻～体船1/8存 。外面にスス付着 124-04 
o D贔屠息3コナf、D鼻息外iii憎オサJ.後ナデ、晨胄

鍋 外眉3Jナデ、¢眉外眉/¥ケi 内灰El(IOYR 8/ 2) 
o内面は全体的に指オサエ後ナデ

o体島から D員息が「（」字状1:眉蘭して月（

土師器 o D鼻屠嘉Iihilt折り眉If、内屑させた上、最先屠 外灰屑(7.5YR6/2)

393 S 255 日径 (3 3 2) 
Iiつまみ上げられた格好1:なる

密 良 1 / 6存 。外面にスス付着 125-01 
0日鼻屠畠3コナデ、日員鳥外眉罹オサエ後tデ、体息

鍋 外眉／＼ケメ、〖嘉外眉 I\ うケズリ 内： (2.5Y8/3) 
0内面は全体的にナデ

土師器
o I! I? 差直な体息から、 D鼻ぶ Ii眉庸して肩（

外灰屑13((IOYR6/2) ) 394 
鍋

S Z55 日径 (22. 0) 0D日鼻縁屠島藩は昴はヨ コ外ナ眉デによ内眉り楯内オサ胃l.俊すナる 密 良
内灰 IOYR8/2 D晨～体椙1/6存 0外面にスス付着 124-06 

o ヨコナデ、柑島 }¥ケメ、 デ
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼 成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

〇体馬からD縁慕が「（」字状1:屠庸し、着罰 Iiやや内9する
土師器 o D鼻翡痛り返し戻起慕Ii、3コナデ1:より、外眉がbずか1:飩

395 S D56 日径 (29. 9) o D員屠息ヨコtr、n畠畠外眉1:11'1凸（稲オサJ.農）が 密 良 桟貴信(7.5YR8/4~8/ 6) 濯灌椒み1/2存 。外面にスス付着 135-01 
鍋 i立つが、内 外眉とも 3Jナデ

O 体部外面ハケメ、内面ナデ

〇体嘉から日鼻慕が「 (J字れに屠直して目〈

土師器 o D贔息Ii、先辛分1:1い3Jtfが見られ、若干外反する 外．灰貴偽(IOYR5/H/2)
396 S D56 日径 (24.4) o D晨畠胄0折り返し戻起胄Ii3 Jナデにより、外眉が 密 良 直薔隠叫/2存 。外面にスス付着 135-02 

鍋 すこし崖んで内屑する 内桟貴(2.5Y8/3-7/3)
o D闘3Jナ沢料靱面上息Iが、下息I¥うケズリ、体納眉ナデ

0 暉翡虎りiし娃藁IはJザ1:より、最先屠が、小さくつまみ
土師器 上げられた格好1:なる 外.1: ぶい構(7.5YR6/H/3)

397 S D56 日径.(29. 8) o体嘉から展い D員がそ qi!ま、やや外へ目（ 密 良 遺～鵜呪l/4存 0 外面にスス付着 136-01 
鍋 〇体幕Ii、D鼻下に段を持ち、そ1/Jまま善直方月1:下へ1/Jびる 内，桟費倍(UYRB/4)

o口縁部ヨコナデ、体部ナデか

o D債畠息Ii水早方向1:展（折り返し 3コナデ

土師器 o口縁から 2.0cm下にほぼ水平に鍔

398 S D56 日径 (24.4) 0 鍔端部はほとんど水平 密 良 桟貴信(75YR8/4) 漬絣 0 月の裏眉0み農度している 137-01 
羽 釜 〇且贔着息3コナデ、 D債未員隻、舅3Jナデ、体息外

頁I¥ケメ、内眉ナデ

土師器 o口縁端部は 6mmほど折り返しナデ
外灰日 (7.5YR8/l)

399 S D56 日径 (30. 0) 
o口縁から 2.0cm下にほぽ水平に鍔

密 良 渇 。外面にスス付着 137-02 
o舅屠慕li3Jナデにより、若干つまみ上げられたような格好

羽 釜
0 0員·•幕3Jナf、体息外眉/Iケメ、内眉憎オサエ後ナデ 内i:. ぶい賣歴(10YR7/3)

土師器 〇体畠から D員島が「（」字lki:屠蘭して目（
0 外面にスス付着

400 
鍋

S D57 日径 (29. 8) o口縁端部はヨコナデによって内彎 やや密 良 灰掲 (75YR6/2) 且員～体椙1/10存
。外面に剥離多い

131-01 
o D鼻屠幕3Jナ7、D鼻胄ナデ、体嘉外面I¥ケメ、内頁ナデ

土師器
o体息から日員慕が[〈 l字伏1:眉庸して肩〈

外灰El(7.5YR8/2) 
401 S D57 日径 (28. 4) 

o D員屠息から 8111下内眉1:、5●肩IJ)唇状IJ)段をもっ
やや粗 良 漬釧息1/10存 。外面にスス付着 132-01 

o D縁嬉綿はヨコナデにより内胃する
鍋

o D員息 3Jナデ、体畠外眉)¥ケメ、内面ナデ 打ち灰廿(10YR8/2)

土師器
0 日縁娼部は 1(21ほど折り返しヨコナデ

外後貴(2.5Y8/3)
402 S D57 日径 (19. 8) 

o口縁から 2cm下に、斜め上方向の鍔
やや密 良 灌～鵜蒻1/8存 。外面にスス付着 132-01 

o舅驀幕li3Jナデ1:よって、少しつまみ上げられた務1:なる
羽 釜 o D鼻，＇息 3Jナデ、体息外眉/¥ケメ、内面罹オサJ.Q)まi 内1: ぶい貴歴(IOYR7/2)

o D鼻着胄Ii7圃ほど、 Iii?太平方月1:折り返し3Jナデ

土師器 0 日縁から 2an下に、ほぼ水平に鍔

403 S D57 日径 (26.8) 0 鍔端部はほとんど水平 密 良 桟貴歴 lOYRB/4灌灌縣椙1/6存 132-03 
羽 釜 o D鼻 員各屠胄3Jナデ、 D員内眉憎オサエ0まま、

体息外眉/¥ケメ、内面ナデ

土師器
o D鼻屠息li5lllllど、 llll*平方月1:折り返し3Jナデ

外掲灰(7.5YR6/1)
404 S D57 日径 (19, 6) 

0 日縁から 1.8cm下に、斜め上方向 I!)鍔
やや密 良 且fi,体馬1/4存 。体昴外面は麿滅進む 132-02 

0 鍔端部はほとんど水平
羽 釜

o D員 ’息ヨ Jtデ、¢息外眉/Iケメ、内眉tデ 内灰甘(7.5YR8/l)

〇体息からD員慕が「（」字れ1:屠庸して目き、屠幕Iiiり＇する

土師器 o D閥勘折り返し娃幕Ii、3叶デ1:より外面がわずか1:勧 外灰掲(7.5YR5/2)
405 S D58 日径.(21.0) o D員畠忍li3Jナデ、 D鼻息罹オサJ.後ナデ、体慕外 密 良 且鼻～体椙 1/~存 。体邸外面にスス付着 126-01 

鍋 眉上慕指オサエ後I¥ケメ、下島f¥う開り後I¥ケメ、体 内桟賣歴(75YR8/ 4) 
息内眉罹オサJ.俊ナデ

o体息から D贔息が「（」字状1:圃且して肩（

土師器 o D畠屠嘉〇折り返し戻起息Ii、3Jナデ1:より、外眉 外.1: ぶし）貴歴(10YR7/3) 。外面にスス・

406 S D58 日径.(27. 0) が少し＇んで内屑する 密 良 日員～体息3/4存 130-01 
鍋 o D員屠慕ヨ Jナデ、 D員慕憎オサJ.後ナデ、体息外眉 内後貴(2.5Y8/3) 炭化物付着

上息)¥ケメ、下息^う開り、体幕内眉稲オサエ後ナデ

o体綿から口縁菰が「<J字状に屈囲して開く
土師器 o D鼻屠胄〇折り iし戻起息Ii、小さくつまみ上げられ 外掲灰(7.5YR4/l)

407 S D58 口径 (33.0) 
る俗好となっており、 3Jナデにより、畠慕外眉1:m

密 良 且鼻～体息1/4存 。体都外面にスス付着 129-01 
み、着幕内面1:Ii一条1/)沈畠が走る

鍋 o D贔屠息3コナデ、 D贔慕憎オサエ後ナデ、体息外面 内桟賣歴(IOYR8/~)
上息/¥ケメ、下息へう胄り、体胄内眉稲オサエ後ナデ

o体息から U員幕が「（」字lkl:屈直して月（
。外面全体にスス付着

土師器 0 日員屠島0折り返し戻包息Ii、3Jナデ1:より外眉が 外： 1: ぶい掲(7.5YR5/3)
408 S D58 日径 (33.0) わずか1:喜み、内9する 密 良 遣～傾罪1/3存 。体部外面に指オ 128-02 

鍋 o D鼻屠息ヨ Jtデ、 E贔慕憎オ i/"J.後ナf、体息外眉 内灰貴構(IOYR6/2)
サエ痕目立つ｝＼ケメ、内眉偕オサエ後ナデ

o侑嘉から n員幕が［（」字状1:屈且して月（

土師器 o D員傷息〇折りiし戻t息Ii、3Jナデにより、―!

409 S D58 日径 (32.4) 
折りiした後、更に先畠を折り返してしlる

やや密 良 桟賣信 IOYR8/3鷹灌縣椙1/4存 126-02 
0 日縁嬉昴先嬉は、ほば水平に内側へ向く

鍋 o D鼻屠息3コナデ、日員胄備オサl.後ナデ、体慕外眉

／＼ケメ、内面罹オサエ後tデ

土師器 o D員屠慕Ii5●ほど、斜り下方肩1:折りiしてある
外．にぶい貴燈(lOYR6/3) 0 外面全体にスス

410 S D58 日径 (13. 2) 
0 日贔息Ii屑慕へ月 Itて広がる格好になっている

密 良 o~ 体椙肩幕1/3存
炭化物付着

128-01 
o D 鼻屠息ヨコナデ、 D 晨息憎オサエ俊ナデ、位~息外 i 0 弱干、磨滅が

鍋 /¥ケメ、内眉憎オサエ後ナデ 内桟責信(10YR8/3) みとめられる
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

o 口縁娼菰は 1.5~ほど、折り返しヨコナデ

土師器 o口縁から4.4e11下に、ほほ水平方向I/)鍔 D 畠~,直下ご

411 S D58 日径.(32.6) 0 .  屠鳥Ii、少しつまみ上げられたような椿好 やや密 良 桟費信(75YR8/4) 127-01 
羽 釜 o D闘贔3Jザ、 D闘勧醒オサJ.U)註、内眉ナデ、舅3コナデ、 〈一椙 0み欠

顛臆訥i罹汁l.//)註、傾瓶ll'rJ、内iitf

412 
縄文土器

包含層 。外面には刺突文、縄文。内面には縄文 やや密 やや良 灰構(75YR4/2) 
口縁部のみ

057-14 
深 鉢 5.0X3.0an片

413 
縄文土器

包含層 O 外面には刺突文、連椛C字状爪形文 やや密 やや良
外．屑灰(7.5YR4/1)口縁部のみ

045-04 
深鉢 内．にぶしl信(7.5YR7/3)2.0X2.5an片

414 
縄文土器

包含層
。外面には沈線文・キザミ・隆帯上に押し引き

やや粗 やや良
外鳥灰(7.5YR5/1)

2.5X2.4<lll片 042-07 
深 鉢 。内面には縄文 内．にぶし、信(7.5YR7/3)

415 
縄文土器

包含層 。外面には燃糸文 やや粗 やや良
外：1: ぶい床屑(5YR5/4)

2.4X 2.1cm 014-07 
深鉢 内信 (5YR6/6)

416 
縄文土器

包含層 0 外面には縄文 粗 やや良
外，負しヽ構(7.5YR6/3)

3.7X4.0crn片 042-04 
深鉢 内• 履(2.5YR6/6)

417 
縄文土器

包含層
。口縁端部上面、内面にキザミ

密 良 桟貴履(75YR8/4) 
口縁部のみ

042-08 
深鉢 。外面には沈線文•刺突文 2.9X3.5crn片

縄文土器 o口縁娼昴・外面橙帯上に C字状爪務文 口縁部のみ
418 包含層 O 隆帯の両端には沈線文 やや密 やや良 月屑(75YR5/6) 061-12 

深鉢
0 日縁昴内面には折り返しの様な段あり 9.1 X7.0rnt片

419 
縄文土器

包含層
0 日晨屠息・外眉覧罹上1:達晨C字状爪務文

粗 やや良
外屑灰(7.5YR5/l)口縁部のみ

061-04 
深鉢 0 日縁・隆帯間には、爪形文 内1こぶい屑(7.5YR6/3)7.6X6.2cm片

420 
縄文土器

包含層
。口紺齢〖・外面隆帯上に連綬C字状爪骸文

やや粗 やや良 ［ぶい鳥(7.5YR6/3)
口縁部のみ

061-03 
深鉢 0 日縁・ 隆帯間には深い沈線が入る 6.5X5.0crn片

421 
縄文土器

包含層
o外面0呂厚椙1:2本0沈簾をりぐらし、そ0屑1:迅§

やや粗 やや良 灰屑(75YR5/2) 
口縁部のみ

057-03 
深鉢 辟訊駁 4.3X4.0rni片

422 
縄文土器

包含層 0 tJ晨嘉外面1:、泌畠・ 迅晨C字状爪務文 粗 不良
外灰貴屑(IOYR5/2)口縁部のみ

。全体的に磨滅進む 053-06 
深 鉢 内信(75YR6/6) 4.0 X 2.3rni片

423 
縄文土器

包含層
。口縁娼蔀・外面隆帯上に連親C字状爪形文

粗 やや良 橙(7.5YR6/6)
口縁部のみ

068-17 
深 鉢 。隆帯の両端には沈線 3.8X2.9crn片

424 
縄文土器

包含層 0 外面隆帯上に連続C字状爪形文 やや密 良
外月床掲(2.5YR5/6)

3.6X3.5an片 086-03 
深 鉢 内9月床屑(2.5YR5/6)

425 
縄文土器

包含層
O 外面隆帯上に連続C字状爪形文

密 不良 屑灰(75YR4/l) 
口縁部のみ 0 日縁娼菰は磨滅檄

045-03 
深 鉢 。隆帯の両端に沈線 2.0X3.4crn片 しく調整は不朋瞭

426 
縄文土器

包含層
0 外面隆帯上に連続C字状爪形文

密 良
外灰屑(5YR4/2)

3.5X4.5crn片
。内面に損傷に

054-04 
深 鉢 0 隆帯の上端に沈線 内履(25YR6/6) よる凹凸多い

427 
縄文土器

包含層
0 外面の二本の隆帯はぶつかる形

粗 不良 1こぶい歴(7.5YR5/3)3.4X3.9an片 。全体的に磨滅進む 059-01 
深 鉢 。隆帯上に連続C字状爪形文

428 
縄文土器

包含層 。外面にキャタピラー文 やや密 良
外：1: ぶし＼倍(7.5YR7/3)口縁部のみ

055-05 
深鉢 内履 (5YR7/6)4.6X2.8crn片

429 
縄文土器

包含層 。内面にキャタビラー文 密 良
外，屑灰(7.5YR4/1)

7.6X5.8crn片 086-05 
深 鉢 内'1:ぶし＼信(7.5YR6/4) 

430 
縄文土器

包含層 0 tJ 鼻屠椙• 日晨椙外面に達晨C字状爪務文 密 良 屑灰(75YR4/1) 
口縁部のみ

055-14 
深鉢 3.9Xl.9an片

431 
縄文土器

包含層
。口縁端部に縄文、口縁部外面

粗 不良 灰貴構(IOYR6/2)
口縁部のみ

059-09 
深鉢 に平行沈線・三角形の沈刻 2.6X3.7crn片

432 
縄文土器

包含層
。口縁端部内面に二連統C字状爪形文

やや密 良
外1: ぶい屑(5YR5/3)口縁部のみ

042-01 
浅鉢 0 日縁部内面に沈線・三角形の沈刻 内 屑床屑(5YR3/2)4.6X3.7cin片

433 
縄文土器

包含層
o口縁端部外面に連続C字状爪形文

やや粗 やや不良 橙(7.5YR7/6)
口縁部のみ 。全体的にもろ

045-02 
深鉢 。縦方向の隆帯の両娼に沈線、 '1J突文か 3.9X5.0cm片 ＜剥離進む

434 
縄文土器

包含層
。口縁端部・外面隆帯にキザミ

密 良 灰屑(75YR4/2) 
口縁部のみ

042-06 
深鉢 0 日尉眉綿と隆帯lllllこ沈緩•三角形の沈現j 3.3X2.61lll片
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435 
縄文土器

包含層 。外面の平行沈線間に二段の連統刺突文 粗 やや不良 にぶい鳥(75YR5/ 4) 3.6X3.5cm片 053-07 
深鉢

436 
縄文土器

包含層
0 外面隆帯上に連続C字状爪形文

粗 不良
外：［ぶい鳥(7.5YR5/4)

4.5X3.5an片 。全体的に磨滅檄しい 054-10 
深鉢 。隆帯下部に平行沈線 内信(75YR6/8) 

437 
縄文土器

包含層
。外面隆帯上に連続C字状爪形文

やや密 やや良 灰甘 (10YR7/1)3.2 X2. lcrn片 059-10 
深鉢 。隆帯両端に沈線

438 
縄文土器

包含層 。外面の沈線間に三角形の沈刻 やや粗 やや不良 橙(7.5YR6/6)4.5X2.0crn片 068-03 
深鉢

縄文土器
0 日縁昴は強く内折、内面は直角に面を作る 口縁部のみ

439 
鉢

包含層 O 外iii:、平行i畠1:よる息鼻れO屈目内に員文 その やや密 良 眉屑 (75YR3/4) 
6.9X3.8cm片

0 440と同一個体 059-05 
中に三叉文を沿月

440 
縄文土器

包含層
0 日縁蔀は強く内折、内面は直角に面を作る

やや密 良 眉構 (75YR3/4) 
口縁部のみ

。439と同一個体 042-05 
鉢 。外面に平行沈線 1.5X2.4C211片

441 
縄文土器

包含層
。体部に対し、口縁部は屈曲して開く

やや粗 良 灰責屑 (10YR4/2)
口縁～頸部 。外面は磨滅激し

141-05 
鉢 。頸部外面に沈線 7.0X4.3crn片 く調整不明瞭

442 
縄文土器

包含層
。外面に沈線

粗 不良 月屑 (75YR5/6) 
口縁部のみ 。全体的に非常

053-15 
深鉢 。沈線下部には縄文か 5.2 X4.9crn片 に磨滅激しい

443 
縄文土器

包含層 。外面にほぼ平行の沈線、その下蔀に斜沈巌 密 やや良 褐戎10YR6/1.)6.8X 3. 7cm片 045-07 
深鉢

444 
縄文土器

包含層 。口縁端部（肥厚部）直下にキザミ やや粗 やや不良 1: ぶい貴屑(IOYR7 /3) 
口縁部のみ

045-11 
深鉢 5.6X3.5<lll片

445 
縄文土器

包含層
。富士山形を呈する山形口縁部の

やや密 不良 tぶい貴信(IOYR7/4)
口縁部のみ 。全体的に磨滅が

055-15 
深鉢 側面に縄文、外面に平行沈線 4.0Xo. 伽n片 非常に激しい

446 
縄文土器

包含層 。肥厚部外面に刺突文 やや密 やや良
外．［ぶい責信(IOYR7/2)

5.0 X 4.9an片 045-01 
深鉢 内：桟貴歴(7.5YR8/4)

447 
縄文土器

包含層 。口縁端部外面に刺突文 やや密 やや良 1: ぶい賣信(!OYR7 /2) 
口縁部のみ

045-05 
深鉢 2.2Xl.9cm片

448 
縄文土器

包含層 。外面は、沈線による曲線間に縄文 やや密 やや良
外灰甘(lOYRB/2)口縁～体部

061-14 
深鉢 内i: ぶい貴歴(lOYR7/3)6.0X8.6cm片

449 
縄文土器

包含層
。口縁端部は内彎して肥厚する

やや密 やや良
外，にぶい責信(IOYR7/3)口縁～体部

061-05 
深鉢 0 外面は、沈線による曲線間に縄文 内灰責構(IOYR5/2)6.5X5.7cm片

450 
縄文土器

包含層
。口縁部はミガキ

やや密 やや良 灰8(75YR8/2) 
口縁～体部

056-07 
深鉢 。体蔀外面歯、沈線によるdi!線間に縄文 7.3X6.8crn片

451 
縄文土器

包含層 0 外面は、沈線による曲線間に縄文 やや粗 やや不良 灰甘 (10YR8/2)
口縁部のみ

068-14 
深鉢 2.8X5.3crn片

452 
縄文土器

包含層
。口縁端部は内彎して肥厚する

やや粗 やや不良 月屑灰(7.5YR7/2)
口縁部のみ

057-08 
深鉢 0 外面歯、沈線による曲線間に縄文 6.2 X3.6cm片

453 
縄文土器

包含層 。外面は、沈線による曲線間に縄文 やや粗 やや良 1: ぶい信(7.5YR7/4)
口縁～体部

053-01 
深鉢 8.5X6.9cm片

454 
縄文土器

包含層
。口縁端部は波状に隆起し、肥厚する

やや粗 やや良 淡橙(5YR8/4)
口縁部

045-15 
深鉢 0 外面は、沈線による曲線間に縄文 5.3X3.3crn片

455 
縄文土器

包含層
0 日縁端部は波状に隆起し、肥厚する

やや粗 やや良
外： 1: ぶい貴燈(IOYR7/3)口縁部のみ

。隆起部外面は欠損 054-08 
深鉢 。外面は、沈線による曲線間に縄文 内桟貴信(IOYRS/3)4.6X4.5crn片

456 
縄文土器

包含層 。外面は沈線による曲線間に条線か やや粗 やや不良 桟貴信 (10YR8/3)
口縁部のみ 。外面は磨滅進

068-04 
深鉢 3.7X3.6<lll片 み、調整不明瞭

457 
縄文土器

包含層 0 外面は沈線による曲線間に条線か やや粗 やや不良 1: ぶい責信(lOYR7 /3) 
口縁部のみ

055-09 
深鉢 5.1 X4. 6cmJt 

458 
縄文土器

包含層 。外面は沈線による曲線間に縄文か やや粗 やや良 にぶい貴燈(10YR6/3)
口縁部のみ

。外面中央は欠損 060-04 
深鉢 4.6X4.9cm片

459 
縄文土器

包含層 。外面は沈線による曲線間に縄文か やや粗 やや良 灰貴構(10YR6/2)
口縁部のみ

055-12 
深鉢 7.4X4.0cm片
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460 
縄文土器

包含層 0 外面は沈線による曲線間に縄文か やや粗 やや良 橙(7.5YR7/6)
口縁部のみ

065-02 
深鉢 6.7X4.0rnt片

461 
縄文土器

包含層
。外面は縄文帯に刺突文

やや密 やや良
外灰El(7.5YR8/2) 口縁部のみ 。口縁部の波状隆起

061-13 
深鉢 。口縁部の波頂部外面は凸状 内1: ぶい履(7.5YR7 / 4) 5.4X5.6cm片 綿直下に穿孔か

462 
縄文土器

包含層
。口縁部は強く内彎する

密 良
外灰甘(2.5Y8/1)口縁部のみ

057-10 
深鉢 。外面は沈線間の縄文帯に刺突文 内貴灰(2.5Y5/1)4.7X3.2cm片

463 
縄文土器

包含層
。外面は縄文帯に刺突文

やや粗 やや良
外屑灰(!OYR5/l)口縁部のみ

055-10 
深鉢 。口縁部の波頂部外面は凸状 内桟貴信(10YR8/3)4.0X3.0rni片

464 
縄文土器

包含層
。D鼻層幕上面～外面1:かけて、沈簾屑1:条債罹。杭厠

やや粗 やや良 橙(5YR6/6)
口縁部のみ

055-13 
深鉢 嘉上面1:キザミ 5.9X4.3rni片

465 
縄文土器

包含層 0 外面は、沈線間の縄文帯 やや粗 やや良 にぶい歴(7.5YR7/3)
口縁部のみ

068-18 
深鉢 5.9X3.5an片

466 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間の条線帯 粗 やや良 橙(7.5YR7/6)
口縁～体部

065-01 
深鉢 8.0X7.3an片

467 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間の条線帯 粗 やや良 構灰 (IOYR U l) 
口縁部のみ

061-08 
深鉢 4.5 X 3.0cm片

468 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間の条線帯 やや粗 やや不良 貴履(75YR8/8) 
口縁部のみ

。全体的にやや磨滅 053-09 
深鉢 7.0X4.4cm片

469 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間の条線帯 やや密 やや良
外屑灰(7.5YR6/l)口縁～体部

068-10 
深鉢 内汎貴歴(7.5YR8/4)9.5X7.3cm片

470 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間の条線帯 やや密 良 1: ぶい賣橙(IOYR6/4)
口縁部のみ 。口縁部に穿孔

013-02 
深鉢 14.0X6.3cm片 が一ケ所あり

471 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間に、樺状I具による条線帯 やや密 良
外灰貴備(10YR6/2)

口縁部のみ 062-01 
深鉢 内構灰(10YR5/l)

472 
縄文土器

包含層
。外面は沈線による曲線間に条線

やや密 良
外1:. ぶい責歴(10YR7/2)口縁～体部 。内・外面とも部

074-01 
深鉢 。口縁に6単位の波頂部をもつ 内構灰(l0YR5/l)24.0 X 1.6.0crn 分的に黒変する

473 
縄文土器

包含層 。外面に沈線文 密 良 にぶい潰歴(IOYR7 / 4) 
口縁部のみ

0 外面の一部黒変する 086-01 
深鉢 6.2 X 5.9cm片

474 
縄文土器

包含層 0 外面に沈線・条線 やや粗 不良
外灰構(7.5YR6/2)口縁部のみ 。全体的に磨滅激

048-04 
深鉢 内後信(5YR8/4)4.5X5.7crn片 しく調整不明瞭

475 
縄文土器

包含層 。外面にほぼ平行する沈線 密 良 1: ぶい信(5YR7/4)
口縁部のみ

053-08 
深鉢 4.7X4.0cm片

476 
縄文土器

包含層 。外面にほぽ平行する沈線 やや密 良 ［ぶい貫掲(lOYR5/3)
口縁部のみ

015-04 
深鉢 3.4 X 3.2⑳片

477 
縄文土器

包含層 。外面に沈線 やや粗 やや不良
外にぶい貴構(IOYR5/3)口縁部のみ

。全体的に磨滅檄しい 015-05 
深鉢 内月貴構(IOYR7 /6) 5.0 X 3. 加n片

478 
縄文土器

包含層 。外面は沈線間に縄文帯 密 良 黄灰(2.5Y4/1)
口縁部のみ

061-06 
深鉢 6.4X3.8an片

479 
縄文土器

包含層
。外面は直交する 3条の沈線間に縄文帯

粗 やや良
外憔構(7.5YR3/I)口縁～体部

142-01 
深鉢 。口縁部内面に平行沈線 内屑構(7.5YR3/4)22.0X 16.0cm 

480 
縄文土器

包含層
。籾させて髄椙を作り曲し如蒻1:2条QJfj罹灌

やや粗 やや良 1: ぶい贋信(IOYR7/4)
口縁部のみ

。 480~486 は伺ー眉体 061-09 
深鉢 。杭爾屈丹孔•それ〖沿う雇状沈簾と月戻文 6.7X5.5an片

481 
縄文土器

包含層
。籾させて競椙を作り枇し加蒻1:2 条~19祗揖

粗 やや良 月備灰(75YR7/2) 
口縁部のみ

。 480~4861± 月一屑体 058-04 
深鉢 。磁厠椙門孔，それに社う眉状沈巖と軋突文 7.0 X 6.8cm片

482 
縄文土器

包含層
。遺罷噛よ醇項わくり、葬い涸i褐派漑

やや密 やや良 1: ぶい費歴(IOYR6/3)
口縁部のみ

。 480~486 は伺—眉体 060-08 
深鉢 。口縁部外面は縄文 8.2 X 5. 加n片

483 
縄文土器

包含層
。渇顧噛よ醇項叙り、囲い涸拉勅密憔

やや粗 やや良 ［ぶい貴構(10YR5/3)
口縁ぶのみ

。 480~486 I± 伺一眉体 060-06 
深鉢 。口縁部外面は縄文 8.5X6.4crn片

縄文土器
o D鼻屠息内眉Ii、なだらか1:f厚し、外眉1:2条の平行沈畠

外Jぶい貴歴(IOYR6/3)口縁～体部 061-01 
484 包含層 o叢厠息円孔 それ 1:沿う賃状沈簾と肩戻文 やや粗 やや良 。 480~4861± 屑―眉体

深鉢 。口縁～体部外面は縄文 内1: ぶしヽ信(7.5YR6/4) 15.0Xll.Ocm 060-07 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・ 文様の様相 胎 土 焼 成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

縄文土器
o D鼻屠息内眉Ii、なだらか1:uし、外眉1:2条IJJ平行沈蘭 口縁～体部

485 包含層 〇巖爾眉 1'l孔 それに社う直れ沈巖 I:月戻文 やや粗 やや良 1: ぶい構(7.5YR5/3) 。 480~4861i 伺ー眉体 060-05 
深鉢 。口縁～体部外面は縄文 12.3 X 7 .6cm片

486 
縄文土器

包含層
。環層猷噸をもっ凛し涸綽疇

やや粗 やや良 1: ぶい構(7.5YR5/4)
口縁部のみ

。 480~4861± 月一眉体 060-02 
深 鉢 。口縁部外面は縄文 12.0X6.5cm片

487 
縄文土器

包含層
。波頂部は肥厚し、中央付近に円

粗 不良 貴履 (10YR8/6)
口縁部のみ

048-09 
深 鉢 孔を lケ所、内・外面とも刺突文 4.2 X 4.2m片

縄文土器
o D贔0山昴戻起幕中央1:月孔を 1ケ枡、それに沿う沈

外偶構(IOYR3/1)口縁部のみ

488 包含層
蘭。戻起上頁Iill I? 平らでナデ

やや粗 良 063-01 
o D晨畠息上眉1:肩戻文、それ1:沿う〗状沈蘭。 D 員息

深 鉢 外iili枕畠、内眉Ii条息か 内1こぶい歴(7.5YR6/4)8.4X9.5crn片

縄文土器 o D贔0』務戻起息IH字状を呈し、内面11!1リッジ 外偶屑(10YR3/2)口縁部のみ

489 包含層
務をなす。上眉1こ肩戻文 キザミ。 O鼻屠烏上眉1:、

粗 不良 。口縁部外面は磨滅 141-02 
沈簾肩戻文

深 鉢
o口縁部外面に、ほぼ平行する沈線 内にぶい貴歴(IOYR6/4) 16.4 X 9.0cm片

490 
縄文土器

包含層
。口縁端部は強く内彎

やや密 やや良 灰貴屑(l0YR5/2)
口縁部のみ

055-16 
深鉢 。口縁端部外面は沈線・キザミ 5.5 X 3.5<lD片

491 
縄文土器

包含層
。口縁端部の断面は逆三角形を呈する

密 良 灰得(75YR5/2) 
口縁部のみ

050-03 
深鉢 。口縁端部外面は沈線・キザミ 5.0X3.lcm片

492 
縄文土器

包含層 。破蒻順顧1:肩数、遺翡頃ぱ簾・キザミ やや粗 やや良 褐(7.5YR4/3)
口縁部のみ

058-01 
深鉢 5.5X4.6crn片

493 
縄文土器

包含層 。口縁端部上面に沈線・押圧 密 良 褐(7.5YR4/3)
口縁部のみ

057-11 
深 鉢 5.4X4.0cm片

494 
縄文土器

包含層 。彼厠椙 Ii トンネ}~状を呈し、外面中央［月突文 やや密 やや不良
外屑灰(IOYR4/1)口縁部のみ

086-06 
深鉢 内月赤屑(2.5YR5/6)8.5 X 8.3cm片

495 
縄文土器

包含層
0 tJ鼻燭嘉上面Ii彼爾椙を中心1:、再月1:展状沈簾。杭

密 良 灰貴構(IOYR6/2)
口縁ぶのみ

050-02 
深鉢 厠固内面中央i:月突文 7.0X6.0cm片

496 
縄文土器

包含層 。躾靱面1:散数、再顧i渭数、それに沿う肱腹 粗 不良
外灰憤屑 (l~YR~/2)

2.8X3.2crn片 。全体的に磨滅檄しい 054-06 
深鉢 内燈 (5YR7/6)

497 
縄文土器

包含層 0 日晨蜀馬外面1:2条0平行沈像、 U員船内面1:も沿絹 やや粗 やや不良 褐(7.5YR4/3)
口縁部のみ

057-13 
深鉢 5 9 X 3 1片

498 
縄文土器

包含層 。口縁端部上面に沈線 やや密 やや良 灰甘 (IOYR8/1~7/1)
口縁部のみ

054-13 
深鉢 3.9X2.4an片

499 
縄文土器

包含層
0 日縁娼昴内面に、刺突文の両側に沈線

やや密 やや良 灰潰掲(IOYR5/2)
口縁部のみ

054-07 
深 鉢 。外面はナデ 4.1X4.7tE片

500 
縄文土器

包含層 。口縁部外面に、沈線・ミガキか やや密 やや良 桟責橙(IOYRB/4)
口縁部のみ

086-02 
深鉢 4.2 X3. 7cm片

501 
縄文土器

包含層 。口縁端部外面に、沈線 やや粗 やや良
外1こぶい燈(7.5YR7 /3) 口縁部のみ

057-05 
深鉢 内桟賣信(7.5YR8/3)4.8X3.8an片

502 
縄文土器

包含層 。口縁端部上面に沈線・外面に擬縄文 密 良 1: ぶい屑(5YR6/4)
口縁部のみ

048-11 
深鉢 5.5X2.7cm片

503 
縄文土器

包含層 。口縁端部上面に沈線・外面に縄文 やや密 良
外灰掲(7.5YR5/2)口縁部のみ

048-10 
深鉢 内1: ぶい貴履(IOYR7/~) 5.8X6.5an片

504 
縄文土器

包含層 。口縁端部上面に刺突文 密 良 1: ぶい歴(5YR6/4)
口縁部のみ

〇48-12
深 鉢 5.0 X 4.2cm片

505 
縄文土器

包含層 。D最閾椙上面［キザミ、 D鼻椙外面1:-条I/)沈像 やや粗 やや良
外得灰(10YR4/1)口縁部のみ

054-02 
深鉢 内1:. ぶい貴歴(10YR7/3)5.8X4.5cm片

506 
縄文土器

包含層
0 日縁部悼に、展沈様と沈線が平行する

やや密 やや良
外後貴(2.5Y8/3)口縁部のみ

054-09 
深鉢 。口縁端部内面は、段をつくる 内灰貴屑(IOYR4/2)4.5X2.9cm片

縄文土器 o被頂蔀頂上に円筒状突起 その両側にこぶ
口縁部のみ

507 包含層
状怪起を配する

やや粗 やや良 屑仮 (10YR4/l) 054-03 
0 日緑娼郁は上面に 2条の平行沈練を篇した

深 鉢 後、彼状に沿って外面にキザミ 62X4.8crn片

508 
縄文土器

包含層 o外面Ii、3灸I/)平行沈巖による庸簾屑1:員文罹 やや粗 やや不良 1: ぶい信(7.5YR 7 /3) 
口縁～体部

深鉢 13.2 X 10.0cm 
058-02 
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縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
やや粗 良 にぶい黄橙 (10YR6/3)

口縁部のみ
061-10 509 

7.9X7.5cm片深鉢 縄文帯。

510 
縄文土器

包含層
。口縁部外面は、 4条のほぼ平行す

やや粗 やや不良 にぶい橙 (7.5YR6/4)
口縁部のみ

062-02 
注口土器 る沈線が沈刻に突き当たる文様。 5.0X3.7cm片

縄文土器
包含層

。口縁部外面は、 3条の平行凹
粗 不良 にぶい黄橙 (10YR7/4) 

口縁部のみ 。全体的に磨滅
141-06 511 

8.0X4.0cm片深鉢 線文。 激しい。

縄文土器
包含層

0 外面は、条線後、一部ナデ。
密 良 にぶい橙 (7.5YR7/4)

口縁部のみ 。外面に指オサ
512 

工痕多い。
086-04 

深鉢 。口縁部外面に粘土接合痕あり 10.6X6.7cm片

縄文土器
包含層 。外面は、かすかに条線が残る。 粗 不良

外：1: ぶい貴信 (IOYR7/4) 口縁部のみ 。外面が特に磨滅激
513 

5.2X6.lcm片
059-07 

深鉢 内灰黄 (2.5Y7/2) しく調整不明瞭。

514 
縄文土器

包含層 。外面は、縦方向の細かい条線。 やや粗 やや不良
外灰掲 (7.5YR4/2)口縁部のみ

054-11 
深鉢 内浅黄橙 (lOYRB/310.5X7.2cm片

縄文土器
包含層

。外面は、 5条の平行条線によ
やや密 やや良 灰黄掲 (lOYR5/2)

口縁部のみ
057-02 515 

4.9X3.9cm片深鉢 る文様か。

縄文土器
包含層

0 日縁躇昴外面は、細かい条線が横走し、ロ
やや密 不良

外• 橙(7.5YR7/6) 口縁部のみ 。全体的に磨滅が
068-15 516 

6.5X5.5cm片深鉢 縁菰外面は、やや幅広の条線が縦走する。 内橙 (7.5YR6/8) 非常に激しい。

縄文土器
包含層

0 日縁婚綿は、波状に沿った条線。
やや粗 不良

外橙 (5YR7/6) 口縁部のみ 。全体的に磨滅が
517 

4.7X5.0cm片
055-11 

深鉢 。口縁外面は、縦方向の条線。 内.1: ぶい責信 (10YR7/4) 非常に激しい。

縄文土器
包含層

0 外面は、縦方向のやや幅広な
やや粗 やや不良

外黄灰 (2.5Y4/l) 口縁部のみ
518 018-01 

深鉢 条線と、斜方向の細い条線。 内灰白 (2.5Y7/1) 19.5X9.8cm片

縄文土器
包含層 。外面は縄文。 やや粗 やや良

外：,:. ぶい褐 (7.5YR6/3) 口縁部のみ
519 

8.0X5.7cm片
055-01 

深鉢 内掲灰 (7.5YR5/l)

縄文土器
包含層

。外面は縄文。
やや密 やや良 にぶい黄橙 (10YR6/4)

口縁部のみ
520 

5.5X5.5cm片
051-05 

深鉢 0 日縁娼都内面は、段をつくり肥gする。

縄文土器
包含層

。口縁端部上面に刺突文、口縁
やや密 やや良 にぶい潰橙 (10YR7/2)

口縁部のみ 0 外面は磨滅進む。
521 

4.8X6.2cm片
056-09 

深鉢 部外面に縄文か。

522 
縄文土器

深鉢
包含層 。口縁端部内面に沈線。 密 良 にぶい橙 (7.5YR6/4)

口縁部のみ

5.0X4.6cm片
057-12 

縄文土器
包含層 。口縁端部内面に沈線。 粗 不良 橙 (2.5YR7 /6) 

口縁部のみ 0 外面は剥離、内
051-04 523 

5.5X5.4cm片深鉢 面は磨滅激しい。

524 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で無文。 やや密 やや良
外：灰掲 (7.5YR4/2) 口縁部のみ

060-03 
深鉢 内：灰黄椙 (10YR6/2) 9.8X8.5cm片

525 
縄文土器

深鉢
包含層 0 外面はナデ調整だが、条痕残る。 密 良 にぶい橙 (7.5YR7/4) 

口縁部のみ

5.8X9.0cm片
056-08 

526 
縄文土器

包含層
。ナデ調整で、無文。

密 良 橙 (7.5YR7/6)
口縁部のみ

059-06 
深鉢 。口縁部に焼成前穿孔。 5.5X5.3cm片

527 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや不良
外灰黄 (2.5Y6/2) 口縁部のみ 。外面は磨滅激し

068-11 
深鉢 内．浅貴橙 (lOYRS/2) 8.6X5.lcm片 く調整不明瞭。

縄文土器
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや不良

外橙 (7.5YR6/6) 口縁部のみ 。報535と同一個
528 

深鉢 内掲 (7.5YR4/4)
051-14 

16.0X7.8cm片 体か。

529 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 やや密 やや良
外．掲灰 (10YR5/1) 口縁部のみ

深鉢 内：1: ぶい貴信 (IOYR7/3) 5.2X5.3cm片
054-15 

530 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 粗 やや良
外•灰貴掲 (10YR4/2) 口縁部のみ 。全体的に磨滅

内．橙 (7.5YR7/6) 6.0X5.6cm片
053-12 

深鉢 激しい。

531 
縄文土器

深鉢
包含層

。ナデ調整で、無文。
やや密 やや良 にぶい黄橙 (10YR7/2)

口縁部のみ

6.9X6.4cm片
055-03 

532 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 やや密 やや良
外掲灰 (10YR6/1) 口縁部のみ

深鉢 内：1: ぶい信 (7.5YR7/4) 4.3X5.4cm片
068-01 

533 縄文土器 包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや良 灰掲 (7.5YR5/2)
口縁部のみ

5.3X4.6cm片
057-01 
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534 
縄文土器

包含層 。内・外面ともミガキで無文。 やや密 やや良
外：盤褐 (7.5YR3/2) 口縁部のみ

052-01 
深鉢 内：1: 岱籟 (5YR4/3) 6.3X5.5an片

縄文土器
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや良

外橙 (7.5YR6/6) 口縁～体部 。報528と同一個
535 

内掲 (7.5YR4/4) 14.2Xl2.0cm} 
058-03 

深鉢 体か。

536 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや良
外褐灰 (10YR5/l) 口縁部のみ

057-07 
深鉢 内：1: ぶい責信(IOYR7/2) 5.0X4.5an片

537 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや良
外．灰褐 (5YR4/2) 口縁部のみ

深鉢 内：Iこぶし、信(7.5YR7/4) 5.0X4.3cm片
058-06 

538 
縄文土器

包含層 0 外面ナデ、内面ミガキで無文 やや密 良 にぶい橙 (7.5YR6/4)
口縁部のみ

深鉢 5.2X4.0cm片
051-07 

539 
縄文土器

深鉢
包含層 。外面ナデ、内面ミガキで無文 やや密 良 掲灰 (7.5YR4/1)

口縁部のみ

5.4X5.0cm片
051-13 

540 
縄文土器

深鉢
包含層 。外面ナデ、内面ミガキで無文 やや密 良 にぶい黄 (2.5Y6/3)

口縁部のみ

5.1 X4.0cm片
053-13 

縄文土器
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや良

外開掲 (5YR4/l) 口縁部のみ
541 

3.9X4.0cm片
051-02 

深鉢 内．橙 (5YR6/6)

縄文土器
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや不良

外掲灰 (10YR4/l) 口縁部のみ
542 018-02 

深鉢 内：1: ぶい貴信 (IOYR7/3) 12.6X9.2cm片

543 
縄文土器

包含層 。ナデ調整で、無文。 密 やや良
外：灰黄掲 (10YR6/2)口縁部のみ

深鉢 内：1:. ぶい肩 (7.5YR6/3) 5.6X3.2cm片
055-02 

544 
縄文土器

深鉢
包含層 0 ミガキ調整で、無文。 やや密 やや良 灰掲 (5YR4/2)

口縁ぶのみ

5.1 X3.3cm片
051-11 

545 
縄文土器

包含層 0 外面ナデ、内面ミガキで、無文。 やや密 やや不良 灰黄掲 (10YR6/2)
口縁部のみ 。口縁端部の一

深鉢 6.0X3.9cm片 部は剥離。
068--08 

546 
縄文土器

深鉢
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや密 やや良 橙 (7.5YR7/6)

口縁部のみ

3.5X3.2cm片
051-09 

縄文土器
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや密 やや良

外掲灰 (10YR4/l) 口縁部のみ
547 

3.9X5.2cm片
053-16 

深鉢 内.Iこぶい責信 (10YR7/3)

縄文土器
包含層 。ミガキ調整で、無文。 やや密 やや良 朋掲灰 (7.5YR7/2) 

口縁部のみ 。外面下部は剥
548 

65X3.0cm片
051-12 

深鉢 離。

549 
縄文土器

深鉢
包含層 0 ミガキ調整で、無文。 密 良 にぶい掲 (7.5YR6/3)

口縁部のみ

3.5X4.2cm片
068-05 

縄文土器
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや粗 やや良

外灰白 (10YR7/1) 口縁部のみ
550 

深鉢 内灰掲 (5YR6/2) 3.6X3.9cm片
051-10 

551 
縄文土器

深鉢
包含層 。ナデ調整で、無文。 やや密 良 にぶい橙 (5YR7/4) 

口縁部のみ

3.1 X2.7cm片
068-06 

縄文土器
包含層

。ナデ調整で、無文。
やや粗 やや良

外．灰掲 (5YR5/2) 口縁部のみ
552 

4.2X2.6cm片
053-10 

深鉢 0 日縁端部外面は、段をもち肥厚する。 内： 1: ぶい掲 (7.5YR5/3)

553 
縄文土器

包含層
。ナデ調整で、無文。

やや粗 良 灰黄掲 (10YR6/2)
口縁部のみ

深鉢 。口縁端部は、内側へ折り返す形。 2.7X3.0cm片
068-12 

554 
縄文土器

深鉢
包含層 0 ミガキ調整で、無文。 やや密 やや良 掲灰 (7.5YR6/1)

口縁部のみ

5.5X2.5cm片
057-04 

縄文土器
包含層

。口縁部外面はナデ、口縁端部
やや粗 やや良

外．掲灰 (7.5YR4/2)口縁部のみ
555 

5.5X2.5cm片
057-09 

深鉢 ～口縁部内面はミガキか。 内灰掲 (10YR8/2)

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
粗 やや不良

外：浅黄橙 (7.5YR8/4)体部のみ
556 

5.5X6.lcm片
068-07 

深鉢 縄文帯。 内桟貴橙 (10YR8/3)

縄文土器
包含層

0 外面は、沈線による曲線間に
粗 やや不良 浅黄橙 (10YR8/3)

体部のみ
557 

6.2 X7.2cm片
055-08 

深鉢 櫛状工具による条線文か。

縄文土器
包含層

0 外面は、沈線による曲線間に
粗 やや不良

外．灰掲 (7.5YR5/2) 体部のみ 。外面の一部剥
558 

6.2X5.5cm片
053-05 

深鉢 縄文帯。 内 (10YR4/1) 離。
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縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
粗 やや良

外誤黄 (2.5Y8/3) 体部のみ
053-11 559 

深鉢 縄文帯。 内暗灰黄 (2.5Y5/2)5.3X5.9cm片

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
粗 不良 朋黄掲 (10YR7/6)

体部のみ 。全体的に非常
059-04 560 

6.3X6.2cm片深 鉢 条線帯か。 に摩滅激しい。

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による直線間に
やや密 やや良 灰白 (10YR8/2)

体部のみ
048-02 561 

4.8X5.lcm片深 鉢 縄文帯か。

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
やや密 やや良 灰黄 (lOYR6/2)

体部のみ
562 

5.7X5.3cm片
051-06 

深 鉢 縄文帯か。

縄文土器
包含層 同 上 やや粗 やや良 灰掲 (7.5YR5/2)

体部のみ 。内面の一部黒
048-07 563 

7.0X4.4cm片深 鉢 変する。

縄文土器
包含層

0 外面は、沈線による直線間に
密 良

外灰黄掲 (10YR5/2) 体部のみ
013-03 564 

7.5X5.4cm片深 鉢 縄文帯。 内にぶい賣構 (IOYR5/~)

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
やや粗 やや良 にぶい黄橙 (10YR7/3)

体部のみ
054-05 565 

4.9X8.0cm片深 鉢 縄文帯。

566 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや粗 やや良 灰白 (lOYRB/2)

体部のみ
045-13 

3.5X3.2cm片

567 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや密 良 にぶい黄橙 (10YR7/2)

体部のみ
045-12 

3.5X3.0cm片

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による直線間に
密 良

外.1: ぶい賣歴 (10YR7/3) 体部のみ
055-04 568 

5.2X4.2cm片深鉢 縄文帯。 内尿掲 (7.5YR6/2)

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
やや密 良

外.1: ぶv¥赤掲 (5YR5/3) 体部のみ
569 

4.8X3.6cm片
048-01 

深鉢 縄文帯。 内應掲 (2.5Y3/1)

570 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや粗 やや不良

外掲灰 (5YR5/1) 体部のみ
045-14 

4.4X4.7cm片内：1: ぶい貴橙 (IOYR7/2)

縄文土器
包含層 同 上 やや密 やや良 掲灰 (7.5YR5/1)

体部のみ
059-03 571 

5.0X3.3cm片深鉢

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による直線間に
やや密 やや良

外：桟貰歴 (7.5YR8/3) 体部のみ
045-06 572 

深鉢 縄文帯。 内にぶい貰歴 (lOYR6/3)3.9X3.9片

縄文土器
包含層

。外面は、 2条の沈線による区
やや密 やや良 灰黄掲 (10YR6/2)

体部のみ
045-09 573 

4.2X3.2cm片深鉢 画内に条線文。

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線間に
やや粗 やや不良 浅黄橙 (lOYR8/4)

体部のみ 。全体的に磨滅
055-07 574 

5.0X5.7cm片深鉢 櫛状工具による条線文か。 激しい。

縄文土器
包含層 同 上 やや密 やや良 にぶい橙 (10YR7/4)

体部のみ
054-16 575 

5.0X6.3cm片深鉢

縄文土器
包含層 同 上 やや密 やや良 橙 (7.5YR7/6) 

体部のみ
576 

6.1 X5.lcm片
059-08 

深鉢

縄文土器
包含層 同 上 やや粗 やや良

外浅黄 (2.5Y8/4) 体部のみ
577 

内灰黄 (2.5Y6/2) 7.5X5.lcm片
053-14 

深鉢

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による直線間に
やや粗 やや良 浅黄橙 (10YR8/3)

体部のみ
053-02 578 

9.4X9.9cm片深鉢 条線文帯。

縄文土器
包含層

0 外面は、横走する沈線下部に
やや粗 やや良

外：［ぶい歴 (7.5YR7/4)体部のみ
579 

内．にぶい貴橙 (10YR7/3)6.8X5.0cm片
042-09 

深鉢 条線文。

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線に沿
やや密 やや良

外灰貴掲 (lOYR5/2) 体部のみ
580 

内にぶい貴橙 (IOYR7/3)5.0X4.7cm片
053-17 

深鉢 った条線文帯。

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による曲線下部
やや密 やや良

外：浅黄橙 (10YR8/3) 体部のみ
581 

内．掲灰 (10YR6/1) 3.0X4.5cm片
048-05 

深鉢 に条線文。

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による直線間に
やや密 やや良 浅黄橙 (lOYRB/3)

体部のみ 。内面はほとん
582 

4.5X4.2cm片
048-08 

深鉢 条線文。 ど剥離。

縄文土器
包含層 。外面は、沈線文。 粗 やや不良 橙 (7.5YR6/6) 

体部のみ 。外面は磨滅進
583 

4.5X5.lcm片
054-01 

深 鉢 む。
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584 
縄文土器

包含層 。外面は、沈線文 やや密 やや良
外：掲灰 (lOYR4/l)体部のみ

深鉢 内'1:.ぶい貴履 (IOYR7/2)6.1 X5.6cm片
048-06 

585 
縄文土器

包含層 同 上 やや粗 やや良 浅黄橙 (lOYRB/3)
体部のみ

注口土器 6.0X6.0cm片
053-03 

縄文土器
包含層 同 上 やや密 やや良 iこぶい黄橙 (10YR7/4) 

体部のみ
586 

深鉢 6.5X5.5cm片
153-04 

縄文土器
包含層 上 やや密 やや良

外：1こぶい責信 (10YR7/3)体部のみ
587 同 014-01 

深鉢 内灰黄 (2.5YR6/2)5.2X5.6cm片

588 
縄文土器

深鉢
包含層 0 外面に沈線文 やや粗 やや良 i: ぶい床屑 (5YR5/4) 

体部のみ

5.0X4.7cm片
045-10 

縄文土器
包含層 同 上 やや粗 やや良 灰黄掲 (10YR6/2)

体部のみ
589 045-08 

深鉢 4.9X5.5cm片

590 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや粗 やや良 にぶい橙 (7.5YR7/4)

体部のみ

4.8X5.0cm片
内面の一部剥離 013-01 

591 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや密 やや不良 にぶい橙 (7.5YR7/4)

体部のみ

5.0X3.6cm片
内面の一部剥離 048-03 

縄文土器
包含層 上 粗 不良 浅黄橙 (10YR8/4) 

体部のみ
全体的に磨滅激しい592 同

3.1X2.5cm片
014-05 

深鉢

593 
縄文土器

包含層
。外面は、沈線による曲線間に

粗 やや不良
外灰黄掲(lOYR6/2)体部のみ

深鉢 縄文帯 内．浅橙 (lOYRB/3)3.1X3.0cm片
050-06 

594 
縄文土器

包含層
。外面は 3条の沈線の各々の両

密 良 ［ぶい貴歴 (lOYR6/3)
体部のみ

深鉢 端に縄文か 4.8X4.5cm片
053-18 

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による区画内に
やや粗 良

外．掲灰 (10YR4/l)体部のみ
外面にスス付着か595 

5.9X7.lcm片
061-11 

深鉢 縄文や、中央に凹部をもつ 内'1:ぶい責歴 (IOYR7/2)

縄文土器
包含層

。外面は、沈線による直線間に
やや粗 やや良 にぶい掲 (7.5YR5/3)

体部のみ
596 

5.7X5.4cm片
048-13 

深鉢 斜方向の縄文

597 
縄文土器

包含層
。外面は、沈線による直線間に

やや粗 やや良
外：1: ぶV浦溝 (5YR5/4)体部のみ

深鉢 縄文帯 内．灰掲 (7.5YR5/2)5.8X6.5cm片
054-14 

縄文土器
包含層 0 外面は、 3条の沈線下部に縄文 やや密 やや良

外灰貴構 (IOYR4/2)体部のみ
598 

5.9X4.5cm片
051-03 

深鉢 内：i: ぶい燈 (7.5YR7/4)

縄文土器
包含層

。外面は、 3条の沈線による直
やや粗 やや良

外：灰掲 (7.5YR4/2)体部のみ
599 

6.4X4.6cm片
061-02 

深鉢 線間に縄文・刺突文 内.Iこぶい貴燈 (10YR7/3)

600 
縄文土器

包含層
0 外面は、沈線による直線間に

やや密 やや良 灰褐 (7.5YR5/2)
体部のみ

深鉢 縄文 5.2X3.2cm片
050-04 

縄文土器 。外面は、 6条の沈線による直 外:Iこぶい貴信 (10YR7/3)体部のみ 055-06 
601 包含層 密 良 外面の一蔀にスス付着 059-12 

深鉢 線間に縄文帯 内灰貫得 (10YR6/2)10.7X10.0an片 059-13 

602 
縄文土器

包含層
。外面は、沈線による直線間に

密 良 褐灰 (10Y5/1)
体部のみ

深鉢 縄文帯 3.4X3.6cm片
059-11 

縄文土器
包含層 上 やや密 やや良

外褐灰 (10YR6/1)体部のみ
603 同 056-06 

深鉢 内．灰白 (10YR8/2)5.6X5.3cm片

604 
縄文土器

包含層
O 外面は、沈線による直線問に縄文帯

やや密 やや良
外'1:.ぶい貴履 (IOYR7/3) 体部のみ

外iliiの一蔀にスス付着
深鉢 。外面上端はナデによる内彎 内月構灰 (7.5YR7/2)14.1X7.5cm片

064-01 

縄文土器
0 外条区OO酉線上は、段圃、横簾に方が縦向交方差の向沈すの線条る格線3条好。区にの圃沈よ下親り段文屈酉にされる向。

体部のみ
605 包含層 、槙方の やや粗 良 にぶい黄橙 (lOYR7/3)

7.1 X8.8cm片
058-05 

深鉢

606 
縄文土器

深鉢
包含層 。外面は、縦方向の条線 やや粗 やや良 憔掲 (7.5YR2/2)

体部のみ

9.3X5.8cm片
050-11 

607 
縄文土器

包含層 。外面は、条線 やや粗 やや良
外賠掲 (7.5YR3/3)体部のみ

深鉢 内灰貴掲 (IOYR5/2)6.7X7.4cm片
050-09 

608 
縄文土器

深鉢
包含層 。外面は、縦方向の条線 密 やや良 褐灰 (5YR5/1)

体部のみ

6.1 X8.4cm片
外面上部は一部欠損 059-02 
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609 
縄文土器

包含層
。外面は、縦方向に弧を描く格

粗 やや不良
外．灰黄掲 (10YR4/2)体部のみ

深鉢 好の条線 内：1: ぶい貴信 (IOYR7/3)8.5X6.3cm片
050-08 

610 
縄文土器

包含層
。外面は、縦方向にやや弧を描

密 良
外掲灰 (7.5YR5/l)体部のみ

058-07 
深鉢 ＜格好の条線 内汎賣履 (7.5YR8/3)7.1X5.7cm片

611 
縄文土器

包含層
0 外面は、横方向の沈線• その下部に

やや粗 やや良
外．浅黄橙 (lOYRB/3)体部のみ

深鉢 櫛状工具による曲線状の条線 釦ぶい貴信 (IOYR7/4) 7.0X6.9cm片
061-07 

612 
縄文土器

深鉢
包含層 。外面は、条線 密 やや不良 浅黄橙 (7.5YR8/3)

体部のみ

8.9X4.lcm片
外面の一邸にスス付着 058-08 

613 
縄文土器

包含層 上 やや密 やや良
外農掲 (7.5YR3/l)体部のみ

外面はやや磨滅気味同
6.9X5.7cm片

050-10 
深鉢 内浅黄橙 (10YR8/3)

614 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 粗 やや良 灰黄掲 (10YR4/2)

体部のみ

4.1 X3.5cm片
051-01 

615 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや粗 やや良 にぶい黄橙(10YR7/3)

体部のみ

3.4X4.0cm片
014-03 

616 
縄文土器

深鉢
包含層 同 上 やや粗 やや良

外黄灰 (2.5Y6/l) 体部のみ
外面に打ち欠き痕多い

3.0X4.0cm片
068-09 

内灰白 (10YR8/2)

縄文土器
包含層

。外面は、ほぽ直角に交わる
粗 やや良 灰黄 (2.5Y6/2)

体部のみ
617 050-01 

深鉢 格好の 3条の沈線 4.0X4.8cm片

縄文土器
包含層 。外面は、縄文か やや密 やや良

外：にぶい貴歴 (IOYR7/2) 体部のみ
618 

内浅黄橙 (10YR8/3)4.0X4.lcm片
068-02 

深鉢

縄文土器
包含層 0 外面は、縄文 やや粗 やや良

外．赤灰 (2.5YR4/l)体部のみ
050-05 619 

深鉢 内• にぶい責歴 (10YR7/2) 8.3X6.6cm片

620 
縄文土器

深鉢
包含層 0 外面ナデ、内面ミガキ やや密 やや良 にぶい橙 (7.5YR7/3)

底部のみ

4.5X3.0cm片
052-03 

縄文土器
包含層 。内外面ともナデ やや粗 やや不良

外．にぶい橙 (5YR7/3)底部のみ
全体的に磨滅進む 052-12 621 

内灰日 (5YR8/l)6.5X3.2cm片深鉢

縄文土器
包含層 。外面ナデ・内面ミガキ やや粗 やや良 灰褐 (7.5YR6/2)

底部のみ 内面は半分の部分
622 

5.3X3.0cm片が欠損
052-04 

深鉢

縄文土器
包含層 0 外面ミガキ・内面ナデ やや密 やや良

外'1:.ぶい貴 (2.6YR6/3)底部のみ
013-04 623 

内：I:, ぶい貴燈 (10YR7/4)5.5X2.4cm片深鉢

縄文土器
包含層

。外面ミガキ内面ナデ
やや粗 やや不良 褐灰 (5YR4/1)

底部のみ
626・629と同一個体か624 

3.0X2.0cm片
056-04 

深鉢 外面の接地面はナデ

縄文土器
包含層 。内・ 外面ともナデ 粗 不良

外浅黄 (2.SYB/4)底部のみ 全体的に磨滅・欠損
068-19 625 

5.0X3.0cm片深鉢 内黄灰 (2.5Y4/l) が非常に激しい

626 
縄文土器

深鉢
包含層 。内・外面ともナデ やや密 やや不良 極贈赤掲 (5YR2/3)

底部のみ

4.0X4.5cm片
624・629と伺一個体か 052-02 

縄文土器
包含層

。外面は沈線直下に縄文。外面の接他面ナデ
やや粗 やや良 灰黄 (2.5Y7/2) 

底部のみ
054-12 627 

4.0Xl.5cm片深鉢 。内面ナデ

縄文土器
包含層

。外面の接地面に網代痕あり
やや密 やや良 橙 (2.5YR6/6)

底部のみ
628 

4.5X3.2cm片
051-08 

深鉢 。内面はミガキ

縄文土器
包含層

。外面は沈線内に結節縄文
やや密 やや不良 賠赤掲 (5YR3/2) 

底部のみ
624・626と同一個体か 042-02 629 

4.5X2.6cm片深鉢 。内面、外面の接地面はナデ

縄文土器
包含層 底径 (6.0) 。内・外面ともナデ やや粗 やや不良 浅黄橙 (10YR8/2)

底部のみ
624・626と同一個体か 052-09 630 

1 / 4存深鉢

631 
縄文土器

包含層 底径 (4.6) 
0 外面ミガキ、外面の接地面ナデ

やや粗 やや良 浅貴橙 (10YR8/3) 
底部のみ

052-11 
深鉢 。内面ナデ 1 / 4存

縄文土器
包含層 底径.(5.9) 。内・外面ともミガキ やや粗 やや良

外．［ぶい責歴 (IOYR6/3)底部のみ
632 

内掲灰 (10YR5/1) 1 / 4存
052-10 

深鉢

633 
縄文土器

深鉢
包含層 底径.(7.2) 。内・外面ともナデ やや粗 やや良 灰白 (10YR8/1)

底部のみ

ほぽ完形
052-07 

第33表遺物観察表(26)
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・ 文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

縄文土器
包含層 底径.(7.0) 。内・外面ともナデ 粗 不良

外.1: 恥難 (10YR7/2) 底部のみ
634 

内．橙 (5YR7/6)1 / 4存
056-01 

深鉢

縄文土器
包含層 底径： (7.3) 。内・外面ともナデ やや粗 やや良 灰黄 (2.5YR7/2)

底部のみ
056-03 635 

1 / 4存深鉢

縄文土器
包含層 底径.(7.7) 。内・外面ともナデ 粗 不良 浅黄橙 (7.5YR8/4)

底部のみ
全体的に磨滅激しい636 

1 / 4存
056-02 

深鉢

縄文土器
包含層 底径.(7.1) 。内・外面ともナデ 粗 不良 Iこぶい責燈 (IOYR7/3) 

底部のみ
全体的に磨滅激しい637 

2 / 3存
052-05 

深鉢

縄文土器
包含層 底径 ・(8.0) 。内・外面ともナデ やや粗 やや良 にぶい橙 (7.5YR6/4)

底部のみ
141-01 638 

2 / 3存深鉢

639 
縄文土器

深鉢
包含層 底径 (9.0) 。内・外面ともナデ やや粗 やや不良 にぶい橙 (7.5YR7/3)

底部のみ

1 / 3存
052-08 

縄文土器
包含層 底径 (6.6) 。内・外面ともナデ やや粗 やや良 灰褐 (7.5YR6/2)

底部のみ
640 

1 / 2存
052-06 

深鉢

縄文土器
包含層 底径 (9.0) 

。外面ミガキ、外面の接地面ナデ
やや密 やや良

外：灰白 (2.5Y7/l)底部のみ
内・外面とも欠損多い641 

内黄灰 (2.5Y6/1)1 / 6存
018-03 

深鉢 。内面ナデ

642 
縄文土器

包含層 底径 (9.4) 。内・外面ともナデ やや密 やや良 にぶい黄橙 (lOYR7/4)
体部～底部

全体的に磨滅進む
1 / 2存

056-05 
深鉢

縄文土器
包含層

。全体的にナデ
やや粗 やや良 にぶい橙 (7.5YR7/4)

口縁部のみ
643 

深鉢 3.5X4.lcm片
141-07 

。口縁部外面に、突帯文

644 
縄文土器

包含層
。外面にほぽ平行する沈線間に

やや粗 やや良 橙 (5YR6/6)3.1 X3.3cm片
外面の中央に5mm

042-03 
土製円盤 キザミ 大の小石含む。

縄文土器
日径 ・(2s.o:

° 日緑蔀外面は、沈練による冊線間に縄文。 外：灰貴掲 (10YR5/2) 口縁～頚部外面
645 包含層 その後、蔀分的に擦り消し やや密 やや良

内桟貴橙 (10YR8/3)
2 / 3存 012-01 

深鉢
o体郁外面ナデ、内面ヨコナデ

にスス付着

o底郁は、内・外面とも乱ナデ

弥生土器
包含層 日径.(13.6 

° 日緑紛外面ナデ、内面構状工具による煎l突文 日縁糾註院形
646 0 頷昴～肩菰外面、 5条の直親文開に鼻描文、樺状 密 良 にぶい貴信 (IOYR7/3) 067-01 

広口壷
I具による廉l突文。内面、指オサエナデ

体部3/4存

o肩菰以下の外面ヘラミガキ、内面ナデ

647 
弥生土器

包含層 日径 (16.0; 
。口縁端部ヨコナデ

密 良 淡橙 (5YR8/4) 
口縁部のみ

広口壷 。口縁部外面ハケメ、内面ナデ 1 / 5存
046-01 

648 
弥生土器

包含層 底径.(3.8) 
。体部外面ハケメ、内面板ナデか

密 良
外灰日 (5Y8/1)体部～底部

広口壷 。底部側面ヨコナデ、外面指オサエ 内：毅黄 (2.5Y8/3)1 / 2存
047-02 

弥生土器 ° 杯郁内・外面ともミガキ 杯部（底3部存） 胸部に4ケ所の穿
649 

高杯
包含層 0 脚菰外面ミガキのち沈親・櫛状工具による 密 良 浅黄橙 (7.5YR8/4)2 / 069-01 

刺突文。内面指オサエ後ナデ 脚部存 孔あり

弥生土器
包含層 裾径.(14.5 

。裾部外面ハケメ後ミガキ、内面
密 良

外・橙 (5YR7/6)裾 部 裾部に1ケ所の穿
650 

高杯
069-02 

ハケメ後ナデ裾部端部ヨコナデ 内．橙 (5YR6/8)1 / 3存 孔あり

弥生土器
包含層 裾径.(6.6) 。全体的にナデ やや粗 やや良 灰白 (10YR8/2)

胸部のみ
651 

台付甕
038-01 

完形

弥生土器
包含層 口径.(14,8 

0 日縁蔀外面ハケメ後ナデ、内面ヨコナデ
やや密 やや不良

外掲灰 (10Y4/1)口縁～体部 体部外面は広く
652 

台付甕
043-01 

。体部内・ 外面ともハケメ 内．灰黄 (2.5YR4/2)1 / 3存 剥離している

653 
弥生土器

包含層 底径.(3.6) 0 外面ハケメ、内面ハケメ やや粗 やや不良 灰白 (2.5Y8/l)
底部のみ

甕 完形
038-03 

土師器
包含層

口径.(11.2 
。全体的にハケメ後ミガキ やや粗 やや不良 灰白 (5Y7/1) 2 / 3存

。全体RI:息筐盪し〈9豊不月9
654 069-03 

甕 高.12. 7 o体島外眉〇ー島にスス付着か

土師器 口径： (13.6) ） ° 日縁蔀～体部外面ハケメ後ナデ、体蔀内面 1 / 3存 。体靱眉I菰（双付着
655 

甕
包含層 底径： (6.3 は磨滅のため調整不用巖 粗 不良 灰白 (5Y7/2) 。o 全息体嘉~I±眉I:眉Pl筐務・舅農が盪しい 069-04 

高 ・14.8 o底蔀側面指オサエ後ナデ、底郁外面ナデ 但底部は完形

土師器 口径： (17.4） ) ° 口縁端部ヨコナデ 外灰日 (lOYR8/1) 1 / 3存 全体的に磨滅激しく
656 

鉢
包含層 底高径： (6.4 。体底部部内・外面ともハケメ後ナデ やや密 やや良 070-01 

. 15.5 。 ナデ 内灰白 (5Y8/l)但、底綿は完形 調整不明瞭

657 
土師器

椀
包含層 日径.(17,2; 。口縁端部ヨコナデ、体部ナデ 密 良 浅黄橙 (10YR8/3)1 / 5存 046-04 
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番号 器種 出土位置 法量(cm) 成形・調整・文様の様相 胎土 焼成 色 調 残存状況 備 考 登録番号

土師器
包含層

口径 (11.6'. 
。口縁部ヨコナデ、体部～底部ナデ 密 良 橙 (5YR7/6) 1 / 3存

全体的に打ち欠
658 039-03 

杯 高.4 0 き痕• 剥離多い

土師器
包含層

口径.(16.5) 
同 上 密 やや良

外談橙 (5YR8/4)
1 / 6存

口縁部外面に粘
659 046-03 

杯 高 4.0 内淡橙 (5YR8/3) 土接合痕あり

660 
土師器

皿
包含層

口径 (17.3) 

高 2.2
同 上 密 やや良 橙 (5YR7/8)1 / 5存

底部内・外面とも

スス付着
046-02 

661 
土師器

包含層
口径 (16,8) 

同 上 密 良
外検廣橙 (7.5YR8/6)

1 / 8存
口縁・底部内面に

高 26 内橙 (2.5YR7/8)
047-01 

皿 スス付着か

土師器
包含層 裾径 (9.0) 

。杯部～脚部外面ハケメ、内面ナデ
密 良 橙 (5YR7/8)

裾部のみ 0 lll1親内面に枯土接合痕あり
662 134-04 

高杯 。裾部端部ヨコナデ ほぼ完形 。外面やや磨滅進む

土師器 。杯菰外面ロクロナデ、内面ミガキ 浅黄橙 (7.5YR8/4)杯部～底部 脚部内面のみ黒
663 

高杯
包含層 裾径 (9.4) o員菰外面Iヽケメ、内面指オサエ後ナデ 密 良 但、裾菰内ffijlJ)一菰は

1 / 3存
134-03 

。裾菰内・外面とも横方向のハケメ、娼昴ヨコナデ 朋赤掲 (2.5YR5/8) 変する

須恵器 掲灰 (75YR6/l) 杯部～体部
664 包含層 口径 (9.4) 。口縁～体部ロクロナデ 密 やや不良 ／ 047-03 

杯身 灰白 (10YR8/ 1) 1 / 3存

須恵器 。体靱面Jヽケメ、内面へうケか）か 底綿ほほ完形
665 

杯
包含層 高台径 (11.0) 。紐緬I¥う月り点罷、府面I¥う肛具はる乱胴0ミガキ 密 良 灰 (N5/0)

体部1/3存
047-04 

o裔台はりつけ

土師器 。叫蒻ヨコナデ、体菰ハケメ 口縁～体部 口縁部外面にス
666 包含層 日径.(15.5 。躇鳴菰婿t菰iliiは、内側へほぼ水平方何に折り返し やや密 やや良 灰白(lOYR8/2) 139-01 

甕 には、沈線が一条めぐる 1 / 3存 ス付培

灰釉陶器 日径.(14悶.3) 。口縁～底部内面ロクロナデ、底部 1 / 3存 口縁～体部外面に
667 包含層 底径： （ （ やや密 良 灰白 (5Y8/2) 139-03 

椀 古向 外面回転糸切り後高台はりつけ 但、底綿は完形 灰釉つけがけか

縁 釉 。底部ロクロナデ後、外面に高 灰白外(2.5YR8/2) 全体的に磨滅が非常
668 包含層 高台径 (6.0) やや粗 不良 但、 面の一昴は 底菰のみ1/4存 に激しく、縁釉は外 017-09 

陶 器 台はりつけ オリープ灰(lOYR4/l) 面にわずかに残る

日径： （(9.8) ） 。O縁～底稲内面ロクnナデ、底菰外面月転糸切 灰白 (N 8 / 1) 1 / 6存 。鰭外面I渇悌1:莉着か
669 山 皿 包含層 底径： 52 り後、裔台はりつけ やや密 良 底昴外面は菰分的に 。尚台1:モミガう痕 038-05 

高： 3.3 。高台はりつけ菰は、接合ナデ後へうケズ1)か 赤橙 (10R6/6)偲底綿は完形 。鰭内勤場に臆鮒着

日径： (（8.5) ） 1 / 3存 。内iliiにうす〈自然釉付着
670 山 皿 包含層 底高径： 4.0 同 上 やや粗 良 灰白 (7.5Y8/1) 。底菰内面に楼痕付着か 039-02 

: 2.8 低底部は完形 。高台にモミガラ痕

縁 釉 口径： (102) ｝ 。口縁～底部内面ロクロナデ、 口縁部に灰釉つ
671 包含層 底径： (（ 4.1 やや密 やや良 淡黄 (2.5Y8/3)ほぽ完形 138-01 

小 皿 高： 2.6 底部外面回転糸切り けがけ

672 
陶器

包含層 日径.(26.o: 。口縁端部は外面に折り返し やや粗 良 にぶい赤掲 (5YR5/3)
口縁～体部

常滑産 139-02 
甕 1 / 3存

673 平瓦片 包含層 。凸面はヘラケズリ、凹面は布且痕 密 不良
凸桟貴信 WYRB/3)

6.1X5.9cm片
全体的に磨滅非

凹灰黄 (2.5Y7/2) 常に激しい
049-07 

674 加工円盤 包含層 0 外面はタタキ、内面は青海波文 密 良
外．紫灰 (5P6/l)

3.5X4.2cm片 須恵器を転用 049-05 
内．灰白 (N7/0) 

加工円盤 包含層
。内・外面ともナデ

やや密 やや良
外灰掲 (7.5YR6/2)

3.2X3.9cm片
中世陶器甕の体

049-06 675 
内：1: ぶい貴惜 (lOYR7/3)。断面は部分的に研磨 部片を転用

〈注〉 321-350については本報告書で新たに遺構番号は与えていないので、調査時のものを示す。
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報告書抄録

ふ り が な うえのがいと いせき

書 名 上ノ垣外遺跡

副 書 名 一般国道42号松阪・多気バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告

巻 次 II 

シリーズ名 三重県埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 1 2 3 -2 

編 著 者 名 伊藤克幸、田村陽一、西村修久

編 集 機 関 三重県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒515-03 三重県多気郡明和町竹川503番地 TEL 05965 - 2 -1732 

発行年月日 西暦 1 9 9 6年 3月 31日

ふり が な ふりがな コ ―ヽ― ド 北緯 東経 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村：遺跡番号
0 , ,, 

’゚’’ m 2 

上うえノのが垣い外と遺いせ跡き 三み重えけ県ん多f・気き郡ぐん
34° 136° 19900723- 試掘 68 一般国道42号

22441 276 
29' 33' 松阪・多気バ

お大おあ字ざあ荒ら蒔まきあ字ざ上うえ
19900912 

36" 15" 19930128- 試掘 96 イパス建設に
ノの垣がい外と • お大おあ字ざ

19930201 伴う事前調査
お相う可かあ字ざ茶ちゃ木きノの

19930823~ 1, 9 5 0 

早 19940127 

19940418- 3, 0 5 0 

19940831 

計 5,1 4 6 

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺構 主 な 遺 跡 特 記事項

上ノ垣外遺跡 集落跡 縄文～室町 土坑 縄文土器、石器、大珠 縄文後期の大珠（硬玉

前方後方型周溝墓 弥生土器 ？製）が出土

方形周溝墓 土師器、須恵器 古墳前期（欠山式期）

竪穴住居 灰釉陶器、緑釉陶器 の前方後方型周溝墓を

掘立柱建物 山茶椀、中世陶器 検出

溝

井戸
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